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一
、
は
じ
め
に

　
南
都
で
︑
三
論
・
密
教
・
法
相
等
に
造
詣
を
深
め
た
明
遍
（
一
一
四
二
～

一
二
二
四
）
は
︑
法
然
（
一
一
三
三
～
一
二
一
二
）
が
説
く
専
修
念
仏
の
教
え

に
救
済
の
道
を
見
出
し
た
と
言
わ
れ
る
︒
各
種
法
然
伝
や
︑
法
然
の
流
れ
を

汲
む
諸
師
の
著
作
等
に
示
さ
れ
た
明
遍
の
行
実
や
学
説
か
ら
は
︑
明
遍
が
︑

法
然
教
学
を
自
力
的
︑
多
念
義
的
立
場
か
ら
把
握
し
て
︑
自
己
の
浄
土
教
的

立
場
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
浄
土
教
的
立
場
の

実
践
の
地
は
︑
高
野
山
蓮
華
谷
の
蓮
華
三
昧
院
で
あ
っ
た
︒

　
さ
て
︑﹃
国
書
総
目
録
﹄
や
﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
﹄
に
は
︑
明
遍
の
著
作

と
し
て
︑
龍
谷
大
学
写
字
台
文
庫
蔵
の
﹃
行
者
大
要
鈔（

1
）

﹄
と
い
う
書
物
（
写

本
︑
以
下
﹁
写
字
台
文
庫
本
﹂）
が
記
載
さ
れ
て
い
る（

2
）

︒
ま
た
︑
国
文
学
研
究

資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
︑
今
治
市
河
野
美
術

館
所
蔵
の
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄（
写
本
︑
以
下
﹁
河
野
美
術
館
本
﹂）
が
︑
写
字
台

文
庫
本
と
共
に
︑
明
遍
著
作
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
目
録
等

に
お
い
て
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
者
を
﹁
明
遍
﹂
と
す
る
の
は
︑
右
記
二

写
本
の
奥
書
に
﹁
右
︑
此
の
書
は
︙
︙
明
遍
僧
都
の
御
作
也
﹂
と
い
う
記
述

が
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
近
年
筆
者
は
︑
古
書
店
で
︑

右
記
の
二
本
と
︑
右
記
奥
書
ま
で
の
原
本
を
同
じ
く
す
る
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄

の
写
本
（
以
下
﹁
那
須
所
持
本
﹂）
を
新
た
に
入
手
し
た
︒

　
し
か
し
︑
こ
れ
ま
で
の
明
遍
に
つ
い
て
の
研
究
史
の
中
で
︑﹃
行
者
大
要

鈔
﹄
が
明
遍
の
著
作
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
︒
例
え
ば
︑
濱

田
隆
氏
（
浜
田
︹
一
九
六
五
︺
九
十
五
頁
）︑
五
来
重
氏
（
五
来
︹
一
九
七
五
︺

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
攷

那
須
一
雄

資
料
紹
介
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二
一
一
頁
）︑﹃
国
史
大
辞
典
﹄︹
一
九
九
二
︺
五
三
二
頁
︑
青
木
淳
氏
（
青
木

︹
一
九
九
三
︺
一
一
八
頁
）︑
伊
藤
唯
真
氏
（
伊
藤
唯
真
︹
一
九
九
五
︺
四
二
七

頁
）︑
大
西
磨
希
子
氏
（
大
西
︹
一
九
九
七
︺
一
一
一
頁
）︑
高
間
由
香
里
氏

（
高
間
︹
二
〇
〇
八
︺
十
八
頁
）︑
伊
藤
茂
樹
氏
（
伊
藤
茂
樹
︹
二
〇
一
六
︺

五
十
一
頁
）︑
吉
岡
諒
氏
（
吉
岡
︹
二
〇
一
八
︺
二
〇
一
頁
）
は
︑
明
遍
の
著

作
は
現
存
し
な
い
と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
名
畑
應
順
氏
と
長
谷
川
浩
文
氏
は
︑

法
語
と
し
て
伝
わ
る
﹃
弘
法
大
師
念
仏
法
語
﹄（﹃
念
仏
法
語
﹄）
と
﹃
明
遍
僧

都
一
紙
法
語
﹄（﹃
一
紙
法
語
﹄）
を
明
遍
の
著
作
と
し
て
扱
う
と
い
う
立
場
を

取
り
︑
こ
の
二
法
語
以
外
に
は
︑
明
遍
の
著
作
は
現
存
し
な
い
と
し
て
い
る

（
名
畑
︹
一
九
二
〇
︺
五
三
六
～
五
四
一
頁
︑
長
谷
川
︹
二
〇
一
六
︺
一
頁
）︒
そ

し
て
︑
大
谷
旭
雄
氏
は
︑
名
畑
氏
の
立
場
を
踏
襲
す
る
と
し
て
い
る
（
大
谷

︹
一
九
六
一
︺
一
六
一
頁
）︒
こ
れ
ま
で
の
明
遍
の
研
究
史
に
お
い
て
︑﹃
行
者

大
要
鈔
﹄
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
︑
關
恒
明
氏
の
み
で
あ
る
（
關

︹
一
九
九
四
︺
一
一
九
頁
︑
一
二
七
頁
）︒
し
か
し
關
氏
は
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
を

明
遍
作
と
は
見
て
い
な
い
︒

　
本
論
は
︑
現
存
す
る
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
諸
写
本
の
内
容
を
︑
書
誌
学
的
︑

そ
し
て
︑
浄
土
教
学
的
視
点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
本
書
が
蓮
華
谷

明
遍
の
述
作
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒

　
な
お
︑
本
書
の
写
本
に
つ
い
て
は
︑﹃
国
書
総
目
録（

3
）

﹄
に
よ
れ
ば
︑
右
に

挙
げ
た
三
写
本
以
外
に
︑
も
う
一
本
︑
三
写
本
と
原
本
は
同
じ
く
す
る
と
思

わ
れ
る
大
津
市
西
教
寺
の
正
教
蔵
文
庫
蔵
の
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄（
写
本
︑
以

下
﹁
正
教
蔵
文
庫
本
﹂）
が
あ
る
︒
そ
し
て
︑
こ
の
正
教
蔵
文
庫
本
の
奥
書
に

は
︑﹁
右
︑
此
の
抄
は
毗
沙
門
堂
明
禅
撰
な
り
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
則

ち
︑
こ
の
奥
書
に
依
れ
ば
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
者
は
︑
明
遍
と
同
じ
く

聖
道
門
仏
教
か
ら
︑
法
然
が
説
く
専
修
念
仏
の
教
え
に
帰
入
し
た
明
禅

（
一
一
六
七
～
一
二
四
二
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
右
記
の
三
写
本
の

奥
書
に
お
い
て
も
︑
後
述
の
よ
う
に
︑
著
者
で
あ
る
と
す
る
明
遍
に
つ
い
て

﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
毘
沙
門
堂
の
別
当
で
あ
っ
た
明
禅

の
肩
書
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
則
ち
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
四
写
本
の
奥
書
か
ら

は
︑
そ
の
著
者
に
つ
い
て
︑
明
遍
説
と
共
に
︑
明
禅
説
も
提
示
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
従
っ
て
︑
本
論
で
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
明
遍
撰
述
説

を
論
証
す
る
た
め
に
は
︑
本
書
が
﹁
明
禅
の
撰
述
で
は
な
い
﹂
と
い
う
こ
と

を
示
す
こ
と
が
︑
特
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
︒

　
以
下
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
が
な
ぜ
明
禅
の
撰
述
で
は
な
く
︑
明
遍
の
撰
述

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
︑
右
記
四
写

本
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
※
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
原
文
は
漢
文
で
あ
る
が
︑
本

論
に
お
い
て
引
用
す
る
際
に
は
︑
適
宜
︑
書
き
下
し
て
引
用
し
た
）︒

二
、
写
字
台
文
庫
本
と
那
須
所
持
本
に
つ
い
て

︵
一
︶
写
字
台
文
庫
本
と
那
須
所
持
本
の
書
誌
的
整
理

　
ま
ず
始
め
に
︑
筆
者
が
写
本
の
実
物
を
披
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
写
字
台
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『行者大要鈔』攷

文
庫
本
と
那
須
所
持
本
の
書
誌
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
二
写
本
の
書
誌
情
報
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

（
A
）
写
字
台
文
庫
本

　︹ 

所
蔵
︺
龍
谷
大
学
写
字
台
文
庫

　︹
請
求
記
号
︺
二
六
六
・
二
︱

八
八
（
ラ
ベ
ル
︒
表
紙
右
上
）

　︹ 

形
態
︺
写
本
　︹
書
写
年
次
︺
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）　︹
書
写
者
︺
宜

純
　︹ 

書
写
依
頼
者
︺
釈
秀
雄
（
南
紀
沙
門
）
※
頼
円
に
よ
る
天
正
六
年

（
一
五
七
七
）
の
写
本
﹁
宝
積
寺
塔
頭
極
楽
房
所
蔵
﹂
を
写
し
た
も
の

　︹
書
写
地
︺
宝
寺
（
宝
積
寺
）
※
城
州
（
山
城
国
）
大
山
崎

　︹ 

料
紙
︺
楮
紙
　︹
装
丁
︺
冊
子
本
（
袋
綴
四
つ
目
綴
）　︹
角
裂
︺
無
し

　︹
丁
数
︺
八
丁
の
完
本

　︹ 

行
数
・
字
数
︺
半
葉
九
行
︑
一
行
二
十
字
～
二
十
一
字

　︹
表
紙
︺
香
色
紙
表
紙

　︹ 

用
字
︺
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文

　︹ 

法
量
︺（
縦
）
二
十
四
・
五
㎝
　（
横
）
十
六
・
八
㎝
　（
幅
）
四
・
五
㎜

　︹
界
線
・
押
界
︺
無
し

　︹ 

字
高
︺
二
十
一
・
五
㎝
　︹
天
界
︺
二
・
〇
㎝
　︹
地
界
︺
一
・
〇
㎝

　︹ 

外
題
︺
行
者
大
要
鈔
　
二
十
一
章
（
金
地
題
簽
）
※
筆
跡
は
本
文
と
同
じ

　︹ 

内
題
︺
行
者
大
要
鈔
　
※
題
の
下
に
﹁
行
者
︑
左
脇
机
に
於
て
︑
朝
暮
︑

之
を
見
る
可
し
﹂（
原
漢
文
）
と
の
記
載
あ
り
　︹
尾
題
︺
無
し

　︹ 

表
紙
見
返
し
︺﹁
明
遍
僧
都
之
御
口
　
宝
光
院
入
寺
信
誉
﹂
と
い
う
︑
本

文
と
は
別
の
筆
跡
の
書
き
入
れ
あ
り

　︹ 

印
記
︺
写
字
堂
／
蔵
書
（
陽
刻
朱
楕
円
印
︑
三
・
八
㎝
×
二
・
二
㎝
︑
一
丁

表
の
右
下
）

　︹ 

奥
書
︺﹁
右
︑
此
の
書
は
︑
毘
沙
門
堂
の
法
印
（
少
納
言
入
道
真
清
御
息
︑

十
一
面
変
作
云
云
）︑
明
遍
僧
都
御
作
也
︒
八
宗
に
亘
り
之
を
用
ゆ
︒
云
々
︒

努
々
︑
外
聞
す
可
か
ら
ず
︒
少
智
は
是
れ
︑
菩
提
の
妨
げ
な
る
故
に
︒

但
︑
慳
悋
に
し
て
︑
機
感
熟
す
る
こ
と
︑
自
ら
知
ら
ざ
る
而
已
﹂（
以
上
︑

十
三
丁
裏
︑
一
～
四
行
目
︑
龍
谷
大
学
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹃
行

者
大
要
鈔
﹄︹
以
下
﹁
龍
大
﹂︺
第
十
六
画
像
一
行
目
～
四
行
目
）︒﹁
悪
筆
︑

憚
り
多
し
と
雖
も
︑
偏
に
上
求
菩
提
下
化
衆
生
の
為
に
︑
別
し
て
は
︑

現
当
二
世
所
願
円
満
祈
処
而
已
︒
天
正
六
年
卯
月
吉
日
書
写
畢
︒
頼
円

「
梵
字
の
ma
」﹂（
以
上
︑
十
七
丁
表
︑
七
～
九
行
目
︑
龍
大
第
十
八
画
像
︑ 

十
六
行
目
～
十
八
行
目
）︒﹁
今
︑
此
の
一
巻
の
右
書
は
︑
城
州
︑
大
山
崎
︑

宝
寺
︑
塔
頭
極
楽
房
︑
彦
誉
庫
蔵
の
秘
本
也
︒
予
︑
慇
懃
に
所
望
す
る

こ
と
︑
年
淹
し
︒
然
る
に
而
し
て
︑
元
文
第
五
庚
申
初
秋
︑
京
師
木
屋

町
房
屋
の
旅
亭
に
於
て
︑
彦
誉
︑
病
を
養
ふ
こ
と
有
り
︒
予
︑
之
を
看

病
す
︒
其
の
福
田
に
与
へ
て
︑
之
を
求
む
る
こ
と
を
得
た
り
︑
矣
︒
率

爾
に
︑
之
を
書
写
せ
ん
と
欲
す
と
雖
も
︑
衰
老
︑
筆
を
把
る
に
懶
し
也
︒

幸
い
に
︑
同
寺
仙
涼
坊
住
侶
宜
純
に
三
請
し
て
︑
焉
を
写
求
す
︒
随
喜
︑
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余
り
有
り
︒
云
爾
︒
唱
曰
︒
貪
瞋
痴
の
三
毒
は
︑
諸
煩
悩
の
骨
髄
︑
一

切
の
障
碍
神
な
り
︒
常
恒
に
能
く
忍
持
す
れ
ば
︑
冨
楽
と
慈
悲
と
智
恵

と
の
三
徳
を
表
し
︑
忽
ち
に
如
意
宝
と
為
り
︑
諸
の
希
願
︑
悉
く
満
た

す
︒
大
師
の
釈
に
云の

玉
は
く
︑
一
尊
一
契
は
︑
証
道
の
径
路
︑
一
字
一

句
は
︑
入
仏
の
父
母
な
る
者
也
︑
と
︑
文
︒
南
紀
沙
門
釈
秀
雄
老
翁
︑

謹
ん
で
記
す
︑
焉
﹂（
以
上
︑
十
八
丁
表
裏
︑
龍
大
第
十
九
画
像
一
行
目
～

龍
大
第
二
十
画
像
四
行
目
）

　︹ 

備
考
︺
表
紙
左
上
に
﹁
真
言
﹂
と
い
う
書
き
入
れ
あ
り
︒
表
紙
の
請
求

記
号
ラ
ベ
ル
の
上
に
﹁
写
字
台
﹂
と
記
し
た
ラ
ベ
ル
あ
り
︒
表
紙
右
下

に
﹁
黄
︑
八
架
︑
四
四
号
﹂
と
記
し
た
資
料
番
号
の
ラ
ベ
ル
あ
り

　
上
記
奥
書
の
﹁
右
︑
此
の
書
は
︙
︙
知
ら
ざ
る
而
已
﹂
と
い
う
文
章
の
後
︑

十
四
丁
裏
の
五
行
目
か
ら
十
七
丁
表
の
六
行
目
（
龍
大
第
十
六
画
像
五
行
目

～
第
十
八
画
像
十
五
行
目
）
に
か
け
て
︑﹁
右
︑
此
の
書
は
﹂
の
筆
者
で
も
な

く
︑
右
記
の
﹁
奥
書
﹂
の
項
で
示
し
た
﹁
悪
筆
︑
憚
り
多
し
と
雖
も
﹂
以
下

を
記
し
た
頼
円
で
も
な
い
書
き
手
に
よ
る
﹁
毎
月
地
蔵
参
記
之
日
記
﹂
と
い

う
書
き
付
け
が
あ
る
︒

（
B
）
那
須
所
持
本

　︹ 

所
持
︺
筆
者
　︹
形
態
︺
写
本
　︹
書
写
年
次
︺
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

　︹ 

書
写
者
︺
秀
栄
（
勢
南
松
坂
出
身
）　︹
書
写
地
︺
高
野
山
起
雲
楼

　︹
料
紙
︺
楮
紙
　︹ 

装
丁
︺
冊
子
本
（
袋
綴
四
つ
目
綴
）　︹
角
裂
︺
無
し

　︹
丁
数
︺
二
十
二
丁
の
完
本

　︹ 

行
数
・
字
数
︺
半
葉
八
行
︑
一
行
十
五
字
～
十
六
字

　︹
表
紙
︺
朽
葉
色
紙
表
紙

　︹ 

用
字
︺
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
　

　︹ 

法
量
︺（
縦
）
二
十
二
・
八
㎝
︑（
横
）
十
五
・
九
㎝
　（
幅
）
三
・
五
㎜

　︹ 

界
線
・
押
界
︺
無
し
　︹
字
高
︺
十
八
・
四
㎝
　︹
天
界
︺
二
・
九
㎝

　︹
地
界
︺
一
・
五
㎝

　︹ 

外
題
︺
行
者
大
要
抄
　
明
遍
之
御
口
（
金
地
題
簽
）
※
筆
跡
は
本
文
と

同
じ

　︹ 

内
題
︺
扉
：
明
遍
之
御
口
　
行
者
大
要
鈔
︒
巻
首
：
行
者
大
要
抄
（
題

の
下
に
﹁
行
者
︑
左
脇
の
机
に
於
て
︑
朝
暮
︑
之
を
見
る
可
し
﹂（
原
漢

文
）
と
の
記
載
あ
り
　︹
尾
題
︺
無
し

　︹ 

奥
書
︺﹁
右
︑
此
の
書
は
︑
毘
沙
門
堂
の
法
印
（
少
納
言
入
道
真
清
の
御
息
︑

十
一
面
の
変
作
︑
云
云
）︑
明
遍
僧
都
の
御
作
也
︒
八
宗
に
亘
り
之
を
用
ゆ
︒

云
々
︒
努
々
︑
外
聞
す
可
か
ら
ず
︒
少
智
は
是
れ
︑
菩
提
の
妨
げ
な
る

故
に
︒
但
︑
慳
悋
に
し
て
︑
機
感
熟
す
る
こ
と
︑
自
ら
知
ら
ざ
る
而
已
﹂

　  ﹁
時
に
︑
安
永
三
︑
甲
午
︑
秋
︑
八
月
廿
一
日
︑
南
峯
起
雲
楼
に
於
て
︑

書
写
し
了
る
︒
勢
南
松
坂
産
懃
の
息
︒
秀
栄
山
人
﹂（
以
上
︑
原
漢
文
）

　︹ 

備
考
︺
表
紙
右
下
に
﹁
六
ノ
九
﹂
と
記
し
た
楮
紙
（
縦
：
三
㎝
︑
横
二
・

三
㎝
）
が
貼
っ
て
あ
る
︒
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︵
二
︶
写
字
台
文
庫
本
と
那
須
所
持
本
に
お
け
る
私
釈
に
つ
い
て

　﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
は
︑
仏
道
を
実
践
す
る
上
で
︑
本
書
の
著
者
が
特
に
重

要
だ
と
判
断
し
た
二
十
一
項
目
に
つ
い
て
︑
仏
教
の
経
論
釈
の
要
文
の
引
用

と
︑
引
用
文
に
関
す
る
私
釈
を
施
す
こ
と
に
よ
り
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ

い
て
の
見
解
が
提
示
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
︒
本
項
で
は
︑
写
字
台
文
庫
本
と

那
須
所
持
本
に
お
け
る
十
一
箇
所
の
私
釈
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で
設
け

ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒

　
第
一
番
目
の
私
釈
は
︑﹁
三
︑
悪
人
に
遇
う
時
の
用
心
の
事
﹂
の
末
尾
に

見
ら
れ
る
︒
こ
の
私
釈
は
︑
そ
の
直
前
に
引
用
さ
れ
た
﹃
増
一
阿
含
経
﹄
の

文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
﹁
仏
弟
子
で
も
災
難
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合
が
あ

る
﹂
と
い
う
こ
と
の
例
証
と
し
て
︑
釈
尊
の
十
大
弟
子
で
あ
る
目
連
や
舎
利

弗
の
事
例
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
︒

　
次
に
︑﹁
十
一
︑
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
﹂
に
は
四
例
の
私
釈
が
見

ら
れ
る
︒
第
一
の
﹁
是
に
私
に
﹂
以
下
の
私
釈
は
︑
そ
の
直
前
に
引
用
さ
れ

た
﹃
瑜
伽
論
﹄
の
文
が
︑
世
の
中
の
﹁
大
部
分
﹂
の
臨
終
に
つ
い
て
説
い
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
︑
次
に
︑
そ
の
例
外
が
述
べ
ら
れ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
も
あ
る
︒
そ
し
て
︑
次
の
私
釈
は
︑
上
記
の

﹃
瑜
伽
論
﹄
の
引
文
の
後
︑
例
外
を
示
す
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
た
﹃
婆
娑

論
﹄
の
所
説（

4
）

を
補
説
し
た
も
の
で
あ
る
︒
ま
た
︑
第
三
の
私
釈
は
︑
そ
の
直

前
の
文
に
つ
い
て
の
解
説
文
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
本
項
最
後
部
の
第
四
の
私

釈
は
︑
そ
れ
ま
で
諸
経
論
に
よ
り
︑
行
者
の
臨
終
時
の
相
と
︑
死
後
に
生
ず

る
六
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
こ
と
の
結
論
と
し
て
︑
本
書
の
著

者
が
最
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
﹁
浄
土
に
往
生
す
る
場
合
︑
行
者
は
臨
終
時

に
ど
の
よ
う
な
相
を
示
す
の
か
﹂
に
つ
い
て
︑
著
者
の
知
識
を
披
露
し
た
も

の
で
あ
る
︒

　
そ
し
て
︑﹁
十
二
︑
死
後
の
事
﹂
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る
私
釈
は
︑
こ
の

私
釈
の
直
前
の
﹃
律
鈔
﹄
の
引
文
の
末
尾
の
所
説
に
つ
い
て
の
補
説
で
あ
る
︒

　
さ
ら
に
︑﹁
十
七
︑
行
人
鬼
病
の
事
﹂
に
は
二
つ
の
私
釈
が
あ
る
︒
一
つ

目
の
私
釈
は
︑﹁
決
定
業
の
報
い
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
い
う
一

般
的
な
説
を
引
文
に
よ
り
示
し
た
後
︑﹁
勇
猛
強
盛
の
行
人
に
な
れ
ば
︑
た

と
え
決
定
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
必
ず
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
い
う
︑

引
文
と
は
反
対
の
著
者
の
立
場
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒
二
つ
目
で
は
︑
こ

の
私
釈
の
根
拠
を
示
す
と
い
う
形
で
︑﹃
摩
訶
止
観
﹄
や
﹃
増
一
阿
含
経
﹄

を
引
用
し
た
後
︑
所
説
を
ま
と
め
て
い
る
︒

　
続
い
て
︑﹁
十
八
︑
道
人
貧
報
の
事
﹂
に
お
け
る
私
釈
は
︑
そ
の
直
前
の
︑

仏
に
食
を
供
え
る
功
徳
を
説
い
た
﹃
大
智
度
論
﹄
の
所
説
を
再
説
し
た
も
の

で
あ
る
︒

　
ま
た
︑﹁
二
十
︑
仏
︑
初
心
の
行
者
に
霊
験
を
隠
し
玉
ふ
事
﹂
で
は
︑﹃
維

摩
経
疏
﹄
や
﹃
法
華
文
句
﹄
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
︑﹁
仏
は
初
心
の
行

者
に
対
し
て
は
︑
慢
心
を
発
す
と
い
け
な
い
の
で
︑
授
記
を
与
え
た
り
︑
霊

験
を
見
せ
た
り
は
し
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
を
示
し
︑
こ
の
説
を
い
っ
た
ん
肯

定
し
て
か
ら
︑﹁
慢
心
や
自
高
心
の
少
な
い
人
に
対
し
て
は
︑
仏
が
種
々
の
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奇
瑞
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
﹂
と
述
べ
る
︒

　
最
後
に
︑﹁
二
十
一
︑
仏
像
売
買
の
罪
と
罪
な
ら
ざ
る
事
﹂
の
後
半
部
に

も
長
文
の
私
釈
が
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
前
半
部
で
示
し
た
︑
相
反
す
る
よ
う

な
説
と
も
理
解
さ
れ
か
ね
な
い
﹃
梵
網
経
﹄
と
﹃
像
法
決
疑
経
﹄
に
お
け
る

仏
像
売
買
の
罪
に
つ
い
て
︑
調
和
的
解
釈
を
示
し
て
い
る
︒

　
以
上
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
写
字
台
文
庫
本
と
那
須
所
持
本
に
お
い
て
共

通
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
十
一
箇
所
の
私
釈
が
︑
ど
の
よ
う
な
文
脈
の
中
で

設
け
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
︒
十
一
箇
所
の
私
釈
は
す
べ
て
︑

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
各
項
目
に
お
い
て
︑
自
然
な
文
脈
の
中
で
配
置
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
︒
以
上
の
こ
と
よ
り
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
写
字
台
文
庫
本

と
那
須
所
持
本
に
お
け
る
諸
引
文
と
私
釈
は
︑
同
一
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

︵
三
︶
写
字
台
文
庫
本
と
那
須
所
持
本
の
成
立
に
つ
い
て

　
奥
書
等
か
ら
推
測
さ
れ
る
二
写
本
の
成
立
過
程
は
︑
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
︒

　
ま
ず
︑
本
書
の
著
者
に
よ
り
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
本
文
（﹁﹃
行
者
大
要

鈔
﹄
行
者
︑
左
脇
机
に
於
て
︑
朝
暮
︑
之
を
見
る
可
し
﹂
か
ら
﹁
已
上
︑
二
十
一

章
﹂
ま
で
の
文
章
）
が
著
さ
れ
る
︒
こ
の
本
文
が
︑
著
者
の
生
前
の
言
行
を

死
後
に
門
弟
が
ま
と
め
た
︑
所
謂
﹁
聞
書
﹂
の
類
で
は
な
い
こ
と
は
︑
数
多

く
の
仏
教
の
経
論
釈
か
ら
の
引
用
と
引
用
文
に
関
す
る
私
釈
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
︒

　
そ
し
て
︑
著
者
没
後
︑
本
書
が
そ
の
門
弟
等
に
よ
り
書
写
さ
れ
伝
承
さ
れ

て
い
く
︒
さ
ら
に
︑
そ
の
伝
承
過
程
に
お
け
る
あ
る
段
階
の
書
写
に
お
い
て
︑

﹁
右
︑
此
の
書
は
︑
毘
沙
門
堂
の
法
印
（
少
納
言
入
道
真
清
御
息
︑
十
一
面
変

作
云
云
）︑
明
遍
僧
都
御
作
也
︒
八
宗
に
亘
り
之
を
用
ゆ
︒
云
々
︒
努
々
︑

外
聞
す
可
か
ら
ず
︒
少
智
は
是
れ
︑
菩
提
の
妨
げ
な
る
故
に
︒
但
︑
慳
悋
に

し
て
機
感
熟
す
る
こ
と
︑
自
ら
知
ら
ざ
る
而
已
﹂
と
い
う
奥
書
が
記
さ
れ
る
︒

そ
し
て
︑
こ
の
奥
書
ま
で
の
部
分
が
︑
そ
の
後
の
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
写
本
の

一
つ
の
原
型
と
な
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
右
の
二
写
本
に
加
え
て
︑
次
章
で
取

り
上
げ
る
河
野
美
術
館
本
に
も
同
様
の
奥
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
︒

　
な
お
︑
こ
の
奥
書
は
︑
本
書
の
著
者
没
後
︑
あ
る
程
度
の
年
月
を
経
て
か

ら
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
︒
何
故
な
ら
︑
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
︑

﹁
少
納
言
入
道
信
西（

5
）

の
御
息
﹂
で
あ
る
﹁
明
遍
僧
都
﹂
と
し
つ
つ
︑
こ
の
明

遍
に
つ
い
て
︑
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
︑﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
﹂
と
い
う
︑

浄
土
仏
教
に
帰
入
し
た
明
禅
の
冠
辞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
本

書
の
著
者
が
没
し
た
直
後
に
記
さ
れ
た
奥
書
で
あ
る
な
ら
ば
︑
こ
の
よ
う
な

混
同
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
︒
但
し
︑
本
書
の
長
い
書
写
伝
承
の
歴
史
の
中

で
は
︑
か
な
り
早
い
段
階
で
の
書
写
で
あ
る
と
も
言
え
る
︒

　
ま
た
︑
写
字
台
文
庫
本
に
つ
い
て
は
︑
以
下
の
よ
う
な
成
立
過
程
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
︒
右
に
述
べ
た
よ
う
な
写
本
の
原
型
が
︑
さ
ら
に
︑
書
写
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伝
承
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
︑﹁
毎
月
地
蔵
参
記
之
日
記
﹂
以
下
の
書

き
付
け
が
加
筆
さ
れ
る
︒
こ
の
書
き
付
け
の
区
切
り
が
︑﹁
同
碑
文
︑
南
海

中
に
於
て
︑
一
の
浄
土
有
り
︒
金
剛
山
と
名
づ
く
︒
法
起
菩
薩
︑
常
に
在
し

て
説
法
す
﹂
ま
で
で
あ
る
こ
と
は
︑
同
様
の
書
き
付
け
が
あ
る
河
野
美
術
館

本
で
︑
右
の
﹁
同
碑
文
﹂
以
下
の
文
の
後
︑﹁
終
﹂
と
記
し
て
い
る
こ
と
よ

り
推
測
さ
れ
る
︒

　
さ
ら
に
そ
の
後
︑
頼
円
と
い
う
僧
侶
に
よ
り
︑
右
の
﹁
毎
月
地
蔵
参
記
之

日
記
﹂
以
下
の
書
き
付
け
が
記
さ
れ
た
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
が
書
写
さ
れ
る
︒

書
写
し
た
後
︑
頼
円
は
︑
中
世
高
野
山
の
密
教
研
究
の
中
心
的
人
物
の
一
人

で
あ
り
真
言
浄
土
の
教
え
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
道
範
（
一
一
八
四
～

一
二
五
二
）
の
﹃
秘
密
念
仏
鈔
﹄
巻
下
の
﹁
尋
常
行
儀
事
﹂
に
記
さ
れ
る

﹁
南
無
大
師
遍
照
金
剛
普
賢
行
願
皆
令
満
足
︙
︙
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
浄
仏

国
土
成
就
衆
生（

6
）

﹂
と
い
う
偈
頌
と
︑
陰
暦
十
二
月
の
異
称
（﹁
隕
︑
婮
︑
霜
︑

余
︑
皐
︑
且
︑
相
︑
袖
︑
玄
︑
陽
︑
事
︑
除
﹂）
を
書
き
加
え
る
︒
そ
れ
か
ら
︑

﹁
自
分
は
悪
筆
で
あ
り
︑
大
変
恐
れ
多
い
こ
と
だ
け
れ
ど
も
︑
上
求
菩
提
下

化
衆
生
と
︑
現
当
二
世
に
お
い
て
所
願
が
円
満
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
本
書

の
書
写
を
し
た
﹂
と
書
き
付
け
る
︒
そ
し
て
最
後
︑
頼
円
が
︑
天
正
六
年

（
一
五
七
七
）
四
月
に
書
写
し
た
旨
を
記
す
︒
こ
こ
ま
で
が
頼
円
書
写
本
で
あ

る
︒
ま
た
︑
こ
の
頼
円
書
写
本
を
書
写
し
た
の
が
︑
写
字
台
文
庫
本
で
あ
る
︒

写
字
台
文
庫
本
の
書
写
奥
書
か
ら
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
頼
円
書
写
本
が
︑

城
州
（
山
城
国
）
大
山
崎
の
宝
寺
（
宝
積
寺
）
塔
頭
の
極
楽
房
の
彦
誉
と
い

う
僧
侶
の
書
庫
に
﹁
秘
本
﹂
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
︑
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
い
た
紀
伊
国
の
秀
雄
と
い
う
僧
侶
が
︑
彦
誉
に
こ
の
﹁
秘
本
﹂
の
書

写
を
願
い
出
て
も
︑
何
年
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
︑
元
文
五

年
（
一
七
四
〇
）︑
京
都
木
屋
町
の
料
亭
に
お
い
て
彦
誉
が
病
に
伏
せ
た
時
に
︑

秀
雄
が
看
病
し
た
こ
と
に
対
す
る
謝
礼
と
し
て
︑
よ
う
や
く
書
写
が
許
可
さ

れ
た
こ
と
︑
そ
し
て
秀
雄
は
︑
宝
積
寺
塔
頭
・
仙
涼
坊
の
宜
純
に
依
頼
し
て

書
写
し
て
も
ら
っ
た
︑
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
︒

　
那
須
所
持
本
に
つ
い
て
は
︑
写
本
の
一
つ
の
原
型
が
︑
写
字
台
文
庫
本
の

よ
う
に
書
き
付
け
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
︑
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
ま

で
伝
承
さ
れ
︑
そ
れ
が
︑
高
野
山
起
雲
楼
に
お
い
て
︑
勢
南
松
坂
出
身
の
秀

栄
と
い
う
僧
侶
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
な
お
︑
写
字
台
文
庫
本
に
も
︑
那
須
所
持
本
に
も
共
に
︑
写
本
の
冒
頭
に

﹁
明
遍
僧
都
之
御
口
﹂﹁
明
遍
之
御
口
﹂
と
い
う
記
載
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
本
書
の
書
写
に
関
わ
っ
た
頼
円
︑
秀
雄
︑
宜
純
︑
秀
栄
と
い
っ
た
諸
師

は
︑
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
︑﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
で
あ
る
明
禅
﹂
で
は
な

く
︑﹁
少
納
言
入
道
信
西
の
御
息
で
あ
る
明
遍
﹂
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
も
わ
か
る
︒

三
、
河
野
美
術
館
本
に
つ
い
て

　
続
い
て
本
章
で
は
︑
河
野
美
術
館
本
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
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河
野
美
術
館
本
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
写
本
の
所
謂
原
型
部
分
に
つ
い
て

は
︑
写
字
台
文
庫
本
や
那
須
所
持
本
と
︑
内
容
的
に
も
︑
語
句
に
つ
い
て
も
︑

注
意
す
べ
き
相
違
点
は
な
い
（
別
掲
の
校
異
表
︹
一
六
四
～
一
六
六
頁
︺
参
照
）︒

ま
た
︑
こ
の
原
型
部
分
の
次
に
は
︑
写
字
台
文
庫
本
と
ほ
ぼ
同
文
の
﹁
毎
月

地
蔵
参
記
之
日
記
﹂
以
下
の
書
き
付
け
が
あ
る
︒
違
っ
て
い
る
の
は
︑﹁
発

心
祈
請
表
白
﹂
な
る
長
文
の
表
白
文
が
続
き
︑
そ
れ
か
ら
︑
私
頌
等
が
書
き

連
ね
ら
れ
た
後
︑﹁
元
亀
三
年
壬
申
極
月
九
日
書
写
畢
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑﹁
于
時
寛
永
拾
九
暦
陽
復
三
日
書
写
畢
︒
河
州

錦に
し
ご
り部
郡ぐ
ん

鬼お
に
し
み
む
ら

住
村
　
道
雲
（
※
振
り
仮
名
は
原
文
に
は
無
し
）﹂
と
い
う
識
語
が

続
く
︒
以
上
の
記
述
よ
り
︑
河
野
美
術
館
本
は
︑
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）

十
二
月
九
日
に
書
写
さ
れ
た
親
本
を
︑
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
十
一
月

三
日
に
︑
河
州
錦
部
郡
鬼
住
村
の
道
雲
と
い
う
僧
侶
が
書
写
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑
本
写
本
の
内
題
の
右
下
に
﹁
浄
厳
﹂
と

い
う
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
河
内
の
教
興
寺
を
再
興
し
た
浄
厳

（
一
六
三
九
～
一
七
〇
二
）
に
よ
り
入
手
さ
れ
所
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
推
定

が
可
能
で
あ
ろ
う
︒

四
、
正
教
蔵
文
庫
本
に
つ
い
て

︵
一
︶
正
教
蔵
文
庫
本
の
諸
問
題

　
次
に
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
正
教
蔵
文
庫
本
の
親

本
の
成
立
は
︑
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
で
あ
る
︒
上
述
の
よ
う
に
︑
写
字

台
文
庫
本
の
親
本
の
成
立
が
天
正
六
年
（
一
五
七
七
）︑
那
須
所
持
本
の
成

立
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）︑
河
野
美
術
館
本
の
親
本
の
成
立
が
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
）
で
あ
る
の
で
︑
こ
の
正
教
蔵
文
庫
本
は
︑
現
存
す
る
﹃
行

者
大
要
鈔
﹄
の
四
写
本
の
中
で
は
︑
最
古
で
あ
る
と
言
え
る
︒
し
か
し
︑
書

誌
学
的
な
視
点
か
ら
︑
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
︑
他
の
三
写
本
と
比
較
し

て
︑
以
下
の
よ
う
な
不
完
全
な
点
が
確
認
で
き
る
︒

　
第
一
に
︑
本
文
中
に
大
幅
な
欠
落
箇
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

7
）

︒
則

ち
︑
写
字
台
文
庫
本
等
の
三
本
に
お
け
る
﹁
九
︑
看
病
の
事
﹂
の
末
尾
の

﹃
僧
祇
律
﹄
の
引
文
以
降
︑
次
項
の
﹁
十
︑
善
知
識
の
事
﹂
と
い
う
項
目
名
︑

そ
し
て
項
目
名
の
直
後
の
﹃
律
鈔
﹄
の
四
つ
の
引
文
︑
そ
の
次
の
﹃
観
念
法

門
﹄
の
引
文
中
の
﹁
共
に
是
れ
を
懺
悔
念
仏
す
べ
し
︒
善
き
相
を
語
ら
ば
﹂

と
い
う
文
︑
末
尾
の
﹁
或
る
聖
教
に
云
く
﹂
以
下
の
引
文
︑
以
上
の
箇
所
が
︑

他
の
三
本
と
比
較
し
た
場
合
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
以
上
の
欠

落
箇
所
の
う
ち
︑
特
に
﹁
十
︑
善
知
識
の
事
﹂
と
い
う
項
目
名
︑
及
び
そ
の

直
後
の
﹃
律
鈔
﹄
の
四
引
文
が
欠
落
し
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
る
︒
則
ち
︑

正
教
蔵
文
庫
本
で
は
︑
他
の
三
本
に
お
い
て
﹁
看
病
の
事
﹂
と
﹁
善
知
識
の

事
﹂
と
い
う
二
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
所
を
︑﹁
善
知
識
の
事
﹂
の
前
半

部
分
を
欠
落
さ
せ
て
︑
後
半
部
分
を
﹁
看
病
の
事
﹂
の
最
後
部
に
付
け
て
︑

﹁
看
病
の
事
﹂
の
一
項
目
の
み
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る（

8
）

︒
し
か
し
︑﹃
行
者

大
要
鈔
﹄
の
以
下
の
よ
う
な
構
成
か
ら
考
え
れ
ば
︑
原
本
に
﹁
善
知
識
の
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事
﹂
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
則
ち
﹁
看

病
の
事
﹂
に
お
い
て
は
︑
病
人
の
看
病
す
る
時
の
心
得
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
︑

そ
の
最
後
部
で
︑
病
人
に
正
念
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
看
病
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
説
か
れ
る
︒
ま
た
︑
病
人
に
正
念
を
失
わ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
一
番
重
要
な
の
は
善
知
識
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
︑
次
の
﹁
善

知
識
の
事
﹂
に
お
い
て
︑
善
知
識
と
は
ど
の
よ
う
な
人
で
︑
ど
の
よ
う
な
態

度
で
病
人
に
対
し
て
接
す
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
︒
さ
ら

に
︑
こ
の
﹁
善
知
識
の
事
﹂
を
受
け
て
︑
次
の
﹁
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る

事
﹂
と
い
う
項
目
が
展
開
さ
れ
て
い
る
︒
以
上
の
よ
う
な
項
目
の
構
成
か
ら

考
え
れ
ば
︑﹁
看
病
の
事
﹂﹁
善
知
識
の
事
﹂﹁
臨
終
善
悪
相
の
事
﹂
と
展
開

す
る
︑
写
字
台
文
庫
本
等
の
三
本
の
方
が
︑
原
本
に
忠
実
な
記
載
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

　
正
教
蔵
文
庫
本
が
不
完
全
と
考
え
ら
れ
る
二
番
目
は
︑
文
の
転
倒
が
見
ら

れ
る
点
で
あ
る
︒
則
ち
﹁
十
二
︑
死
後
の
事
﹂
の
最
後
部
は
︑
他
の
三
本
で

は
︑
ま
ず
︑﹃
無
常
経
﹄
の
引
用
に
よ
り
︑
遺
体
を
埋
葬
す
る
所
へ
着
い
た

ら
︑
遺
体
を
埋
葬
す
る
前
に
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
︑
次
に
︑﹃
律
鈔
﹄
の
文

に
よ
り
︑
遺
体
の
埋
葬
の
仕
方
に
︑
水
葬
︑
火
葬
︑
土
葬
︑
野
葬
の
四
種
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
︑
さ
ら
に
︑﹃
律
﹄
に
は
︑
上
記
の
四
種
の
埋
葬
の
仕

方
の
う
ち
︑
火
葬
と
野
葬
に
つ
い
て
明
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
︑
そ
し

て
﹃
律
﹄
に
説
か
れ
る
火
葬
を
す
る
場
合
の
注
意
点
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い

る
︒
と
こ
ろ
が
︑
正
教
蔵
文
庫
本
で
は
︑﹃
無
常
経
﹄
の
文
が
︑
四
種
の
埋

葬
の
仕
方
が
示
さ
れ
る
﹃
律
鈔
﹄
の
文
の
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
︒
文
章
の

流
れ
か
ら
言
え
ば
︑
他
の
三
本
に
お
け
る
引
文
の
仕
方
が
自
然
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
引
文
の
配
列
は
︑
書
写
段
階
に
お
け

る
誤
写
で
あ
る
と
言
え
る
︒

　
第
三
に
注
意
さ
れ
る
点
は
︑
他
の
三
本
と
比
較
し
た
場
合
の
︑
漢
文
の
表

記
の
仕
方
の
違
い
で
あ
る
︒﹁
資
料
　
那
須
所
持
本
と
正
教
蔵
文
庫
本
に
お

け
る
漢
文
表
記
法
の
違
い
﹂（
一
一
〇
頁
）
に
三
例
を
挙
げ
る
︒

　
こ
れ
を
見
れ
ば
︑
那
須
所
持
本
で
は
︑
各
種
の
品
詞
を
漢
文
の
正
規
の
文

法
に
基
づ
い
て
文
中
に
配
置
し
︑
返
り
点
を
付
し
て
文
の
構
成
を
し
て
い
る（

9
）

の
に
対
し
︑
正
教
蔵
文
庫
本
で
は
︑
漢
文
体
で
は
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
︑

そ
の
語
順
は
漢
文
の
正
規
の
文
法
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
︑
漢
文
を
書
き

下
し
た
場
合
の
語
順
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
よ
う
な

文
例
は
︑
正
教
蔵
文
庫
本
中
に
お
い
て
︑
三
例
の
他
に
も
多
く
見
ら
れ
る
︒

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
原
本
は
︑
当
然
︑
那
須
所
持
本
等
の
三
本
と
同
様
の
︑

漢
文
の
正
規
の
文
法
に
基
づ
い
た
文
の
構
成
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
︑
正
教
蔵
文
庫
本
は
︑
こ
の
点
に
お
い
て
も
︑
粗
雑
な
書
写
に
よ
る
不

完
全
な
写
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
︒

　
以
上
︑
正
教
蔵
文
庫
本
が
写
本
と
し
て
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
三
つ
の
根
拠
を
示
し
た
︒
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︵
二
︶
正
教
蔵
文
庫
本
に
お
け
る
私
釈
に
つ
い
て

　
正
教
蔵
文
庫
本
の
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
︑
本
文
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る

私
釈
の
筆
者
の
問
題
で
あ
る
︒

　
第
二
章
の
（
二
）
で
述
べ
た
よ
う
に
︑
正
教
蔵
文
庫
本
以
外
の
三
本
に
お

い
て
は
︑
本
文
中
に
十
一
箇
所
の
私
釈
が
設
け
ら
れ
て
い
た
︒
そ
し
て
︑
こ

れ
ら
十
一
箇
所
の
私
釈
は
す
べ
て
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
各
項
目
に
お
い
て
︑

自
然
な
文
脈
の
中
で
配
置
さ
れ
て
お
り
︑
同
一
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
た
︒

　
一
方
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
私
釈
を
検
討
す
る
と
︑
上
記
十
一
箇
所
の
私
釈

に
加
え
て
︑
さ
ら
に
︑
別
の
三
箇
所
に
お
い
て
︑
私
釈
が
施
さ
れ
て
お
り
︑

ま
た
︑
十
一
箇
所
の
私
釈
の
う
ち
の
一
箇
所
に
お
い
て
大
幅
な
増
広
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
則
ち
︑
他
の
三
本
に
は
見
ら
れ
な
い
四
つ
の
私
釈
が

資
料
　
那
須
所
持
本
と
正
教
蔵
文
庫
本
に
お
け
る
漢
文
表
記
法
の
違
い

　
第
一
例

︹
那
須
所
持
本
︺

  

第
八ニ

病
嗟　イヘ
畢ツ

テ

思ク

病ヒ

嗟イ
ヘ
テ

未タス
レ

久ラ

此ノ

身
何ソ

堪　タヘレ ン

行ス
ル
ニ

具ル
二

此ノ

懈

怠ヲ
一

者ノ
ハ

所ロ
レ

修ス
ル

永ク

無シ
レ

成ス
ル
コ
ト

四
十
二
章
経ニ

云
行ル
レ コ

ト

道ヲ

莫ナ
シ二�

暴ア
ラ

々ア
ラ

一 シ
ク
ス
ル
コ
ト

若シ

暴ア
ラ

々ア
ラ
シ
キ

時
ハ

其ノ

身ミ

疲ル

身
疲ヌ

レ
ハ

心ニ

生ス
レ

悩ヲ

メ々
ハ

行
即チ

退ヲコ
タ

ス

ル

若シ

行ヲ

退リ
ヌ
レ
ハ

罪ミ

倍マ
ス

々マ
ス

侵ス
ト

文
大
論ノ

卅
十
五ニ

云ク

行ン
コ
ト

譬ヘ
ハ

乗ル

車
馬ニ
一

者モ
ノ

早レ
ハ

留メ
レ

之
遅レ

ハ

須ヘ クシ
レ

如
レ

打カ
レ

鞭ム
チ
ヲ一

�

（﹁
一
︑
八
精
進
八
懈
怠
事
﹂
中
の
文
）

︹
正
教
蔵
文
庫
本
︺

  

㐧
八ニ

ハ

病
巻
畢リ

ヌ
レ
ハ
思ク

病
巻テ

未
久シ

此
身
何
行ル

ニ

堪ン

此
八
懈

怠ヲ

具ル

者ハ

修ル

所
永
無
成コ

ト

四
十
二
章
経
云
道ヲ

行ル

無シ

暴
々
シ
ク

ス
ル
事
若
暴
々
シ
キ
時ハ

其
身
ツ
カ
ル
身
疲レ

ヌ
レ
ハ
心
悩ヲ

生ス

悩ハ

行
即
退ス

行
若
退ス

レ
ハ

倍
々
ヲ
カ
ス
大
論
卄
五
云
行ン

事ハ

譬ハ

馬ニ

乗ル

者
速ハ

ヤ
ケ
レ
ハ

是ヲ

留メ

遅ケ
レ
ハ

鞭ヲ

打カ

可
レ

如ク
ニ

　
第
二
例

︹
那
須
所
持
本
︺

  

弘
決ノ

第
四ニ

云ク

人
思ク

着
ルレ

香ニ

無
レ

科ト
カ

今マ

謂ク

不
レ

爾ラ

着
ルレ

香ニ

人ハ

開キ
二

煩
悩ノ

門ヲ
一

塞キ
二

佛
法ノ

路ヲ
一

百
年ノ

間
タ

持テ
ル

禁
戒ノ

功
徳
破テ
二

一
時ニ
一

舎
利
弗
問
経ニ

云
若シ

比
丘
一
日
乗レ

ハ二

馬
車ニ
一

失ナ
フ二

五
百ノ

日ノ

持チ

斎サ
イ
ノ

功
徳ヲ
一

但シ

老フ

比
丘ノ

無ラ
レ ン

ヲ
ハ

力
許ス

 

（﹁
十
五ニ

不ル
レ

知
レ

罪ト

罪ノ

事
﹂
中
の
文
）

︹
正
教
蔵
文
庫
本
︺

  

弘
決
の
四
云
人
思ク

香ニ

着ス
ル
ハ

過カ

无ト

今
謂ク

不
爾
香ニ

著ル

人ハ

煩
悩ノ

門ヲ

開キ

佛
法ノ

跡ヲ

閉フ
サ
ク

百
年ノ

間
持テ

ル

禁
戒ヲ
一

功
徳
一
時ニ

破レ

又
舎
利
弗

問
経
云
若
比
丘
一
日
馬
車ニ

乗レ
ハ

五
百
日ノ

持
斎ノ

功
徳ヲ

失
但
老

比
丘
無
力ナ

ラ
ン
ハ

可
許
事

　
第
三
例

︹
那
須
所
持
本
︺

  

増
一
阿
含ノ

十
九ニ

云
舎
利
弗
受テ
レ

痛ヲ

甚タ

苦
痛
有リ
下

最
後ニ
上

天ノ

帝

釈
来テ

摩テ
二

尊
者ノ

足ヲ
一

自
彼
除メ
二 タ

マ
フ

糞
穢ヲ
一

是レ

又タ

敬フ
レ

師ヲ

故
也

 

（﹁
十
九ニ

奉
仕
師
長ノ

事
﹂
の
文
）

︹
正
教
蔵
文
庫
本
︺

  

増
一
阿
含
第
十
九
云
舎
利
弗
病ヲ

受テ

大
苦
痛ア

リ
キ

天
帝
釈
来テ

尊

者ノ

足ヲ

撫
自
彼ノ

糞
穢ヲ

除キ
タ
マ
フ

是
又
師

ヲ

敬
カ

故
也
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確
認
で
き
る
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
四
箇
所
の
私
釈
の
う
ち
の
特
に
三
つ
の
私

釈
は
︑
そ
の
内
容
が
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
原
本
の
著
者
と
は
別
の
人
物
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
な
私
釈
と
な
っ
て
い
る
︒
以
下
︑
こ

の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
︒

　
第
一
に
注
意
さ
れ
る
の
は
︑﹁
十
八
︑
道
人
貧
報
の
事
﹂
の
第
一
引
文
の

直
後
に
お
い
て
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
み
に
設
け
ら
れ
て
い
る
私
釈
で
あ
る
︒

こ
の
私
釈
は
︑
第
一
引
文
の
後
半
部
で
︑﹁
羅
旬
比
丘
が
持
戒
精
進
の
生
活

を
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
︑
食
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
︑
最
後
︑
砂
を
食

べ
て
涅
槃
に
入
っ
た
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
原
因
に
つ
い
て
︑﹁
そ

れ
は
︑
過
去
に
彼
が
母
親
を
餓
死
さ
せ
た
報
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
﹂
と
い

う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
私
釈
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
確

か
に
︑
引
文
中
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
︑
羅
旬
比
丘
が
最
後
ま
で
食
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
理
由
は
明
ら
か
と
な
る
︒
し
か
し
︑
本
書
は
︑
仏
教
徒
が
仏
道
を

正
し
く
歩
ん
で
い
く
た
め
の
規
範
に
つ
い
て
︑
そ
の
要
点
を
簡
潔
に
示
そ
う

と
し
て
執
筆
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
目
的
で
本
書
を
著
し
た
著

者
が
︑
は
た
し
て
そ
の
中
に
︑
仏
弟
子
が
自
分
の
母
親
を
故
意
に
餓
死
さ
せ

た
と
い
う
よ
う
な
故
事
を
書
き
示
そ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
部
分
は
︑

第
一
引
文
に
よ
り
︑
日
頃
か
ら
︑
定
慧
の
実
践
︑
持
戒
精
進
の
実
践
は
欠
か

さ
ず
に
行
っ
て
い
た
が
︑
福
業
を
修
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
仏
弟
子
が
︑﹁
生
々

に
貧
し
︑
乞
食
を
し
て
も
食
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
事
実
を
示
す
だ

け
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
︑
筆
者
は
︑
こ

の
私
釈
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
執
筆
者
以
外
の
人
物
に
よ
り
︑
書
写
伝
承

の
過
程
で
付
加
さ
れ
た
私
釈
で
あ
る
と
考
え
る
︒

　
二
番
目
に
注
意
さ
れ
る
の
は
︑﹁
八
︑
酒
肉
五
辛
を
忌
む
事
﹂
に
お
い
て
︑

正
教
蔵
文
庫
本
の
み
に
施
さ
れ
て
い
る
私
釈
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
そ
の
直
前

に
引
用
さ
れ
た
﹃
明
眼
論
﹄
の
文
を
承
け
て
の
私
釈
で
あ
る
が
︑
そ
の
内
容

は
︑
引
用
さ
れ
た
﹃
明
眼
論
﹄
の
説
示
の
内
容
を
誤
解
し
て
い
る
者
を
誡
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
︒
則
ち
︑﹃
明
眼
論
﹄
で
は
︑﹁
一
文
の
意
味
も
知
ら

な
い
愚
癡
の
僧
侶
が
︑
戒
律
を
厳
密
に
護
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
︑
自
高

自
大
と
な
り
︑
学
識
の
あ
る
僧
侶
を
謗
る
こ
と
は
五
逆
罪
を
上
回
る
程
の
過

ち
で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
︑
こ
の
私
釈

で
は
︑
こ
の
﹃
明
眼
論
﹄
の
説
示
を
根
拠
と
し
て
︑﹁
愚
癡
こ
そ
が
不
浄
で

あ
り
︑
戒
律
を
犯
す
こ
と
は
不
浄
で
は
な
い
﹂
と
言
う
者
が
い
る
と
し
て
︑

そ
れ
は
︑﹃
明
眼
論
﹄
の
説
に
つ
い
て
の
誤
解
で
あ
り
︑
そ
の
よ
う
な
立
場

に
立
つ
の
は
﹁
堕
獄
の
因
﹂
と
な
る
と
誡
め
て
い
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う

な
私
釈
は
︑
本
書
の
著
者
が
施
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
︑
書
写
伝
承
の

過
程
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
︒

　
第
三
番
目
は
︑﹁
十
一
︑
臨
終
善
悪
相
の
事
﹂
に
お
け
る
第
二
引
文
で
あ

る
﹃
婆
娑
論
﹄
の
文
の
後
の
私
釈
で
あ
る
︒﹃
婆
娑
論
﹄
で
︑
仏
道
修
行
の

完
成
者
で
あ
り
︑
究
極
の
聖
者
と
言
わ
れ
る
阿
羅
漢
で
も
︑
断
末
魔
の
苦
に

責
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
︑
殺
生
罪
を
犯
し
た
極
悪
人
で
も
断
末

魔
の
苦
し
み
か
ら
遁
れ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
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承
け
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
私
釈
で
は
︑
現
存
す
る
四
写
本
共
に
︑
断
末
魔

か
ら
遁
れ
る
こ
と
が
で
き
た
殺
生
者
で
あ
る
悪
人
に
つ
い
て
︑
そ
の
業
の
報

い
は
次
生
で
は
な
く
︑
次
々
生
（
第
三
生
）
に
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
し
か
し
正
教
蔵
文
庫
本
で
は
︑
そ
の

後
︑﹁
順
現
業
︑
順
生
業
︑
順
後
業
︑
不
定
業
﹂
と
い
う
﹁
四
業
﹂
に
つ
い

て
︑
そ
し
て
︑﹁
業
﹂
と
い
う
語
に
つ
い
て
︑
さ
ら
に
︑﹁
断
末
魔
﹂
と
い
う

語
に
つ
い
て
の
解
説
が
設
け
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
正
教
蔵
文
庫
本
の
み
に
見

ら
れ
る
仏
教
用
語
の
解
説
部
分
は
︑
仏
教
者
の
生
活
規
範
に
つ
い
て
簡
潔
に

説
き
示
す
こ
と
を
目
的
に
執
筆
さ
れ
た
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
お
い
て
は
︑
不

必
要
な
記
述
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
︒
筆
者
は
︑
こ
の
部
分

に
つ
い
て
も
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
者
が
記
し
た
も
の
と
は
考
え
難
く
︑

書
写
伝
承
の
過
程
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
︒

　
最
後
︑
第
四
番
目
と
し
て
は
︑﹁
住
処
事
﹂
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
﹁
私
に

云
く
︑
好
処
と
は
仏
法
修
行
に
便
有
る
処
の
事
也
︑
云
云
﹂
と
い
う
私
釈
が

あ
る
︒
こ
の
私
釈
は
︑
右
に
挙
げ
た
三
つ
の
私
釈
と
異
な
り
︑
本
項
の
文
脈

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
︑
本
書
の
著
者
が
記
し
た
も
の
と
見
て
も
問
題

は
な
い
︒
則
ち
︑
書
写
伝
承
の
段
階
で
︑
本
項
の
最
終
行
が
写
し
落
と
さ
れ

た
可
能
性
も
あ
る
︒
し
か
し
︑
四
つ
の
引
用
文
の
み
で
も
住
居
に
関
す
る
著

者
の
立
場
は
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
︑
書
写
伝
承
の
段
階
に

お
け
る
付
加
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
︒
筆
者
は
︑
後
者
の
立
場
に

立
つ（

10
）

︒

︵
三
︶
正
教
蔵
文
庫
本
の
み
に
確
認
で
き
る
私
釈
の
著
者
に
つ
い
て

　
前
項
で
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
写
本
四
本
の
う
ち
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
四

箇
所
に
お
い
て
︑
他
の
三
本
に
お
い
て
は
施
さ
れ
て
い
な
い
私
釈
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
︒
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
の
私
釈
は
︑
そ
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
︑

書
写
伝
承
の
段
階
で
付
加
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
︒

そ
れ
で
は
︑
こ
れ
ら
の
私
釈
を
付
加
し
た
人
物
は
誰
で
あ
ろ
う
か
︒
本
項
で

は
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
︒

　
右
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
︑
正
教
蔵
文

庫
本
の
奥
書
の
記
述
で
あ
る
︒
以
下
︑
そ
の
全
文
を
示
す
︒

　﹁
右
此
の
抄
は
︑
毗
沙
門
堂
明
禅
撰
な
り
︒
跋
︑
台
嶺
御
門
︒
享
運
︑
幸

な
る
者
な
り
︒
且
は
僧
徒
の
威
儀
用
心
と
し
て
︑
且
は
得
三
並
び
に
指
南
と

し
て
︑
謹
ん
で
憶
持
せ
し
む
る
も
の
也
︒
文
明
十
年
戊
戌
正
月
日
︑
書
写
奉

り
候
︒
権
少
僧
都
享
運
﹂

　
右
の
奥
書
の
う
ち
︑
筆
者
が
特
に
重
要
だ
と
考
え
る
の
は
︑
第
一
行
目
の

﹁
右
此
の
抄
は
明
禅
撰
な
り
︒
跋
︑
台
嶺
御
門
﹂
と
い
う
記
述
で
あ
る
︒
こ

れ
を
現
代
語
訳
す
る
な
ら
ば
︑﹁
右
の
抜
き
書
き
は
毘
沙
門
堂
明
禅
に
よ
る

も
の
で
あ
る
︒
跋
文
は
比
叡
山
門
跡
で
あ
る
﹂
と
な
る
が
︑
こ
の
う
ち
の

﹁
跋
﹂
と
い
う
語
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
が
問
題
と
な
る
︒
な
ぜ
な
ら

ば
︑
本
来
︑﹁
跋
文
﹂
と
は
﹁
後
書
き
︑
後
序
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
り
︑
書

物
の
本
文
の
最
後
部
に
︑
そ
の
書
物
の
成
立
年
時
︑
作
者
︑
筆
者
等
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
の
こ
と
を
言
う
︒
し
か
し
︑
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
跋
文
と
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は
︑
正
教
蔵
文
庫
本
で
は
︑
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
︑﹁
文
明
十
年
正
月
に
︑

享
運
と
い
う
僧
侶
が
︑
明
禅
に
よ
っ
て
抜
き
書
き
さ
れ
︑
比
叡
山
延
暦
寺
門

跡
に
よ
っ
て
跋
文
が
記
さ
れ
た
と
さ
れ
る
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
と
い
う
書
物
を

書
写
し
た
喜
び
に
つ
い
て
記
し
た
奥
書
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
︑
こ
の

奥
書
中
の
﹁
跋
﹂
と
い
う
語
が
︑﹁
書
物
の
最
後
部
に
記
さ
れ
た
後
序
﹂
と

い
う
意
味
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒

　
そ
れ
で
は
︑
こ
の
正
教
蔵
文
庫
本
の
奥
書
に
お
い
て
︑
享
運
が
言
う

﹁
跋
﹂
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
︒
筆
者
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
中

の
私
釈
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
︒
則
ち
︑
右
に
あ
げ
た
奥
書
の
第
一
行
目

は
︑﹁﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
お
け
る
引
用
文
の
部
分
（
即
ち
「
此
の
抄
」）
は
明

禅
に
よ
っ
て
︑
様
々
な
経
論
釈
の
中
か
ら
抜
き
書
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑
引
用
文
の
後
に
し
ば
し
ば
述
べ
ら
れ
て
い
る
私
釈
は
︑
延
暦
寺
の

門
跡
寺
院
の
僧
侶
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
﹂
と
解
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
北
嶺
系
統
の
書
写
伝
承
の
過
程
で
実

際
に
あ
っ
た
︑
い
く
つ
か
の
私
釈
が
付
加
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
︑
い
つ
の

ま
に
か
︑
元
々
の
原
本
に
存
在
し
た
私
釈
を
含
む
︑
す
べ
て
の
私
釈
を
︑
延

暦
寺
の
門
跡
寺
院
の
僧
侶
が
記
し
た
と
い
う
伝
承
へ
と
変
化
し
て
し
ま
い
︑

こ
の
よ
う
な
伝
承
を
受
け
て
︑
享
運
は
右
記
の
よ
う
な
奥
書
を
記
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
︒

　
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
以
上
の
よ
う
な
推
測
に
基
づ
く
な
ら
ば
︑
正
教
蔵
文
庫

本
の
み
に
見
ら
れ
る
四
箇
所
の
私
釈
を
付
加
し
た
の
は
︑
比
叡
山
延
暦
寺
の

門
跡
寺
院
の
僧
侶
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
︒

五
、﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈

　
続
い
て
本
章
で
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
二
十
一
項
目
に
引
用
さ
れ
る
経

論
釈
に
つ
い
て
︑
そ
の
正
式
名
と
︑﹃
大
正
蔵
﹄
等
に
お
け
る
出
拠
を
挙
げ

て
示
す（

11
）

（
正
式
名
と
出
拠
の
表
示
は
初
出
時
の
み
）︒

　︹ 

一
︑ 

八
精
進
︑
八
懈
怠
事
︺﹃
長
阿
含
経
﹄（
大
正
蔵
一
︑ 

一
頁
以
下
）︑

﹃
四
十
二
章
経
﹄（
大
正
蔵
二
十
七
︑ 

七
二
二
頁
以
下
）︑﹃
大
論
﹄（﹃
大
智

度
論
﹄︑
大
正
蔵
二
十
五
︑ 

五
十
七
頁
以
下
）︒

　︹ 

二
︑
睡
眠
時
︺﹃
中
阿
含
経
﹄（
大
正
蔵
一
︑ 

四
二
一
頁
以
下
）︒

　︹ 

三
︑
悪
人
に
遇
う
時
の
用
心
の
事
︺﹃
梵
網
経
﹄（
大
正
蔵
二
十
四
︑ 

九
九
七
頁
以
下
）︑﹃
増
一
阿
含
経
﹄（
大
正
蔵
二
︑ 

五
四
九
頁
以
下
）︒

　︹ 

四
︑
住
処
の
事
︺﹃
天
台
止
観
﹄（﹃
摩
訶
止
観
﹄︑
大
正
蔵
四
十
六
︑ 

一
頁

以
下
）︑﹃
像
法
決
疑
経
﹄（
大
正
蔵
八
十
五
︑ 

一
三
三
四
頁
以
下
）︑﹃
増
一

阿
含
経
﹄︒

　︹ 
五
︑
衣
食
の
事
︺﹃
止
観
﹄（﹃
摩
訶
止
観
﹄︑
大
正
蔵
四
十
六
︑ 

一
頁
以
下
）︒

　︹ 
六
︑
師
を
用
ゐ
る
の
事
︺﹃
大
論
﹄︒

　︹ 

七
︑
魔
事
の
事
︺﹃
止
観
﹄︑﹃
持
犯
要
記
﹄（﹃
菩
薩
戒
本
持
犯
要
記
﹄︑
大

正
蔵
四
十
五
︑ 
九
一
八
頁
以
下
）︑﹃
大
般
若
経
﹄
三
文
（﹃
大
般
若
波
羅
蜜

多
経
﹄
大
正
蔵
五
︑ 
一
頁
以
下
）︑﹃
大
乗
起
信
論
﹄（
大
正
蔵
三
十
二
︑ 
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五
七
五
頁
以
下
）︑﹃
大
集
経
﹄（﹃
大
方
等
大
集
経
﹄
大
正
蔵
十
三
︑ 

一
頁
以

下
）︑﹃
群
疑
論
﹄（﹃
釈
浄
土
群
疑
論
﹄
大
正
蔵
四
十
七
︑ 

三
十
頁
以
下
）︑

﹃
止
観
﹄︑﹃
往
生
要
集
﹄（
大
正
蔵
八
十
四
︑ 

三
十
三
頁
以
下
）︒

　︹ 

八
︑
酒
肉
五
辛
を
忌
む
事
︺﹃
明
眼
論
﹄（﹃
説
法
明
眼
論
﹄︑
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
八
二
一
︱
八
四
）︑﹃
四
分
律
の
比
丘
鈔
﹄
二

文
（
不
明
）︑（
或
る
人
の
引
用
し
た
）﹃
毘
那
経
﹄（﹃
大
毘
廬
遮
那
成
仏
神

変
加
持
経
﹄）︑﹃
明
眼
論
﹄︒

　︹ 

九
︑
看
病
の
事
︺﹃
行
事
鈔
﹄（﹃
四
分
律
行
事
鈔
﹄
大
正
蔵
四
十
︑ 

一
頁
以

下
）︑﹃
毘
尼
母
論
﹄（﹃
毘
尼
母
経
﹄
大
正
蔵
二
十
四
︑ 

八
〇
一
頁
以
下
）︑

﹃
僧
祇
律
﹄
二
文
（﹃
摩
訶
僧
祇
律
﹄
大
正
蔵
二
十
二
︑ 

二
二
七
頁
以
下
）︑

﹃
四
分
律
﹄（
大
正
蔵
二
十
二
︑ 

五
六
七
頁
以
下
）︒

　︹ 

十
︑
善
知
識
の
事
︺﹃
律
鈔
﹄（
大
正
蔵
八
十
五
︑ 
六
八
三
頁
以
下
）
四
文
︑

﹃
観
念
法
門
﹄（
大
正
蔵
四
十
七
︑ 

二
十
二
頁
以
下
）︑﹃
探
玄
記
﹄（﹃
華
厳
経

探
玄
記
﹄
大
正
蔵
三
十
五
︑ 

一
〇
七
頁
以
下
）︑﹃
隋
天
台
智
者
大
師
別
伝
﹄

（
大
正
蔵
五
十
︑ 

一
九
一
頁
以
下
）﹃
或
る
聖
教
﹄（
不
明
）︒

　︹ 

十
一
︑
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
︺﹃
瑜
伽
論
﹄（﹃
瑜
伽
師
地
論
﹄︑
大

正
蔵
三
十
五
︑ 

二
七
五
頁
以
下
）︑﹃
大
論
﹄︑﹃
婆
娑
論
﹄（﹃
阿
毘
達
磨
大
毘

婆
沙
論
﹄
大
正
蔵
二
十
七
︑ 

一
頁
以
下
）︑﹃
探
玄
記
﹄（﹃
華
厳
経
探
玄
記
﹄︑

﹃
抄
枇
﹄（﹃
鈔
批
﹄︑﹃
四
分
律
行
事
鈔
批
﹄︑
続
蔵
経
四
十
二
︑ 

六
〇
五
頁
以

下
）︑﹃
対
法
論
﹄（﹃
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
﹄︑
大
正
蔵
三
十
一
︑ 

六
九
四
頁

以
下
）︑﹃
諸
経
要
集
﹄（
大
正
蔵
五
十
四
︑ 

一
頁
以
下
）︑﹃
倶
舎
論
﹄（﹃
阿

毘
達
磨
倶
舎
論
﹄
大
正
蔵
二
十
九
︑ 

一
頁
以
下
）︑﹃
諸
経
要
集
﹄︑﹃
瑜
伽

論
﹄︑﹃
守
護
国
界
経
﹄（﹃
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
﹄
大
正
蔵
十
九
︑ 

五
二
五

頁
以
下
）︒

　︹ 

十
二
︑
死
後
の
事
︺﹃
律
鈔
﹄（﹃
律
抄
﹄
大
正
蔵
八
十
五
︑ 

六
八
三
頁
以

下
）﹃
増
阿
含
経
﹄（﹃
増
一
阿
含
経
﹄）︑﹃
大
愛
道
経
﹄（
大
正
蔵
二
十
四
︑ 

九
四
五
頁
以
下
）︑﹃
律
鈔
﹄︑﹃
無
常
経
﹄（﹃
仏
説
無
常
経
﹄
大
正
蔵
十
七
︑ 

七
四
五
頁
以
下
）︑﹃
律
鈔
﹄︒

　︹ 

十
三
︑
追
善
の
事
︺﹃
随
順
往
生
経
﹄（﹃
十
方
随
願
往
生
経
﹄
二
十
一
︑ 

四
九
五
頁
以
下
）︑﹃
梵
網
経
﹄（
大
正
蔵
二
十
四
︑ 

九
九
七
頁
以
下
）︑﹃
光

明
真
言
儀
軌
﹄
二
文
（
写
本
の
み

（
12
）

）︑﹃
婆
娑
論
﹄（﹃
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙

論
﹄
大
正
蔵
二
十
七
︑ 

一
頁
以
下
）︒

　︹ 

十
四
︑
功
徳
に
似
る
罪
の
事
︺﹃
涅
槃
経
﹄（﹃
大
般
涅
槃
経
﹄
大
正
蔵

十
二
︑ 

三
六
五
頁
以
下
）︑﹃
持
犯
要
記
﹄︒

　︹ 

十
五
︑
罪
を
知
ら
ざ
る
罪と
が

の
事
︺﹃
弘
決
﹄（﹃
止
観
輔
行
伝
弘
決
﹄
大
正
蔵

四
十
六
︑ 

一
四
一
頁
以
下
）︑﹃
舎
利
弗
問
経
﹄（
大
正
蔵
二
十
四
︑ 

八
九
九

頁
以
下
）︒

　︹ 

十
六
︑
老
後
懈
怠
の
事
︺﹃
涅
槃
経
﹄︑﹃
増
一
阿
含
経
﹄︑﹃
往
生
礼
讃
﹄

（﹃
往
生
礼
讃
偈
﹄
大
正
蔵
四
十
七
︑ 

四
三
八
頁
以
下
）︑﹃
遺
教
経
﹄（
大
正

蔵
十
二
︑ 

一
一
一
〇
頁
以
下
）︑﹃
論
﹄（
不
明
）︒

　︹ 

十
七
︑
行
人
鬼
病
の
事
︺﹃
止
観
﹄
二
文
（﹃
止
観
輔
行
伝
弘
決
﹄）︑﹃
増

一
阿
含
経
﹄︒
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　︹ 
十
八
︑
道
人
貧
報
の
事
︺﹃
抄
枇
﹄︑﹃
像
法
決
疑
﹄（﹃
像
法
決
疑
経
﹄）︑

﹃
大
論
﹄
二
文
︒

　︹ 

十
九
︑
奉
仕
師
長
の
事
︺﹃
大
論
﹄
二
文
︑﹃
増
一
阿
含
経
﹄︑﹃
僧
祇
律
﹄

（﹃
摩
訶
僧
祇
律
﹄︑
大
正
蔵
二
十
二
︑ 

二
二
七
頁
以
下
）︑﹃
涅
槃
経
﹄︒

　︹ 

二
十
︑
仏
︑
初
心
の
行
者
に
霊
験
を
隠
し
玉
ふ
事
︺﹃
浄
名
経
の
疏
﹄

（﹃
維
摩
経
疏
﹄
大
正
蔵
八
十
五
︑ 

三
五
五
頁
以
下
）︑﹃
法
華
文
句
﹄（﹃
妙
法

蓮
華
経
文
句
﹄
大
正
蔵
三
十
四
︑ 
一
頁
以
下
）︒

　︹ 

二
十
一
︑
仏
像
売
買
の
罪と
が

と
罪
な
ら
ざ
る
の
事
︺﹃
梵
網
経
﹄︑﹃
像
法
決

疑
経
﹄
二
文
︒

　
以
上
︑﹃
長
阿
含
経
﹄
を
初
め
と
す
る
初
期
仏
教
経
典
︑﹃
大
般
涅
槃
経
﹄

を
初
め
と
す
る
大
乗
経
典
︑﹃
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
﹄﹃
大
智
度
論
﹄
を
初
め
と

す
る
イ
ン
ド
仏
教
の
論
釈
︑﹃
華
厳
経
探
玄
記
﹄﹃
摩
訶
止
観
﹄
を
初
め
と
す

る
中
日
仏
教
の
論
釈
等
︑
広
汎
に
亘
る
仏
教
の
経
論
釈
の
中
か
ら
要
文
を
引

用
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
仏
道
生
活
に
お
け
る
規
範
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目

さ
れ
る
︒

六
、﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
説
か
れ
る
二
十
一
項
目
の
内
容

　
次
に
︑
本
書
の
著
者
が
内
題
の
下
に
﹁
行
者
︑
左
脇
机
に
於
て
︑
朝
暮
︑

之
を
見
る
可
し
﹂
と
し
た
︑
二
十
一
項
目
の
日
常
の
仏
道
生
活
の
規
範
の
概

要
を
示
す
︒

　︹ 

一
︑ 

八
精
進
︑
八
懈
怠
事
︺﹃
長
阿
含
経
﹄
に
基
づ
き
︑
日
常
の
仏
道
生

活
で
遭
遇
し
う
る
八
つ
の
事
態
に
於
て
︑﹁
精
進
﹂
の
行
者
と
﹁
懈
怠
﹂

の
行
者
で
は
︑
そ
の
事
態
に
対
す
る
受
け
止
め
方
が
違
う
こ
と
を
明
か

す
︒
そ
し
て
︑
ど
ん
な
事
態
に
遭
遇
し
て
も
﹁
精
進
﹂
の
行
者
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
︑
日
々
精
進
す
る
こ
と
を
勧
め
る
︒

　︹ 

二
︑
睡
眠
事
︺﹃
中
阿
含
経
﹄
に
基
づ
き
︑
行
道
中
に
眠
く
な
っ
た
時
の

対
処
法
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

　︹ 

三
︑
悪
人
に
遇
う
時
の
用
心
の
事
︺﹃
梵
網
経
﹄
や
﹃
増
一
阿
含
経
﹄
に

よ
り
︑
悪
人
に
遇
っ
た
時
︑
苦
し
い
こ
と
に
遭
遇
し
た
時
の
心
の
持
ち

方
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
最
後
︑
私
釈
と
し
て
︑
神
通
第
一
と
言
わ
れ
て

い
た
目
連
で
さ
え
︑
執
杖
外
道
に
命
を
奪
わ
れ（

13
）

︑
智
慧
第
一
と
言
わ
れ

て
い
た
舎
利
弗
で
さ
え
︑
優
婆
伽
吒
鬼
に
頭
を
打
た
れ
た（

14
）

と
い
う
例
を

挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
︑
穢
土
の
修
行
と
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
︑
ど
ん

な
悪
人
に
遇
っ
て
も
驚
く
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
る
︒

　︹ 

四
︑
住
処
の
事
︺
仏
道
生
活
を
す
る
上
で
の
理
想
的
な
住
居
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
説
く
︒

　︹ 
五
︑
衣
食
の
事
︺
衣
食
共
に
少
欲
知
足
の
心
を
以
て
得
る
よ
う
に
心
が

け
る
べ
き
こ
と
を
説
く
︒

　︹ 

六
︑
師
を
用
ゐ
る
の
事
︺
良
き
師
の
導
き
の
も
と
︑
仏
道
を
歩
む
べ
き

こ
と
を
説
く
︒

　︹ 

七
︑
魔
事
の
事
︺
諸
経
論
に
よ
り
︑
魔
事
（
仏
道
の
妨
げ
に
な
る
行
動
）
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の
例
を
挙
げ
る
︒
最
後
に
︑﹁
一
心
の
念
仏
一
門
﹂
に
依
る
な
ら
ば
︑
魔

に
犯
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
述
べ
る
︒

　︹ 
八
︑
酒
肉
五
辛
を
忌
む
事
︺
酒
肉
五
辛
を
食
す
る
こ
と
を
誡
め
る
︒

　︹ 

九
︑
看
病
の
事
︺
病
人
に
対
す
る
接
し
方
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

　︹ 

十
︑
善
知
識
の
事
︺﹁
善
知
識
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
人
の
こ
と
か
に
つ
い

て
述
べ
る
︒

　︹ 

十
一
︑
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
︺
行
者
の
生
き
方
と
臨
終
時
の
様

相
と
の
相
関
関
係
︑
及
び
浄
土
に
往
生
す
る
場
合
の
︑
臨
終
時
の
状
態

は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

　︹ 

十
二
︑
死
後
の
事
︺
行
者
が
亡
く
な
っ
た
後
の
葬
儀
や
埋
葬
の
仕
方
に

つ
い
て
述
べ
る
︒

　︹ 

十
三
︑
追
善
の
事
︺
追
善
供
養
の
仕
方
と
そ
の
功
能
に
つ
い
て
解
説
す

る
︒

　︹ 

十
四
︑
功
徳
に
似
る
罪
の
事
︺
善
事
の
よ
う
に
見
え
る
が
︑
実
は
悪
事

で
あ
り
︑
悪
道
に
趣
く
可
能
性
が
あ
る
行
為
と
は
︑
ど
の
よ
う
な
行
為

か
に
つ
い
て
述
べ
る
︒

　︹ 

十
五
︑
罪
を
知
ら
ざ
る
罪と
が

の
事
︺
罪
に
な
ら
な
い
と
考
え
が
ち
で
あ
る

が
︑
実
際
に
は
罪
に
な
っ
て
し
ま
う
所
作
の
例
を
挙
げ
る
︒

　︹ 

十
六
︑
老
後
懈
怠
の
事
︺﹁
三
重
の
悔
い
﹂
等
の
教
え
に
つ
い
て
示
す
こ

と
に
よ
り
︑
老
い
る
と
仏
道
の
精
進
努
力
が
し
に
く
く
な
る
の
で
︑
若

い
時
か
ら
仏
道
に
精
進
努
力
す
べ
き
こ
と
を
説
く
︒

　︹ 

十
七
︑
行
人
鬼
病
の
事
︺
鬼
病
に
か
か
っ
て
も
︑
勇
猛
強
盛
の
行
人
に

な
っ
た
な
ら
ば
︑
そ
れ
を
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
︒

　︹ 

十
八
︑
道
人
貧
報
の
事
︺
出
家
の
僧
侶
で
あ
っ
て
も
︑
定
恵
の
み
を
修

し
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
︑
三
福
業
︑
そ
の
中
で
も
特
に
布
施
行

（
施
福
業
）
を
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
︒
そ
し
て
︑
仏
・

本
尊
に
お
供
え
を
す
る
こ
と
も
︑
出
家
者
に
と
っ
て
の
十
分
な
布
施
行

と
な
る
と
説
く
︒

　︹ 

十
九
︑
奉
仕
師
長
の
事
︺
仏
教
に
お
け
る
師
と
は
︑
仏
教
に
つ
い
て
の

知
識
や
︑
仏
教
で
説
く
智
慧
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
の
こ
と
で
あ
り
︑

師
に
対
し
て
は
︑
心
か
ら
敬
意
を
表
し
︑
供
養
恭
敬
し
て
仕
え
る
べ
き

で
あ
る
と
説
く
︒

　︹ 

二
十
︑
仏
︑
初
心
の
行
者
に
霊
験
を
隠
し
玉
ふ
事
︺
仏
は
︑
初
心
の
行

者
に
対
し
て
は
︑
そ
の
行
者
に
慢
心
を
発
さ
せ
な
い
た
め
に
霊
験
を
隠

す
と
述
べ
る
︒

　︹ 

二
十
一
︑
仏
像
売
買
の
罪と
が

と
罪
な
ら
ざ
る
の
事
︺
仏
像
の
売
買
に
お
け

る
善
不
善
に
つ
い
て
︑
諸
経
論
に
よ
り
論
じ
る
︒
以
上（

15
）

︒

七
、﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
作
者
に
つ
い
て

︵
一
︶
書
誌
学
的
な
視
点
か
ら

　﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
四
写
本
に
お
け
る
著
者
に
つ
い
て
の
記
載
は
︑
以
下
の
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通
り
で
あ
る
︒

　︹ 
ア
︑
写
字
台
文
庫
本
︺
表
紙
見
返
し
に
お
い
て
﹁
明
遍
僧
都
之
御
口
﹂

と
い
う
︑
本
文
と
は
別
の
筆
跡
で
の
書
き
入
れ
が
あ
る
︒
奥
書
に
︑
本

文
と
同
一
の
筆
跡
で
﹁
右
︑
此
の
書
は
︑
毘
沙
門
堂
の
法
印
（
少
納
言
入

道
真
清
御
息
︙
︙
）︑
明
遍
僧
都
御
作
也
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

　︹ 

イ
︑
那
須
所
持
本
︺
表
紙
部
分
の
﹃
行
者
大
要
抄
﹄
と
い
う
外
題
の
右

下
に
﹁
明
遍
之
御
口
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
扉
右
側
に
﹁
明
遍
之
御

口
﹂︑
そ
し
て
扉
左
側
に
﹁
行
者
大
要
鈔
﹂
と
い
う
記
載
が
あ
る
︒
奥
書

に
﹁
右
︑
此
の
書
は
︑
毘
沙
門
堂
の
法
印
（
少
納
言
入
道
真
清
の
御
息
︑

十
一
面
の
変
作
︑
云
云
）︑
明
遍
僧
都
の
御
作
也
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る

（
以
上
は
︑
同
一
の
筆
跡
）︒

　︹ 

ウ
︑
河
野
美
術
館
本
︺
奥
書
に
本
文
と
同
一
の
筆
跡
で
﹁
右
︑
此
の
書

は
︑
毘
沙
門
堂
の
法
印
（
少
納
言
入
道
真
清
の
御
息
︑
十
一
面
の
変
作
︑
云

云
）︑
明
遍
僧
都
の
御
作
也
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

　︹ 

エ
︑
正
教
蔵
文
庫
本
︺
奥
書
に
本
文
と
同
一
の
筆
跡
で
﹁
右
︑
此
の
抄

は
明
禅
撰
な
り
︒
跋
（
は
）
台
嶺
御
門
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒

　
第
二
章
の
（
二
）
及
び
第
四
章
の
（
二
）（
三
）
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
︑

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
本
文
の
原
型
は
︑
正
教
蔵
文
庫
本
以
外
の
三
本
の
方
に
見

て
取
る
べ
き
で
あ
り
︑
そ
し
て
︑
そ
の
原
型
本
に
お
け
る
引
用
文
と
私
釈
は
︑

複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
で
は
な
く
︑
一
人
の
僧
侶
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
四
写
本
の
奥
書
に
基
づ
い
て
考

え
る
な
ら
ば
︑
そ
の
著
者
は
︑
明
遍
か
明
禅
か
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
︒
こ
の
点
︑
筆
者
は
︑
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄

の
著
者
は
明
禅
で
は
な
く
︑
明
遍
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
︒

以
下
︑
ま
ず
︑
書
誌
学
的
な
視
点
か
ら
︑
そ
の
理
由
を
述
べ
る
︒

　
そ
の
第
一
の
理
由
は
︑
四
写
本
の
う
ち
︑
写
字
台
文
庫
本
等
の
三
写
本
に

共
通
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
奥
書
に
お
け
る
著
者
に
関
す
る
記
述
で
あ
る

﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
︑
少
納
言
真
清
（
＝
信
西
）
の
御
息
︙
︙
︑
明
遍
僧
都
﹂

と
い
う
文
は
︑﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
﹂
で
は
な
く
︑﹁
少
納
言
入
道
信
西
の
御

息
で
あ
る
明
遍
僧
都
﹂
の
方
に
重
点
を
置
い
て
把
握
す
る
の
が
自
然
な
読
み

方
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
︒

　
次
に
︑
第
二
の
理
由
と
し
て
は
︑
こ
れ
は
第
二
章
の
（
三
）
の
末
で
も
述

べ
た
こ
と
で
あ
る
が
︑
写
字
台
文
庫
本
の
表
紙
見
返
し
や
︑
那
須
所
持
本
の

表
紙
部
分
や
扉
部
分
に
﹁
明
遍
僧
都
之
御
口
﹂
や
﹁
明
遍
之
御
口
﹂
と
い
う

記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
写
字
台
文
庫
本
や
那
須
所
持
本
の
書
写
者
や
伝
持

者
も
ま
た
︑
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
で
あ
る
明
禅
法

印
﹂
で
は
な
く
︑﹁
少
納
言
信
西
の
御
息
で
あ
る
明
遍
僧
都
﹂
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
︑
則
ち
︑
こ
れ
ら
の
写
本
は
伝
統
的

に
︑
明
遍
の
著
作
で
あ
る
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　
ま
た
︑
第
三
の
理
由
と
し
て
は
︑
奥
書
に
﹁
本
書
が
明
禅
の
著
作
で
あ

る
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
み
で
あ
る
が
︑
前
述
の
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よ
う
に
︑
こ
の
正
教
蔵
文
庫
本
は
写
本
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
︑

し
か
も
︑
そ
の
奥
書
は
︑
他
の
三
写
本
の
よ
う
に
︑
代
々
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
で
は
な
く
︑
書
写
者
の
風
聞
を
記
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
で
︑
そ

こ
に
お
け
る
記
述
は
︑
他
の
三
本
の
奥
書
に
お
け
る
記
述
と
比
べ
た
場
合
︑

信
頼
性
に
欠
け
る
と
考
え
ら
れ
る
︑
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

　
最
後
︑
第
四
の
理
由
と
し
て
は
︑
写
字
台
文
庫
本
が
真
言
宗
智
山
派
宝
積

寺
に
お
い
て
︑
那
須
所
持
本
が
高
野
山
の
起
雲
楼
に
お
い
て
︑
そ
し
て
︑
河

野
美
術
館
本
が
真
言
律
宗
の
教
興
寺
に
お
い
て
伝
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
︒
則
ち
︑
写
本
と
し
て
信
頼
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
上
記
三
本
は
︑
明
遍
が
住
し
た
高
野
山
に
縁
の
深
い
寺
院
に
お
い
て
︑
書

写
伝
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
主
に
高
野
山
系

統
の
寺
院
に
お
い
て
書
写
伝
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
︑
本
書
の
著
者

が
︑
北
嶺
比
叡
山
系
統
の
明
禅
で
は
な
く
︑
南
峰
高
野
山
に
住
し
て
い
た
明

遍
で
あ
る
と
考
え
る
根
拠
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
︒

　
以
上
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
者
に
つ
い
て
︑
四
本
の
奥
書
に
基
づ
き
︑

明
遍
か
明
禅
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
限
定
し
た
上
で
︑
明
禅
で
は
な
く
明
遍

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
筆
者
が
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
︑
ま
ず
︑
書
誌
学

的
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
︒

　
本
論
で
取
り
上
げ
て
い
る
四
写
本
の
親
本
の
成
立
年
時
は
︑
写
字
台
文
庫

本
が
天
正
六
年
（
一
五
七
七
）︑
那
須
所
持
本
が
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）︑

河
野
美
術
館
本
が
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）︑
正
教
蔵
文
庫
本
が
文
明
十
年

（
一
四
七
八
）
で
あ
る
の
に
対
し
︑
明
遍
の
没
年
は
貞
応
三
年
（
一
二
二
四
）︑

明
禅
の
没
年
は
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
で
あ
る
︒
従
っ
て
︑
写
本
奥
書
に

お
け
る
著
者
に
関
す
る
記
述
に
ど
れ
だ
け
の
信
憑
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
問

題
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
︒

　
し
か
し
︑
正
教
蔵
文
庫
本
の
奥
書
に
お
け
る
著
者
を
明
禅
と
す
る
書
写
者

に
よ
る
記
述
が
︑﹁
毘
沙
門
堂
の
法
印
︑
少
納
言
入
道
真
清
御
息
︑
明
遍
僧

都
御
作
也
﹂
と
い
う
伝
承
を
誤
っ
て
伝
え
聞
い
た
結
果
の
記
述
と
考
え
る
な

ら
ば
︑
写
字
台
文
庫
本
等
の
三
本
の
著
者
に
関
す
る
奥
書
は
︑
正
教
蔵
文
庫

本
よ
り
も
︑
さ
ら
に
︑
そ
の
成
立
を
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
︒

ま
た
次
項
及
び
次
章
で
論
じ
る
よ
う
に
︑
本
書
に
説
か
れ
る
内
容
は
︑
写
字

台
文
庫
本
等
の
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
﹁
八
宗
に
亘
り
用
い
る
﹂
こ
と
の
で
き

る
規
範
で
あ
る
が
︑
そ
こ
に
は
︑
法
然
浄
土
教
の
教
学
理
念
に
基
づ
い
た
浄

土
教
的
立
場
が
多
く
見
い
だ
せ
る
︒
そ
し
て
︑
原
本
を
正
し
く
写
し
と
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
方
の
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
は
︑
三
点
と
も
︑
高
野
山
系
統
の

諸
寺
院
に
お
い
て
書
写
伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
本
書
に
引
用
さ

れ
る
諸
文
献
は
︑
す
べ
て
明
遍
や
明
禅
の
生
年
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で
あ

る（
16
）

︒
以
上
の
こ
と
よ
り
︑
四
本
の
奥
書
に
お
け
る
著
者
に
関
す
る
二
通
り
の

記
述
を
基
に
し
て
著
者
に
つ
い
て
検
討
し
︑
本
書
の
著
者
を
明
遍
と
推
定
す

る
こ
と
は
︑
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
︒
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︵
二
︶
浄
土
教
学
理
解
と
い
う
視
点
か
ら

　
次
に
本
項
で
は
︑
諸
文
献
が
伝
え
る
明
禅
の
浄
土
教
的
立
場
と
﹃
行
者
大

要
鈔
﹄
に
示
さ
れ
る
浄
土
教
的
立
場
と
の
相
違
点
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
︑

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
者
が
明
禅
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
︒

　
両
者
の
教
学
的
立
場
の
主
な
相
違
点
と
し
て
は
︑
以
下
の
三
点
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
︒

　
第
一
は
︑
念
仏
理
解
に
つ
い
て
で
あ
る
︒﹃
一
言
芳
談（

17
）

﹄
に
は
︑
明
禅
が

し
ば
し
ば
﹁
赤
子
念
仏
﹂
を
勧
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
こ

の
﹁
赤
子
念
仏
﹂
と
は
︑
湛
澄
（
一
六
五
一
～
一
七
一
二
）
の
﹃
標
註
一
言
芳

談
抄
﹄（﹃
続
浄
全
﹄
八
︑ 

三
九
四
頁
）
や
敬
首
（
一
六
八
三
～
一
七
四
八
）
の

﹃
即
心
念
仏
摘
欺
説
﹄（﹃
続
浄
全
﹄
十
四
︑ 

二
三
九
頁
）
に
お
け
る
記
述
を
見

れ
ば
︑﹁
難
し
い
理
屈
は
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
︑
母
親
に
身
を
任
せ
て
い
る

の
と
同
様
に
︑
阿
弥
陀
仏
の
こ
と
を
心
か
ら
頼
り
に
し
て
︑
信
じ
敬
い
つ
つ

称
え
る
念
仏
﹂
即
ち
他
力
的
な
色
彩
の
強
い
念
仏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
れ
に
対
し
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
で
は
︑
例
え
ば
︑﹁
七
︑
魔
事
の
事
﹂
に
お

い
て
は
︑
魔
事
に
対
す
る
対
処
方
法
を
説
く
中
で
︑
自
力
的
な
色
彩
の
強
い

称
名
念
仏
が
説
か
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
十
︑
善
知
識
の
事
﹂
で
は
︑
懺
悔

念
仏
が
説
か
れ
︑
さ
ら
に
︑
香
を
焼
き
磬
を
鳴
ら
し
な
が
ら
の
念
仏
︑
即
ち

称
名
念
仏
に
つ
い
て
様
々
な
意
味
を
見
出
す
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の

よ
う
な
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
所
説
の
念
仏
と
︑﹁
赤
子
念
仏
﹂
を
勧
め
る
明
禅

の
立
場
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
︒

　
第
二
に
は
︑
特
に
法
然
教
学
に
お
い
て
︑
念
仏
行
者
が
そ
の
心
に
保
ち
続

け
る
べ
き
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
﹃
観
無
量
寿
経
﹄
の
﹁
三
心
﹂（
至
誠

心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
）
に
つ
い
て
の
認
識
の
仕
方
で
あ
る
︒
こ
の
三
心

に
つ
い
て
︑
諸
文
献
に
は
︑
明
禅
が
︑﹁
菩
提
心
を
発
す
こ
と
は
難
し
く
︑

三
心
を
発
す
こ
と
は
容
易
い
﹂
と
説
い
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る（

18
）

︒

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
お
い
て
三
心
に
つ
い
て
の
説
示
は
な
い
が
︑﹁
十
七
︑
行

人
鬼
病
の
事
﹂
に
お
い
て
︑
仏
教
の
行
者
は
︑﹁
勇
猛
強
盛
の
（
心
を
持
っ

た
）
行
人
﹂
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
︑﹁
た
け
く
い
さ
む
﹂
心
持
ち
や
態
度
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
心
は
︑
三
心
中
の
﹁
至
誠

心
﹂
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
従
っ
て
︑﹁
三
心
を
発
す
こ

と
は
容
易
い
﹂
と
説
く
明
禅
の
教
学
的
立
場
と
︑﹁
勇
猛
強
盛
の
心
﹂﹁
た
け

く
い
さ
む
心
持
ち
や
態
度
﹂
の
必
要
性
を
強
調
す
る
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
教

学
的
立
場
と
は
︑
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
︒

　
第
三
の
相
違
点
は
︑
臨
終
時
の
奇
瑞
に
価
値
を
見
出
し
て
い
た
か
否
か
と

い
う
点
で
あ
る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
︑
明
禅
の
臨
終
が
間
近
に
な
っ
た
時
に
︑

紫
雲
の
雲
が
た
な
び
き
︑
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
︑

側
近
が
伝
え
た
と
こ
ろ
︑
明
禅
が
︑
奇
瑞
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
騒
ぐ
こ
と
を

誡
め
︑﹁
極
重
悪
人
無
他
方
便
︑
唯
称
弥
陀
︑
得
生
極
楽
﹂
と
い
う
文
を
称

え
︑
称
名
念
仏
を
相
続
し
つ
つ
︑
浄
土
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
（﹃
法
然
上
人
行
状
絵
図
﹄︿
以
下
﹃
行
状
絵
図
﹄﹀
第
四
十
一
︑﹃
伝

全
集
﹄
二
六
四
頁
︒﹃
円
光
大
師
行
状
画
図
翼
賛
﹄︿
以
下
﹃
翼
賛
﹄﹀
巻
四
十
一
︑
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﹃
浄
全
﹄
十
六
︑ 

五
九
五
頁
︒﹃
法
然
上
人
伝
記
（
九
巻
伝
）﹄
巻
九
下
︑﹃
浄
全
﹄

十
七
︑ 

二
三
八
頁
︑﹃
伝
全
集
﹄
四
六
二
～
四
六
三
頁
）︒
こ
れ
に
対
し
︑﹃
行
者

大
要
鈔
﹄
の
﹁
十
一
︑
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
﹂
で
は
︑
浄
土
に
往
生

す
る
行
者
の
臨
終
時
に
お
け
る
様
々
な
奇
瑞
に
つ
い
て
︑
積
極
的
に
肯
定
す

る
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
︒
従
っ
て
︑
こ
の
点
に
お
い
て
も
︑
明
禅
と
︑

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
教
学
的
立
場
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
︒

　
以
上
の
よ
う
に
︑
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
明
禅
の
浄
土
教
学
的
立
場
と
︑

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
浄
土
教
学
的
立
場
に
︑
三
つ
の
大
き
な
相
違
点
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
者
が
明
禅
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
︒

八
、 

諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
明
遍
浄
土
教
と 

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
と
の
一
致
点

　
前
章
に
お
い
て
︑
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
明
禅
の
教
学
的
立
場
と
﹃
行
者

大
要
鈔
﹄
の
教
学
的
立
場
と
の
間
に
︑
三
つ
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
︒
こ
れ
に
対
し
︑
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
明
遍
の
浄
土
教
学

的
立
場
及
び
明
遍
の
人
物
像
と
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
上
に
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
浄
土
教
学
的
立
場
及
び
著
者
の
人
物
像
と
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒
以

下
︑
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
る
︒

　
両
者
の
浄
土
教
学
的
立
場
の
一
致
点
と
し
て
は
︑
以
下
の
七
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
︒

　
第
一
に
︑
良
忠
（
一
一
九
九
～
一
二
八
七
）
の
﹃
浄
土
宗
要
集
﹄（
以
下
﹃
東

宗
要
﹄）
に
お
け
る
﹁
蓮
華
谷
（
明
遍
）
云
く
︑
︙
︙
何
れ
の
行
も
順
次
に
往

生
す
可
か
ら
ず
︒
縦
ひ
順
次
に
非
ら
ず
と
雖
も
︑
多
生
の
往
生
も
亦
期
せ
ざ

る
可
き
に
非
ら
ざ
れ
ば
︑
所
詮
は
深
く
第
二
十
願
を
憑
ま
ん
と
な
り
﹂（﹃
浄

全
﹄
十
一
︑ 

七
十
七
頁
）
と
い
う
記
述
を
初
め
と
し
て
︑
多
く
の
諸
文
献
に

お
い
て
明
遍
が
浄
土
往
生
を
願
う
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
︒
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
明
遍
に
関
す
る
記
述
は
す
べ
て
︑
浄

土
往
生
を
願
い
つ
つ
仏
道
を
歩
ん
で
い
る
明
遍
に
つ
い
て
︑
様
々
な
視
点
か

ら
描
写
し
た
も
の
と
も
言
え
る
︒
こ
の
点
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
で
は
︑﹁
十
︑

善
知
識
の
事
﹂︑﹁
十
一
︑
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
﹂︑﹁
十
三
︑
追
善
の

事
﹂
に
お
い
て
︑
特
に
浄
土
往
生
を
願
う
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
︒

　
第
二
に
︑﹃
明
義
進
行
集
﹄
の
﹁
第
二
高
野
僧
都
明
遍
﹂
の
項
（﹃
伝
全

集
﹄
九
九
八
頁
）
や
﹃
行
状
絵
図
﹄
第
十
六
（﹃
伝
全
集
﹄
八
十
頁
）
に
は
︑

明
遍
が
浄
土
往
生
行
の
中
心
に
称
名
念
仏
を
置
き
︑
臨
終
間
際
ま
で
称
名
念

仏
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
点
﹃
行
者
大
要

鈔
﹄﹁
十
︑
善
知
識
の
事
﹂
に
は
︑﹃
観
念
法
門
﹄
や
﹃
華
厳
経
探
玄
記
﹄
の

文
に
拠
り
︑
臨
終
が
近
い
行
者
と
そ
の
周
囲
に
い
る
者
に
対
し
て
︑﹁
懺
悔

の
称
名
念
仏
﹂
を
し
︑﹁
香
を
焼
き
︑
磬
を
鳴
ら
し
て
︑
仏
名
を
唱
え
る
﹂

こ
と
を
勧
め
て
い
る（

19
）

︒

　
第
三
に
︑
藤
原
信
実
（
～
一
二
六
六
）
の
﹃
今
物
語
﹄
三
十
六
に
は
︑﹁
魔
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事
﹂
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
︑
蓮
華
谷
で
修
行
中
の
元
鎌
倉
武
士
に
対
し
︑
明

遍
が
︑
三
︑ 

四
十
人
ほ
ど
の
蓮
華
谷
聖
と
共
に
︑
所
謂
責
め
念
仏
（
称
名
念

仏
）
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（﹃
群
書
類
従
﹄
二
十
七
︑ 

四
六
六
～
四
六
七
頁

（
20
）

）︒

　
こ
の
点
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄﹁
七
︑
魔
事
の
事
﹂
で
は
︑
魔
事
に
つ
い
て
諸

経
論
に
よ
り
説
明
し
た
後
︑
そ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
︑﹃
往
生
要
集
﹄
第

五
助
念
方
法
門
の
第
六
対
治
魔
事
（﹃
真
聖
全
﹄
一
︑ 

八
四
五
～
八
四
六
頁
）

に
お
け
る
所
説
を
基
に
︑﹁
一
心
の
念
仏
一
門
﹂
に
依
る
な
ら
ば
︑﹁
仏
の
護

念
﹂
が
あ
り
︑﹁
法
の
威
力
﹂
が
あ
る
故
に
︑
魔
に
犯
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る（

21
）

︒

　
第
四
に
︑﹃
東
宗
要
﹄
に
は
︑
明
遍
が
臨
終
正
念
を
強
調
し
た
こ
と
を
明

示
す
る
明
遍
門
弟
と
の
問
答
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒（﹃
浄
全
﹄
十
一
︑ 

八
十
三
～
八
十
四
頁
）
さ
ら
に
︑
臨
終
が
近
づ
い
て
き
た
時
︑
明
遍
は
な
か

な
か
﹁
正
念
﹂
の
状
態
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
歎
い
て
い
た
が
︑

そ
の
後
︑
臨
終
正
念
の
状
態
に
達
し
て
︑
無
事
に
浄
土
往
生
を
遂
げ
た
と
い

う
逸
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
︒（﹃
東
宗
要
﹄﹃
浄
全
﹄
十
一
︑ 

八
十
三
～
八
十
四
頁
︒

﹃
翼
賛
﹄﹃
浄
全
﹄
十
六
︑ 

三
三
六
～
三
三
七
頁
）︒
こ
の
点
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄

﹁
九
︑
看
病
の
事
﹂
で
は
︑
病
人
を
看
病
す
る
時
に
は
︑
病
人
が
（
臨
終
の
時

に
）﹁
正
念
﹂
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と

説
い
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
十
︑
善
知
識
の
事
﹂
で
は
︑
善
知
識
と
は
︑
死

を
目
前
に
し
た
病
人
に
対
し
て
﹁
正
念
﹂
を
得
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
る
人
の

こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒

　
以
上
︑
臨
終
正
念
の
重
視
と
い
う
点
に
お
い
て
も
︑
諸
文
献
が
伝
え
る
明

遍
の
教
学
的
立
場
と
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
説
か
れ
る
教
学
的
立
場
と
は
一

致
し
て
い
る
と
言
え
る
︒

　
第
五
に
︑﹃
東
宗
要
﹄
に
は
︑
明
遍
が
︑
求
仏
房
を
善
知
識
と
し
て
︑
臨

終
正
念
に
至
り
︑
浄
土
往
生
を
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

（﹃
浄
全
﹄
十
一
︑ 

八
十
三
～
八
十
四
頁
）︒
こ
の
点
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄﹁
十
︑

善
知
識
の
事
﹂
で
は
︑
死
を
目
前
に
し
た
人
に
と
っ
て
︑﹁
善
知
識
﹂
が
い

か
に
大
事
な
存
在
で
あ
る
か
︑
ま
た
︑
善
知
識
は
︑
ど
の
よ
う
な
態
度
を
取

る
べ
き
か
が
説
示
さ
れ
て
い
る
︒

　
第
六
に
︑﹃
東
宗
要
﹄
に
﹁
蓮
華
谷
（
明
遍
）
云
く
︑
至
誠
心
と
は
強
盛
の

心
也
﹂（﹃
浄
全
﹄
十
一
︑ 

七
十
七
頁
）︑﹃
翼
賛
﹄
に
﹁
勇
猛
強
盛
は
た
け
く
い

さ
み
て
つ
よ
く
さ
か
ん
な
る
な
り
︒
此
れ
は
蓮
華
谷
の
明
遍
僧
都
の
義
也
﹂

（﹃
浄
全
﹄
十
六
︑ 

三
〇
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
︑
諸
文
献
に
お
い
て
︑
明
遍
の

念
仏
や
信
心
に
つ
い
て
語
る
場
合
︑﹁
強
盛
﹂
や
﹁
勇
猛
強
盛
﹂
と
い
う
言

葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る（

22
）

︒
こ
の
点
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
﹁
十
七
︑
行

人
鬼
病
の
事
﹂
に
は
︑﹁
抑
も
︑
勇
猛
強
盛
の
行
人
に
成
れ
ば
︑
定
業
と
云

へ
ど
も
︑
転
ず
べ
し
と
見
へ
た
り
︒
︙
︙
決
定
の
心
を
励
ま
さ
ば
︑
何
れ
の

罪
か
滅
せ
ざ
ら
ん
︒
何
の
業
か
転
ぜ
ざ
ら
ん
︒
譬
へ
ば
︑
大
將
の
心
︑
武た
け

れ

は
︑
衆
兵
の
勇
み
を
成
す
が
如
し
︒
行
者
の
心
︑
武
れ
ば
︑
守
護
神
︑
力
を

増
す
也
﹂（
傍
線
筆
者
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
こ
の
点
に
お
い
て
も
︑
諸
文
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献
が
伝
え
る
明
遍
に
つ
い
て
の
記
述
と
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
記
述
と
は
一

致
す
る
︒

　
第
七
に
︑
諸
文
献
に
は
︑
明
遍
が
浄
土
往
生
に
つ
い
て
語
る
場
合
︑﹁
順

後
生
﹂﹁
次
々
生
﹂﹁
第
三
生
﹂︑
即
ち
﹁
現
在
の
生
﹂
の
﹁
次
の
次
の
生
﹂

へ
の
因
果
を
度
々
説
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
︑

﹃
東
宗
要
﹄
に
は
︑﹁
蓮
華
谷
の
云
く
︑
︙
︙
百
年
の
内
︑
自
他
必
ず
当
に
往

生
す
べ
し
︒
若
し
順
次
な
ら
ず
ん
ば
︑
則
ち
三
生
必
至
の
願
を
憑
む
可
き

也
﹂（﹃
浄
全
﹄
十
一
︑ 

七
十
七
頁
）
と
あ
る（

23
）

︒
こ
の
点
に
つ
い
て
︑﹃
行
者
大

要
鈔
﹄
の
﹁
十
一
︑
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
﹂
で
は
︑
私
釈
に
お
い
て

﹁
此
の
悪
人
は
︑
先
世
の
善
業
は
︑
次
の
生
に
受
け
ん
と
す
る
也
︒
今
生
の

悪
業
を
ば
︑
第
三
生
に
受
け
ん
と
す
る
也
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
諸
文
献

で
は
︑﹁
次
々
生
で
の
往
生
﹂
に
つ
い
て
語
ら
れ
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
で
は

﹁
善
悪
業
の
報
い
が
次
々
生
に
現
れ
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
︒

則
ち
︑
自
己
の
教
学
的
立
場
を
説
き
示
す
中
で
︑﹁
次
々
生
へ
の
因
果
関
係
﹂

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
に
お
い
て
︑
両
者
の
立
場
は
一
致
し
て
い

る
︒

　
以
上
︑
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
明
遍
の
教
学
的
立
場
と
︑﹃
行
者
大

要
鈔
﹄
か
ら
読
み
取
れ
る
浄
土
教
的
立
場
の
一
致
点
を
七
点
示
し
た（

24
）

︒
本
書

が
︑
明
遍
の
浄
土
教
的
立
場
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
書
物
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

　
次
に
︑
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
る
明
遍
の
人
物
像
と
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の

上
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
著
者
の
人
物
像
に
お
い
て
一
致
す
る
点
は
︑

以
下
の
二
点
で
あ
る
︒

　
第
一
点
目
は
︑﹃
行
状
絵
図
﹄
第
十
六
の
末
に
は
︑
高
野
山
蓮
華
谷
の
蓮

華
三
昧
院
に
お
け
る
明
遍
の
行
状
と
し
て
︑﹁
長
斎
持
戒
に
し
て
︑
草
庵
を

出
ず
る
こ
と
無
し
︒
練
行
年
経
り
て
︑
薫
修
日
新
た
な
り
﹂（﹃
伝
全
集
﹄

八
十
頁
）
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
︑﹃
行
者

大
要
鈔
﹄
に
説
示
さ
れ
る
二
十
一
の
規
範
か
ら
は
︑
仏
教
の
教
義
に
基
づ
い

て
︑
自
身
の
身
を
律
し
て
生
き
抜
き
︑
ま
た
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
︑
弟
子

を
始
め
と
す
る
周
囲
の
人
々
に
手
本
と
し
て
示
し
て
い
た
蓮
華
三
昧
院
に
お

け
る
明
遍
の
姿
が
彷
彿
と
さ
せ
ら
れ
る
︒

　
第
二
に
︑﹃
明
義
進
行
集
﹄
第
二
に
は
︑﹁
有
智
の
空
阿
弥
陀
仏
﹂（
仏
教

古
典
叢
書
三
十
二
頁
）︑
ま
た
︑﹃
行
状
絵
図
﹄
第
十
六
に
は
﹁
当
時
無
双
の

碩
学
﹂﹁
有
智
の
道
心
者
﹂（﹃
伝
全
集
﹄
七
十
六
頁
）
と
い
う
よ
う
に
︑
明
遍

が
大
変
博
学
な
僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
明

遍
像
は
︑
第
五
章
で
述
べ
た
よ
う
に
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
お
け
る
引
用
文

が
︑
極
め
て
広
汎
に
亘
る
仏
教
の
経
論
釈
群
か
ら
の
引
用
で
あ
る
事
︑
そ
し

て
そ
れ
が
︑
極
め
て
的
確
な
引
用
で
あ
る
事
の
上
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

る
︒

　
以
上
︑
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
明
遍
の
教
学
的
立
場
及
び
人
物
像
と
︑

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
上
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
浄
土
教
学
的
立
場
及
び

著
者
の
人
物
像
の
一
致
点
を
九
点
挙
げ
た
︒
こ
れ
ら
の
一
致
点
は
︑﹃
行
者
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『行者大要鈔』攷

大
要
鈔
﹄
の
著
作
者
を
明
遍
で
あ
る
と
断
定
す
る
上
で
の
︑
大
き
な
理
由
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

九
、
結
　
　
論

　﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
は
四
点
の
写
本
が
現
存
し
︑
そ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
れ
ば
︑

著
者
は
︑
法
然
の
専
修
念
仏
義
に
自
己
の
救
済
の
道
を
見
出
し
た
明
遍
か
明

禅
の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

　
そ
し
て
︑
四
写
本
の
内
容
に
つ
い
て
︑
書
誌
学
的
及
び
浄
土
教
学
的
な
視

点
か
ら
検
討
す
る
と
︑
そ
の
著
者
は
︑
明
禅
で
は
な
く
︑
明
遍
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
︒

　
つ
ま
り
︑
本
書
は
﹁
有
智
の
道
心
者
﹂
と
言
わ
れ
た
明
遍
が
︑
仏
道
を
歩

ん
で
い
く
上
で
必
要
な
生
活
規
範
二
十
一
項
目
に
つ
い
て
説
示
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

︻
付
記
︼﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
四
写
本
の
解
読
に
あ
た
り
︑
種
々
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
諸
先

生
方
に
︑
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
︒

︹
略
号
表
︺

　
　﹁
大
正
蔵
﹂
＝
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄︑　﹁
続
蔵
経
﹂
＝
﹃
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
﹄

　
　﹁
日
仏
全
﹂
＝
﹃
大
日
本
仏
教
全
書
﹄︑　﹁
浄
全
﹂
＝
﹃
浄
土
宗
全
書
﹄

　
　﹁
伝
全
集
﹂
＝
﹃
法
然
上
人
伝
全
集
﹄︑　﹁
真
聖
全
﹂
＝
﹃
真
宗
聖
教
全
書
﹄

　
　﹁
南
伝
﹂
＝
﹃
南
伝
大
蔵
経
﹄︑　
　
　
　﹁

P
T
S
﹂
＝  Pali Text Society

（
パ
ー
リ

聖
典
協
会
）

　
　（
※
﹁
大
正
蔵
﹂﹁
浄
全
﹂﹁
真
聖
全
﹂
等
の
頁
数
の
前
の
数
字
は
巻
数
を
表
す
︒）

注（
1
）  

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
﹁
鈔
﹂
に
つ
い
て
は
︑
写
本
に
よ
っ
て
は
︑﹁
鈔
﹂
で
は
な
く
︑

﹁
抄
﹂
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
︑
あ
る
い
は
︑﹁
抄
﹂
と
﹁
鈔
﹂
の
両
字
が
用

い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
︑
本
論
で
は
︑
原
文
の
記
載
に
つ
い
て
示
す
時
以
外

は
︑﹁
鈔
﹂
の
字
で
統
一
す
る
︒

（
2
）  

﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
﹄（
大
東
出
版
社
︑
一
九
三
五
～
一
九
三
七
年
）
第
二
巻
︑

二
九
九
頁
第
三
段
︒﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
著
者
別
書
名
目
録
﹄（
大
東
出
版
社
︑

一
九
八
八
年
）
六
三
一
頁
︒﹃
増
補
版
国
書
総
目
録
﹄（
以
下
﹃
国
書
総
目
録
﹄）（
岩

波
書
店
︑
一
九
八
九
年
）
第
二
巻
︑
五
一
九
頁
︑
第
一
段
︒

（
3
）  

﹃
国
書
総
目
録
﹄
第
二
巻
︑
五
一
九
頁
︑
第
一
段
︒

（
4
）  

こ
の
﹃
婆
娑
論
﹄
で
は
︑
本
論
﹁
四
︑
正
教
蔵
文
庫
本
に
つ
い
て
﹂
の
中
の
﹁（
二
）

正
教
蔵
文
庫
本
に
お
け
る
私
釈
に
つ
い
て
﹂
で
論
じ
る
よ
う
に
︑
殺
生
の
罪
を
犯
し

た
人
で
も
断
末
魔
の
苦
し
み
か
ら
遁
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ

て
い
る
︒

（
5
）  

﹁
真
清
﹂
は
︑﹁
信
西
﹂
の
﹁
シ
ン
ゼ
イ
﹂
と
い
う
音
だ
け
が
伝
承
さ
れ
て
︑﹁
真
清
﹂

と
誤
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
次
の
﹁
十
一
面
の
変
作
﹂
と
は
﹁
十
一
面

観
音
の
変
化
身
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒

（
6
）  
﹃
続
浄
全
﹄
十
五
︑ 

二
十
九
頁
︒

（
7
）  
な
お
﹃
国
書
総
目
録
﹄（
第
二
巻
五
一
九
頁
）
に
お
け
る
正
教
蔵
文
庫
本
の
解
説

部
分
に
は
︑﹁
西
教
寺
正
教
蔵
（
文
明
一
〇
享
運
写
本
慶
安
元
転
写
）（「
行
者
大
要

鈔
抜
書
」︑
慶
安
二
舜
興
写
）﹂
と
あ
る
︒
だ
が
こ
の
記
載
は
誤
り
で
あ
る
︒
別
紙
の

正
教
蔵
文
庫
本
翻
刻
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
︑
本
写
本
は
﹁
文
明
十
年
に
享
運
が
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書
写
し
た
も
の
を
︑
慶
安
元
年
に
舜
興
が
入
手
し
て
︑
観
音
寺
の
蔵
書
と
し
た
﹂
も

の
で
あ
る
︒
そ
し
て
本
写
本
冒
頭
か
ら
﹁
︙
︙
奉
書
写
候
︒
権
少
僧
都
享
運
﹂
ま
で

の
筆
跡
は
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
︑﹁
慶
（
安
）
元
年
五
月
﹂
以
下
の
筆
跡
は
そ
れ

と
は
全
く
異
な
る
︒
ま
た
舜
興
は
享
運
書
写
本
を
書
写
し
た
の
で
は
な
く
︑
入
手
し

て
観
音
寺
の
蔵
書
に
し
た
だ
け
で
あ
る
︒
さ
ら
に
﹁
行
者
大
要
鈔
抜
書
﹂
と
い
う
記

載
を
本
写
本
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
従
っ
て
正
教
蔵
文
庫
本
の
不

完
全
性
を
﹁
舜
興
が
抜
き
書
き
を
し
た
た
め
﹂
と
考
え
る
こ
と
は
全
く
で
き
な
い
︒

（
8
）  

従
っ
て
︑
正
教
蔵
文
庫
本
冒
頭
に
お
け
る
章
立
て
の
記
載
に
お
い
て
も
︑﹁
善
知

識
の
事
﹂
と
い
う
項
目
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒

（
9
）  

写
字
台
文
庫
本
や
河
野
美
術
館
本
で
も
同
様
の
文
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
︒

（
10
）  

以
上
︑
本
章
の
（
一
）
と
（
二
）
に
お
い
て
︑
他
の
三
本
と
比
較
し
た
時
の
︑
正

教
蔵
文
庫
本
に
お
け
る
欠
落
箇
所
︑
及
び
増
広
箇
所
に
関
し
て
論
じ
た
が
︑
そ
の
他

の
主
な
相
違
点
は
︑
正
教
蔵
文
庫
本
に
お
い
て
︑
以
下
の
よ
う
な
欠
落
箇
所
が
見
ら

れ
る
点
で
あ
る
︒﹁
看
病
の
事
﹂
の
末
尾
（
※
他
の
三
本
で
は
﹁
善
知
識
の
事
﹂
の

末
尾
）
に
お
け
る
﹁
或
る
聖
教
に
云
く
﹂
以
下
の
文
︒﹁
臨
終
善
悪
相
の
事
﹂
冒
頭

の
﹁
断
末
魔
を
ば
﹂
以
下
の
文
︒﹁
行
人
鬼
病
の
事
﹂
の
末
尾
の
﹁
又
い
や
か
き
に
﹂

以
下
の
文
︒﹁
師
奉
仕
の
事
﹂
の
末
尾
の
﹃
大
論
﹄
の
引
文
に
お
け
る
﹁
以
て
下
ら
ず
﹂

か
ら
﹁
云
云
﹂
ま
で
の
文
︒﹁
仏
︑
初
心
の
行
人
に
霊
験
を
隠
す
事
﹂
の
第
一
引
文

中
の
﹁
若
し
仏
﹂
の
﹁
仏
﹂
と
︑
同
引
文
末
尾
の
﹁
宣
あ
り
﹂︒
同
項
の
私
釈
中
に

お
け
る
﹁
経
論
の
中
に
﹂︒﹁
仏
像
経
巻
買
い
取
る
可
し
や
否
耶
の
事
﹂
の
私
釈
中
に

お
け
る
﹁
所
詮
は
︑
只
だ
売
る
は
失
か
也
﹂︒
そ
し
て
︑
最
後
の
﹁
已
上
︑
二
十
一
章
﹂︒

以
上
の
う
ち
︑﹁
又
い
や
か
き
に
﹂
以
下
の
文
に
つ
い
て
は
︑
同
項
に
お
け
る
文
脈

の
中
で
︑
そ
の
文
の
位
置
が
把
握
し
に
く
く
︑
こ
れ
は
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
原
本
に

は
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
︒
そ
し
て
︑
そ
の
他
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
原
本

に
は
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
書
写
伝
承
の
過
程
で
欠
落
し
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者

は
考
え
る
︒

（
11
）  

引
用
文
に
つ
い
て
は
︑
今
後
︑
出
拠
の
特
定
等
が
必
要
と
な
る
が
︑
本
稿
で
は
︑

各
経
論
釈
が
収
載
さ
れ
て
い
る
全
書
名
と
巻
数
︑
そ
し
て
そ
の
冒
頭
部
分
の
頁
数
を

示
す
に
留
め
た
︒

（
12
）  

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
︒

（
13
）  

こ
の
話
は
︑﹃
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
﹄
の
第
四
章
の
第
一
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒

P
T
S
本
の
パ
ー
リ
語
原
文
の
該
当
箇
所
（﹃T

H
E M

ILIN
D

APA Ñ
H

O
 w

ith 

M
ILIN

D
A-ṬĪ KĀ

﹄
一
八
八
頁
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒﹁Bhante N

āgasena, 

bhāsitam
-p’etaṃ

 Bhagavatā. Etad-aggaṃ
 bhikkhave m

am
a sāvakānaṃ

 bhikkūnaṃ
 

iddhim
antānaṃ

, yad-idaṃ
 M

ahām
oggallāno ti. Puna ca kira so laguḷ ehi paripothito 

bhinnasīso sañcuṇṇ itaṭṭ hi m
aṃ

sa-dham
ani-m

ajja-parikatto parinibbuto.

﹂︿
尊
者

ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
よ
︒
ま
た
︑
世
尊
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
説
か
れ
た
︒
比
丘

達
よ
︑
私
の
弟
子
の
比
丘
で
あ
っ
て
︑
神
通
を
有
せ
る
も
の
の
中
の
第
一
人
者
は
︑

こ
れ
マ
ハ
ー
モ
ッ
ガ
ラ
ー
ナ
で
あ
る
と
︒
さ
ら
に
ま
た
︑（
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
）

伝
え
聞
く
︒
彼
は
︑
棍
棒
で
打
た
れ
︑
頭
蓋
骨
が
割
れ
︑
骨
が
砕
か
れ
︑
筋
肉
︑
血
管
︑

骨
髄
が
切
断
さ
れ
︑（
そ
れ
に
よ
り
）
般
涅
槃
し
た
（
死
ん
だ
）︒﹀
こ
の
文
章
に
つ
い

て
︑
中
村
・
早
島
︹
一
九
七
三
︺︑
南
伝
共
に
︑
シ
ャ
ム
本
に
よ
り
︑
目
連
を
襲
っ
た

の
は
﹁
賊
﹂
で
あ
る
と
補
足
さ
れ
て
い
る
が
（
中
村
・
早
島
︹
一
九
七
三
︺
一
八
一
頁
︑

南
伝
五
十
九
下
︑
一
頁
）︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
で
は
﹁
執
杖
外
道
﹂
で
あ
る
と
す
る
︒

（
14
）  

こ
の
話
は
︑
P
T
S
本
の
﹃U

dāna

﹄
の
第
四
本
の
四
（
南
伝
二
十
三
︑ 

一
四
七
頁
）

に
出
て
い
る
︒
そ
の
該
当
箇
所
（﹃U

D
ĀN

A

﹄
四
十
頁
）
は
︑
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

﹁atha kho so yakkho taṃ
 yakkhaṃ

 anādiyitvā āyasm
ato Sāriputtatherassa sīse 

pahāraṃ
 adāsi.

﹂︿
さ
て
︑
彼
の
夜
叉
は
︑
他
の
夜
叉
に
従
わ
ず
に
︑
尊
者
舎
利
弗
長

老
に
対
し
て
︑
頭
に
一
撃
を
与
え
た
﹀︒
舎
利
弗
の
頭
を
叩
い
た
の
は
︑
P
T
S
本
で

は
︑﹁
夜
叉
﹂
と
さ
れ
て
い
る
が
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
で
は
﹁
優
婆
伽
吒
鬼
﹂
と
さ
れ

て
い
る
点
に
違
い
が
あ
る
︒

（
15
）  
二
十
一
項
目
の
生
活
規
範
の
詳
細
に
つ
い
て
は
︑
別
稿
を
期
し
た
い
︒

（
16
）  

例
え
ば
︑﹁
七
︑
魔
事
の
事
﹂
中
に
は
︑﹃
往
生
要
集
﹄（
九
八
五
年
成
立
）
が
引
用

さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
本
書
の
成
立
年
時
を
九
八
五
年
以
降
と
見
る
明
確
な
根
拠
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『行者大要鈔』攷

と
な
る
︒
そ
し
て
︑
明
遍
没
後
も
仏
教
の
名
著
は
多
く
著
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
明
遍

没
後
に
著
さ
れ
た
仏
教
書
か
ら
の
引
文
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の

著
者
明
遍
説
の
傍
証
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

（
17
）  

小
西
甚
一
校
注
﹃
一
言
芳
談
﹄
ち
く
ま
学
芸
文
庫
︑
三
十
一
頁
︒

（
18
）  

良
忠
﹃
徹
選
択
鈔
﹄
上
（﹃
浄
全
﹄
七
︑ 

一
一
七
頁
）︑
良
忠
﹃
観
経
疏
伝
通
記
﹄

（﹃
浄
全
﹄
二
︑ 

八
十
七
頁
）︑
聖
冏
﹃
伝
通
記
糅
鈔
﹄（﹃
浄
全
﹄
三
︑ 

一
一
五
頁
）︑

了
慧
﹃
選
択
大
綱
抄
﹄（﹃
浄
全
﹄
八
︑ 

十
四
頁
）︑
良
栄
﹃
東
宗
要
見
聞
﹄（﹃
浄
全
﹄

十
一
︑ 

二
三
五
頁
）︑
義
山
﹃
観
経
隨
聞
講
録
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
四
︑ 

六
四
八
頁
）︑
良

暁
﹃
伝
通
記
見
聞
﹄（﹃
続
浄
全
﹄
三
︑ 
十
四
頁
）︑
湛
澄
﹃
帰
命
本
願
鈔
諺
註
﹄（﹃
続

浄
全
﹄
八
︑ 

六
十
九
頁
）︒

（
19
）  

な
お
︑﹁
十
八
︑
道
人
貧
報
の
事
﹂
で
は
︑﹁
定
恵
（
＝
止
観
）﹂
に
つ
い
て
も
触

れ
て
い
る
が
︑
こ
こ
で
は
﹁
通
仏
教
で
は
︑
定
恵
が
中
心
行
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
﹂

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
︑
ま
た
︑
本
書
の
著
者
が
強
く
勧
め
る
﹁
布

施
行
﹂
の
対
立
的
な
行
と
し
て
︑﹁
定
恵
﹂
を
挙
げ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
︒
則
ち
︑

本
項
目
で
は
︑
定
恵
を
修
す
る
こ
と
を
勧
め
て
は
い
な
い
︒

（
20
）  

伊
藤
茂
樹
︹
二
〇
一
六
︺
五
十
七
～
五
十
八
頁
︑
三
木
︹
一
九
九
八
︺
二
三
五
～

二
四
五
頁
参
照
︒

（
21
）  

明
遍
は
﹃
往
生
要
集
﹄
所
説
の
念
仏
に
つ
い
て
︑
称
名
念
仏
中
心
に
理
解
し
て
い

る
（
那
須
︹
二
〇
〇
七
︺︑
那
須
︹
二
〇
一
六
︺︑
那
須
︹
二
〇
一
八
︺
参
照
）︒
従
っ

て
︑
こ
の
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
﹁
七
︑
魔
事
の
事
﹂
で
﹁
治
方
﹂
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
﹁
一
心
の
念
仏
一
門
﹂
は
︑
称
名
念
仏
で
解
釈
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
︒

（
22
）  

そ
の
他
︑
良
栄
﹃
浄
土
宗
要
集
見
聞
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
一
︑ 

四
七
一
頁
）︑﹃
行
状
絵

図
﹄
第
十
六
（﹃
伝
全
集
﹄
八
十
頁
）
等
︒

（
23
）  

そ
の
他
︑
聖
聡
﹃
大
経
直
談
要
註
記
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
三
︑ 

一
六
〇
～
一
六
一
頁
）
等
︒

（
24
）  

以
上
述
べ
た
︑
七
つ
の
一
致
点
の
う
ち
︑
明
禅
の
教
学
的
立
場
と
も
一
致
し
て
い

る
立
場
も
多
い
︒
例
え
ば
︑
明
禅
が
︑
第
一
の
浄
土
往
生
を
願
う
立
場
︑
第
二
の
称

名
念
仏
行
を
重
視
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
し
︑
ま
た

第
四
の
臨
終
正
念
を
重
視
し
て
い
た
と
す
る
立
場
は
︑﹃
翼
賛
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
六
︑ 

九
三
九
頁
）
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
第
五
の
臨
終
時
に
善
知
識
が
必
要
で

あ
る
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
こ
と
も
︑﹃
翼
賛
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
六
︑ 

六
一
三
頁
）︑

﹃
法
然
上
人
伝
記
（
九
巻
伝
）﹄（﹃
浄
全
﹄
十
七
︑ 

二
三
八
頁
︑﹃
伝
全
集
﹄
四
六
二
頁
）︒

﹃
法
然
上
人
伝
絵
詞
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
七
︑ 

二
八
一
頁
）
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑

第
七
の
三
世
で
因
果
を
語
る
立
場
に
明
禅
が
立
っ
て
い
た
こ
と
も
︑
聖
冏
（
一
三
四
一

～
一
四
二
〇
）
の
﹃
釈
浄
土
二
蔵
義
﹄（﹃
浄
全
﹄
十
二
︑ 

二
七
八
頁
）
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
明
遍
も
明
禅
も
共
に
︑
法
然
の
専
修
念
仏
の
教
え
に
救
済
の
道

を
見
出
し
た
上
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
教
学
的
立
場
を
構
築
し
た
僧
侶
で
あ
る
以
上
︑
当

然
の
こ
と
で
あ
る
︒﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
著
作
者
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
重
要

な
こ
と
は
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
の
上
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
浄
土
教
学
的
立
場
と
︑

明
禅
の
浄
土
教
学
的
立
場
と
の
間
に
は
︑
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
三
つ
の
大
き
な
相

違
点
が
確
認
で
き
る
の
に
対
し
︑
明
遍
の
浄
土
教
的
立
場
と
︑﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
所
説

の
浄
土
教
的
立
場
と
の
間
に
︑
齟
齬
は
全
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

︹
参
考
文
献
︺

青
木
淳
︹
一
九
九
二
︺﹁
空
阿
弥
陀
仏
明
遍
の
研
究
︱
︱
特
に
仏
師
快
慶
と
の
関
係
を
め

ぐ
っ
て
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
四
十
︱

二

青
木
淳
︹
一
九
九
三
︺﹁
空
阿
弥
陀
仏
明
遍
の
研
究 

Ⅱ
︱
︱
﹃
明
義
進
行
集
﹄
の
記
事
よ

り
み
た
信
仰
者
の
血
族
的
結
衆
に
つ
い
て
の
一
考
察
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄

四
十
一
︱

二

青
木
淳
︹
一
九
九
四
︺﹁
空
阿
弥
陀
仏
明
遍
の
研
究 

Ⅲ
︱
︱
中
世
高
野
山
に
お
け
る
結
衆

と
そ
の
背
景
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
四
十
二
︱

二

伊
藤
茂
樹
︹
二
〇
一
五
︺﹁
法
然
と
明
遍
の
念
仏
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
六
十
四
︱

一

伊
藤
茂
樹
︹
二
〇
一
六
︺﹁
明
遍
と
蓮
華
谷
聖
の
浄
土
教
﹂﹃
仏
教
大
学
仏
教
学
部
論
集
﹄

第
一
〇
〇
号

伊
藤
唯
真
︹
一
九
九
五
︺﹁
第
五
篇
︑
第
二
章 

明
遍
の
行
実
と
伝
記
﹂﹃
聖
仏
教
史
の
研
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究
・
上
﹄

大
谷
旭
雄
︹
一
九
六
一
︺﹁
散
心
問
答
と
明
遍
︱
︱
元
祖
の
称
名
「
摂
散
性
」
と
の
対
比
﹂

﹃
浄
土
学
﹄
第
二
十
八
輯

大
西
磨
希
子
︹
一
九
九
七
︺﹁
蓮
華
三
昧
院
所
蔵
阿
弥
陀
三
尊
像
の
主
題
と
明
遍
の
思
想
﹂

﹃
南
都
仏
教
﹄
第
七
十
四
・
七
十
五
号

梯
信
暁
︹
二
〇
〇
八
︺﹃
奈
良
・
平
安
期
浄
土
教
展
開
論
﹄
法
蔵
館

﹃
国
史
大
辞
典
﹄︹
一
九
九
二
︺
第
十
三
巻
（
ま
～
も
）︑
吉
川
弘
文
館

五
来
重
︹
一
九
七
五
︺﹁
一
五
︑
明
遍
と
蓮
華
谷
聖
﹂﹃
高
野
聖
﹄
角
川
選
書
七
十
九

關
恒
明
︹
一
九
九
四
︺﹁
明
遍
に
つ
い
て
の
一
考
察
﹂﹃
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
﹄
第

十
八
号

高
間
由
香
里
︹
二
〇
〇
八
︺﹁
蓮
華
三
昧
院
所
蔵
阿
弥
陀
三
尊
像
に
つ
い
て
﹂﹃
密
教
図
像
﹄

二
十
七

中
村
元
・
早
島
鏡
正
︹
一
九
七
三
︺﹃
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い
2
︱
︱
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ア

の
対
決
﹄
東
洋
文
庫
十
五
︑
平
凡
社

那
須
一
雄
︹
二
〇
〇
七
︺﹁
蓮
華
谷
明
遍
の
浄
土
教
思
想
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄

五
十
六
︱

一

那
須
一
雄
︹
二
〇
一
〇
︺﹁
明
遍
教
学
と
静
遍
教
学
﹂﹃
宗
教
研
究
﹄
八
十
三
︱

四

那
須
一
雄
︹
二
〇
一
六
︺﹁
明
遍
浄
土
教
と
弁
長
の
浄
土
教
学
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄

六
十
四
︱

二

那
須
一
雄
︹
二
〇
一
八
︺﹁
明
遍
浄
土
教
再
考
﹂﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
六
十
六
︱

二

那
須
一
雄
︹
二
〇
一
九
A
︺﹁
法
然
と
そ
の
門
下
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
︱
︱
特
に
弁
長
・

親
鸞
を
中
心
と
し
て
﹂﹃
真
宗
研
究
﹄
第
六
十
三
輯

那
須
一
雄
︹
二
〇
一
九
B
︺﹁
明
遍
作
﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
宗
教
研
究
﹄
第

九
十
二
巻
別
冊

那
須
一
雄
︹
予
定
︺﹁﹃
三
部
経
大
意
﹄
攷
﹂﹃
法
然
上
人
研
究
﹄
第
九
号
︑
法
然
上
人
研

究
会

名
畑
應
順
︹
一
九
二
〇
︺﹁
明
遍
僧
都
の
研
究
﹂﹃
仏
教
研
究
﹄
第
一
巻
第
三
号

長
谷
川
浩
文
︹
二
〇
一
六
︺﹁
明
遍
述
﹃
弘
法
大
師
念
仏
法
語
﹄﹂﹃
深
草
教
学
﹄
第

二
十
七
号

濱
田
隆
︹
一
九
六
五
︺﹁
蓮
華
三
昧
院
伝
来
︿
阿
弥
陀
三
尊
像
﹀
と
明
遍
を
め
ぐ
る
浄
土
教
﹂

﹃
仏
教
芸
術
﹄
第
五
十
七
号
︑
毎
日
新
聞
社

三
木
紀
人
︹
一
九
九
八
︺﹃
今
物
語
・
全
訳
注
﹄
講
談
社
学
術
文
庫

水
野
弘
元
︹
一
九
七
七
︺﹃
南
伝
大
蔵
経
総
索
引
・
増
補
改
訂
版
・
第
一
部
﹄
ピ
タ
カ

吉
岡
諒
︹
二
〇
一
八
︺﹁
明
遍
と
明
禅
の
遁
世
思
想
の
構
造
：
遁
世
思
想
の
岐
路
﹂﹃
真
宗

研
究
﹄
第
六
十
二
輯
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　『
行
者
大
要
鈔
』
那
須
所
持
本
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影
印
］
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﹃
行
者
大
要
抄
﹄
那
須
所
持
本
の
翻
刻

︻
表
紙
︼

六
ノ
九

行
者
大
要
抄
　
明
遍
之
御
口

︻
本
文
︼

︿
一
丁
目
表
﹀

明
遍
之
御
口

行
者
大
要
鈔

︿
二
丁
目
表
﹀

01
　 

　
　
行
者
大
要
抄
　
行
者
於
左
脇
机
朝
暮
可
見
之

02
一ニ

八
精
進
八
懈
怠
事
　
二ニ

睡
眠
事

03
三ニ

悪
人
遇
時
用
心
事
　
四ニ

住
處
事

04
五ニ

衣
食
事
　
六ニ

用
師
事

05
七ニ

魔
事
事
　
八ニ

酒
肉
五
辛
忌
事

06
九ニ

看
病
事
　
十ニ

善
知
識
事

07
十
一ニ

臨
終
善
悪
相ノ

事
　
十
二ニ

死
後ノ

事

08
十
三ニ

追
善
事
　
十
四ニ

似タ
ル二

功
徳ニ
一

罪ノ

事

︿
二
丁
目
裏
﹀

01
十
五ニ

不ル
レ

知
レ

罪ト
カ
トレ

罪ノ

事
　
十
六ニ

老
後ノ

懈
怠ノ

事

02
十
七ニ

行
人
鬼
病ノ

事
　
　 

十
八ニ

道
人
貧
報
事

03
十
九ニ

師
奉
事ノ

事
　
　
　 

廿ニ

佛
初
心ノ

行
者ニ

隠ス
二

霊
験ス
一

事

04
廿
一ニ

仏
像
売
買ノ

徳
失
罪
不ル
レ

罪ト
カ
ナ
ラ

事

05
　
　
　
　 

以
上

︿
三
丁
目
表
﹀

01
一
　
八
精
進
八
懈
怠ノ

事

02
長
阿
含
経ニ

云
八ノ

精
進ト

者
第
一ニ
ハ

若シ

比
丘
不ル
ト
キ
ハ

得エ

03
食ヲ
一

思ク

我レ

今マ

身
軽ク

眠リ

少シ

堪タ
リレ

宜ヘキ ク
ニ

勤
行ス
一

第
二ニ
ハ

得テ
ハレ

04
食ヲ

思ク

此ノ

身
力ラ

具
足セ
リ

此ノ

時
何
不ン
レ

勵マ

第
三ニ
ハ

依テ
二

05
昨ノ

事ニ
一

退セ
リ二

行
業ヲ
一

今マ

修シ
テレ

之ヲ

為ン
レ

償ツ
ク
ノ
フ
コ
ト
ヲ

第
四ニ
ハ

明
日
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06
可シ
レ

有ル
レ

事コ
ト

須ク

今
日
精
進シ
テ

非シ
二

懈ヲ
コ
タ
ル怠

一

第
五ニ
ハ

昨
日
遊

07
行シ
テ

勤メ

歎ク
レ

不コ
トレ
ヲ

行セ
一

第
六
依テ
二

明
日ノ

遊
行ニ
一

愁ヨ
レ

怠ラ
ン
コ
ト
ヲ

08
第
七ニ

ハ

病ヒ

軽キ

時ハ

思ク

不ル
レ

重
時ニ

身ヲ

励テ

可シ
二

精
進ス

︿
三
丁
目
裏
﹀

01
第
八ニ
ハ

病ヒ

重キ

時ハ

思ク

無
常
忽タ
チ
マ
チ
ニ

望ミ

命チ

終ン
コ
ト

在リ
レ

近ニ

念シ
テ二

02
心ニ

道ヲ
一

無レ
二

須
臾
捨ル
一 コ
ト

若シ

具ル
二

此ノ

八
精
進ヲ
一

者ノ
ハ

行ト
シ
テ

03
無シ
レ

不ト
レ 云
コ
ト

成セ

八
懈
怠ト

者
第
一ニ

若シ

比
丘
不ル
レ

得
レ

食ヲ

04
時ハ

思ク

我レ

今マ

疲ツカ
レ

極キハ
マ
ル

不ス
レ

堪タ
ヘ

可ニ
レ

勤ム

第
二ニ

得ル
レ

食ヲ

05
時
思ハ

ク

身
重ク

心ロ

嬾モノ
ウ　
シ

暫ク
ノ

休
息セ
ン

第
三ニ

有ル
二

少シ

事
一

06
時
思
我カ

身ミ

苦ク

力
盡タ
リ

第
四ニ

明
日
事
可シ
レ

有ル

今

07
日ハ

可シ

安ス
レ

身ヲ
一

第
五ニ

昨
日
遊
行シ
テ

此ノ

身
疲レ
タ
リ

08
第
六ニ

可シ
二

明
日
遊
行ス
一

今
日ハ

可シ
レ

怠ル

無
レ

修ル
コ
ト

︿
四
丁
目
表
﹀

01
第
七ニ

軽キ

病ニ

成テ
二

重キ

思ヲ
一

無シ
レ

修
第
八ニ

病
嗟イ
ヘ

02
畢ツ
テ

思ク

病ヒ

嗟イ
ヘ
テ

未タス
レ

久ラ

此ノ

身
何ソ

堪タ
ヘ
ンレ

行ス
ル
ニ

具ル
二

此ノ

03
懈
怠ヲ
一

者ノ
ハ

所ロ
レ

修ス
ル

永ク

無シ
レ

成ス
ル
コ
ト

04
四
十
二
章
経ニ

云
行ル
レ コ
ト

道ヲ

莫ナ
シ

二

暴ア
ラ

々ア
ラ

一 シ
ク
ス
ル
コ
ト

若シ

暴ア
ラ

々ア
ラ
シ
キ

時ハ

05
其ノ

身　ミ
疲ル

身
疲ヌ
レ
ハ

心ニ

生ス
レ

悩ヲ

メ々
ハ

行
即チ

退ヲコ
タ

ス

ル

若シ

行ヲ

06
退リ

ヌ
レ
ハ

罪ミ

倍マ
ス

々マ
ス

侵ス
ト

文
大
論ノ

卅
十
五ニ

云ク

行ン
コ
ト

譬ヘ
ハ

乗ル

07
車
馬ニ
一

者モ
ノ

早レ
ハ

留メ
レ

之
遅レ
ハ

須クヘ
シレ

如
レ

打カ
レ

鞭ム
チ
ヲ一

08
二ニ

睡
眠
事

︿
四
丁
目
裏
﹀

01
中
阿
含
経ニ

云ク

起シ
レ

眠リ

時ハ

正ク

以テ
二

冷レ
イ

水ヲ
一

可シ
レ

洗ア
ラ
フレ

面ヲ

又

02
可シ
レ

見ル
二

四
方ノ

星ヲ
一

又
爲セ
ン
ニレ

然カ

不ン
ハレ

能
レ

停ヤ
ム
コ
ト

入テ
レ

室ツ
ニ

眠レ

敷シ
イ
テ二

03
右ノ

脇ヲ
一

臥シ

心ニ

思ヘ
二

仏ノ

光ヲ
一
文

04
三ニ

會ア
フ

二

悪
人ニ
一

時ノ

用
心ノ

事

05
梵
網
経ノ

古
迹ニ

云
遇ン
二

悪
人ニ
一

時ハ

可シ
レ

発コ
ス二

三
念ヲ
一

06
一ニ

ハ

彼ノ

人ノ

心
性ハ

本ト

無シ
レ

悩ト
レ

人ヲ
一

依テ
二

煩
悩ノ

病ニ
一

此ノ

心ロ

07
在リ
レ

之レ

譬ヘ
ハ

付テ
二

悪
鬼
病ノ

人ニ
一

如シ
レ

罵ル
カ二

醫
師ヲ
一

二ニ

08
我レ

誓チ
カ
ツ
テ

可シ
レ

受ク
二

衆
生ノ

大
苦ヲ
一

今マ

此ノ

小
苦
何ソ

不ン
レ

忍ハ

︿
五
丁
目
表
﹀

01
三ニ

彼レ

悩ヲ

我レ

忍カ

故ニ

可シ
レ

成ス
二

忍
辱ノ

行ヲ
一

彼レ

我ニ

在リ
レ

恩

02
何ゾ

悪マ
ンレ

之ヲ
一
已
上
増
一
阿
含
経ニ

冨フ

楼ル

那
佛ノ

言ノ
タ
マ
ハ
ク

03
吾
正ク

可
レ

行ス
レ

忍ヲ

若シ

人ト

来テ

罵ノ
ラ
フレ

我ヲ

時ハ

不ル
レ コ
ト
ヲ

与ヘ
レ

拳ヲ
一

04
可
レ

喜フ

若シ

蒙ル
レ

拳ヲ
一

時ハ

不ル
レ コ
ト
ヲ

及
二

杖
木ニ
一

可シ
レ

喜フ

若シ

及ン
二

05
杖
木ニ
一

時ハ

不ル
レ コ
ト
ヲ

蒙ラ
二

刀
劒ヲ
一

可シ
レ

喜フ

若シ

被カ
フ
ム二
ル

刀
劒ヲ
一

時ハ

06
所ノ
レ

厭イ
ト
フ

五
薀ウ
ン
ノ

毒
身ヲ

忽ニ

捨ン
コ
ト
ヲ

可シ
二

歓
喜ス
一
文

07
私ニ

云
神
通ノ

目
連
執
杖
外
道ニ

奪ワ
ルレ

命ヲ

大
智

08
舎
利
弗
優　ウ
婆　ハ
伽　カ
吒　タ
鬼　キ
ニ

打ウ
タ

レ ル
ゝ

頭ヘ
ヲ

凡ソ

穢
土ノ

修
行
如シ

︿
五
丁
目
裏
﹀

01
レ

此ノ

勿レ
二

行
者
驚ヲ
ト
ロ一
ク
コ
ト

ヒ

コ
ク
セ
リ
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02
四ニ

住
処
事

03
天
台
止
観ニ

云ク

住
處ハ

是レ

道ノ

縁タ
リ

須へシ
ク二

静カ
ニ

撰エ
ラ
フレ

之ヲ
一

04
像
法
決
疑
経ニ

云
末
世ノ

比
丘
執
二

着ス
ル
コ
ト

住
處ニ
一

可シ
レ

如ナ
ル二

05
世
俗ノ
一

若
善
比
丘ノ

見テ
ハ二

三　ミ
月ツ
キ
ニ

一ト

度ヒ

住ル
ヲ一

言ヘ
シ

此ノ

比
丘

06
其ノ

心
不
レ

定ラ
二

狂
乱シ
テ

婁シ
ハ
シ
ハ

移リ

住ス
ト

成ス
二

此ノ

言ヲ
一

者ノ
ハ

得ル
レ コ
ト

罪ヲ
一

07
可シ
二

無
量ナ
ル一

文
増
一
阿
含
経ニ

云ク

佛ノ

言タ
マ
ハ
ク

不ン
ハレ

住セ
二

一

08
處ニ
一

備ソ
ナ
フ二

五ノ

功
徳ヲ
一

一ニ
ハ

不
レ
三

貧ト
ン

二

着セ
二

屋ヲ
ク

舎ニ
一

二ニ
ハ

︿
六
丁
目
表
﹀

01
不
レ

求メ
二

諸ノ

資　シ
具ヲ
一

三ニ

聚ア
ツ

レ メ
ン
ト

寳ヲ
一

不
レ

思ハ

　
四ニ
ハ

02
不
レ

着セ
二

諸ノ

伴ハ
ン

侶リ
ョ
ニ一

五ニ

無シ
二

親シタ
二シ
ム

在
家ヲ
一
文

03
止
観
云
得テ
ハ二

若シ

好ヨ
キ

處ヲ
一

頻シキ
リ
ニ

勿ナ
カ
レレ

移ル
一 コ
ト

文

04
五ニ

衣
食
事

05
止
観
云ク

是レ

雖ト
モ二

少
縁タ
一 リ
ト

能ク

辧ス
二

大
事ヲ
一

裸ハタ
カ

餧ウヘ
不

06
レ

安
道
有ン
レ

何ク
一 ン
カ

若シ

有ラ
ハ二

少ス
コ
シ
キ
ノ

事
一

知テ
レ

足タ
ン
ヌ
ト

勿レ
二

多ク

求ル
一 コ
ト

07
多
求ア
レ
ハ

自ラ

苦シ

又
悩ス
二

檀
那ヲ
一

可シ
レ

制ス
レ

食ス
二 ル
コ
ト
ヲ

非ヒ

時ジ

食ヲ
一

08
不レ

ハレ

然ラ

求テ
二

種
ノ々

飲
食ヲ
一

難シ
レ

得エ

二

一
心ヲ
一

譬ヘ
ハ

如シ
下

飼カ
ウ
ニ

︿
六
丁
目
裏
﹀

01
レ

馬ヲ

噴ハ
ム

レ レ
ハ

轡　ワ
ヲ一

無カ
中

求ム
ルレ

食ヲ

心
一
文

02
六
用ル
レ

師ヲ

事

03
大
論
云
雖ト
モレ

會ヘ
リ二
ト

好キ

法ニ
一

無レ
ハ二

教ユ
ル

者ノ
一

行ル
ニ

誤アヤ
マ

リ

リ

多シ

譬ヘ
ハ

04
如シ
下

病
人ノ

得ト
モ

吉キ

薬ヲ
一

不ル
カ中

求メ

良
醫ヲ
一
文

05
七ニ

魔
事ノ

事

06
止
観
云
行
者
能ク

可シ
レ

知ル

或ル

時ハ

師
僧
悪
口シ
テ

弟
子ヲ

07
瞋イ
カ
ラ
シ
メ

或ル

時ハ

弟
子
悪
口シ
テ

師
僧ニ

争ハ
ン

同
行モ

亦
爾カ

也

08
持
犯
要
記ニ

云
或ハ

比
丘
居シ
テ二

深
山ニ
一

静カ
ニ

勤メ

行ス
ル
ニ

有テ
二

︿
七
丁
目
表
﹀

01
空
中ニ

声コ
エ

一

讃メ
ン二

其ノ

所シ
ョ

得ヲ
一

依テ
レ

之レ
ニ

発シ
テ二

憍
慢ヲ
一

下タ
ス二

余ノ

02
道
人ヲ
一

大
般
若ノ

三
百
三
十
三ニ

云ク

讃レ
テレ

魔ニ

発ス
レ

慢ヲ
一

03
者ノ
ハ

罪ハ

過タ
リ二

五
逆ニ
一

可シ
レ

云ツ
二

天
上
中ノ

大
盗タ
ウ

人ニ
ン
ト一

同
経ノ

04
四
百
五
十
五ニ

云
依テ
レ

魔ニ

可
レ

好ム
二

悪
義ヲ
一

所ロ
レ

致ス
二

魔
力ヲ
一

05
人
挙コ

ゾ
テ

可シ
二

信
用ス
一

同
経ノ

五
百
四
十
六ニ

云
修ル
ニ二

菩
薩ノ

06
道ヲ
一

或ル

時ニ

得　エ
二

大
財ヲ
一

甚タ
シ

可シ
レ

有ル
二

挙ル
レ コ
ト

名ヲ
一

正ニ

可シ
レ

知ル

07
是レ

則チ

魔
事シ

也
依テ
レ

之
汙カ
シ二

清
浄ノ

心ヲ
一

為ル
レ

損ソ
ン

二 セ
ン
ト

自

08
行ヲ
一

也
速ニ

可シ
二

厭エ
ン

捨ス
一

起
信
論ニ

云
魔
人ニ
ン
ト
シ
テ

而
或ハ

︿
七
丁
目
裏
﹀

01
令メ
レ

得エ

二

神
通ヲ
一

或ハ

令ム
レ

見セ
二

佛
菩
薩ノ

身ヲ
一

或ハ

俄ニ

02
精
進ヲ

励シ
テ

速ニ

退キ

永
不
レ

修セ

或ハ

捨テ
二

本
行ヲ
一

更ニ

修シ
二

03
余ノ

行ヲ
一

不ス
トレ

成セ
二

彼レ
モ

此レ
モ一

文
止
観
云
魔　マ
始メ
ニ
ハ

勧メ
二

行
人ヲ
一

04
欲ル

ニレ

令ン
ト

作サ
レ

悪ヲ
一

不レ
ハレ

随ハ

巧ミ
ニ

令メ
レ

隨ハ
二

事ノ

善ヲ
一

所ル
レ

謂
行
人

05
閑ツ
カ

修ル

時
思ク

我レ

願ハ

立
塔ヲ
一

造テ
レ

寺ヲ

興
二

隆リ
ウ
セ
ン
ト

佛
法ヲ
一

依テ

06
レ

是レ
ニ一

求メ
二

世
財ヲ
一

或ハ

遇フ
二

悪
縁ニ
一

所ロ
レ

修ル

永ク

捨ル

ラ

タ
イ
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07
大
集
経
第
十
二ニ

云
菩
薩
発ス
二

憍
慢ヲ
一

是ヲ

名
二

魔マ
ノ

業ワ
サ
ト一

08
群
疑
論ノ

第
四ニ

云
内ニ

有リ
二

邪ノ

三
毒
一

外ニ

感カ
ン
ス二

神
鬼キ
ノ

魔ヲ
一

︿
八
丁
目
表
﹀

01
止
観ニ

云
鬼
妄リ
ニ

悩ス
レ

人ヲ
一

実ニ

依ル
二

行
人
種
ノ々

事ヲ

邪
憶オ
ク

一 ス
ル
ニ

02
往
生
要
集ニ

云
対
二

治ス
ル
コ
ト

魔
事ヲ
一

雖モ
レ

多ト

今マ

明ス
二

一ノ

治

03
方ヲ
一

所ル
レ

謂
一
心ノ

念
仏
一
門
是レ

也
護
二

念シ
タ
マ
フ

佛ノ
一

故ニ

04
法ノ

威
力ノ

故
無シ
二

魔
破ヤ
フ
ル一
コ
ト

文

05
八ニ

酒
肉
五
辛ヲ

忌ム

事

06
明
眼
論ニ

云
食シ
テ二

酒
肉
五
辛ヲ
一

不シ
テレ

経
宿ヲ

行シ
テ二

婬イ
ン

欲ヲ
一

07
不ル
レ

沐ア
ミ

二

浄
水ヲ
一

此
等ハ

為ス
二

不
浄ナ
リ一
ト

此ノ

不
浄ノ

身ニ
テ

着シ

08
レ

法
衣ヲ
一

入ル
二

道
場ニ
一

背ク
二

大ニ

理コ
ト
ハ一
リ

四
分
律ノ

比
丘
鈔ニ

云ク

︿
八
丁
目
裏
﹀

01
五
辛ノ

中ニ
ハ

蒜ヒ
ル
ヲ

為ス
レ

重ト

至テ

嗅
故
也
生ナ
マ
シ
キ
ハ

過カ

重ク

煑ル
ハ

02
過ト
カ

軽シ

又
云
諸
律ノ

中ニ
ハ

病
者ニ
ハ

許ス
レ

食コ
トレ
ヲ

蒜ヲ
一

但シ

居カ
ク
シ二

03
一ツ

少
房ニ
一

不レ
レ

穢サ

僧
座ヲ
一

七
日ノ

後
沐ミ
テ二

浄
水ヲ
一

薫シ
テレ

衣ヲ

04
交レ
二

僧
中ニ
一

有ル

人
引テ
二

毘
那
経ヲ
一

云
若シ

服ハ
レ

蒜
七
日
食ハ

05
レ

薤ニ
ラ
ヲ

三
日
服ハ
レ

荵ヲ

可シ
レ

忌ム
二

一
日ヲ
一

已
上

06
明
眼
論ニ

云
三ノ

世ノ

諸
仏ハ

皆
以テ

愚　グ
癡ヲ
一

為ス
二

大
不
浄ト
一

07
然ル
ヲ

不ル
レ

知ラ
二

一
文ノ

義
理ヲ
モ一

愚
僧
僅カ
ニ

行ス
二 ト
モ

一
食ヲ
一

不
レ

食セ
二

08
酒
肉
五
辛ヲ
一

以テ
二

婬
欲
不
犯ヲ
一

発テ
二

自
高ノ

心ヲ
一

毀ソ
シ
ル二

諸ノ

︿
九
丁
目
表
﹀

01
有
智ノ

人ヲ
一

其
過カ

過タ
リ二

五
逆ニ
モ一

02
九
看
病ノ

事

03
行
事
抄
云
世ノ

人
盛ル

時ハ

睦ム
ツ
ヒ

親ミ

病ノ

時ハ

奇テ

捨ツ

是レ

04
甚タ

賎キ

心
也
又
云
看
病ノ

人
不
レ

可ラ
レ

違チ
カ
ウ二

病
者ノ

心ニ
一

05
違ハ

発テ
二

病
人
己カ

心ヲ
一

失フ
二

正
念ヲ
一

毘
尼
母
論ニ

云
病

06
人
看
病
者ノ
ニ

違ヘ
ハ

過カ

也
僧
祇
律ニ

云
捨ル
ト二

自
行ノ

業ワ
サ
ヲ一

07
思ヒ
テ

勿レ
レ

捨ル
コ
ト

病
人ヲ
一

又
云
為ル
ニレ

見ン
ト二

人ヒ
ト

伴
上
佛ヲ

行テ
一

下

08
一
人ハ

道ニ
テ

会テ
二

病
者ニ
一

留リ

又
一
人ハ

捨テ

病
者ヲ
一

行
見ン
ト
ス
ル
ニ

佛

︿
九
丁
目
裏
﹀

01
大
是ヲ

令メ
テレ

辱チ

遂ニ

追
返テ

令タ
二 マ
フ

看
病
一

　
同
律ニ

云
佛
与ト
二

02
阿
難
一

行タ
二 マ
フ
ニ

一ノ

房
舎ニ
一

病
比
丘ノ

有ル
ヲ二

糞
穢ノ

中ニ
一

見タ
マ
フ

佛
問ハ
ク

03
汝チ

為ヤ
レ

食
否ヤ

汝ニ

有ル
ヤ二

同
学ノ

師
僧
一

否ヤ

病
人
言ク

不シ
テレ

食

04
今マ

経テ
二

七
日ヲ
一

我ニ

無シ
二

伴
僧
一

佛
問タ
マ
ハ
ク

汝ニ

有ヤ
レ

隣リ

答フ
レ

有リ
ト

而ル
ニ

05
糞
穢
甚キ

故ニ

忽ニ

移リ
ヌ二

他
処ニ
一

佛
哀ミ
テ

自ラ

水ヲ

挙ケ
タ
マ
フ

阿
難ハ

洗

06
レ

之ヲ

又
佛
舒テ
二

御
手ヲ
一

摩タ
マ二
フ

病
者ノ

額ヲ
一

病
者ノ

苦
忽ニ

除ル

佛

07
為
衆
生ノ
一

説
昔ノ

因
縁ヲ
一

言ク

過
去ニ

有テ
二

優
婆
塞
一

犯テ
レ

罪ヲ
一

08
為ニ
レ

王
被ル
レ

禁セ
一

其ノ

科カ

當リ
二

四
十
杖ヘ
ニ一

爰ニ

取ル
レ

杖ヲ

者
哀テ

︿
十
丁
目
表
﹀

01
レ

之ヲ

打テ
レ

地ヲ

成シ
テレ

声ヲ
一

実ニ

不ス
レ

打タ
レ

是ヲ
一

取リ
シ二

彼ノ

杖ヲ
一

者ノ

打ヌ
カ二

多

02
罪ノ

人ヲ
一

故ニ

生
ニ々

受テ
二

重
病ヲ
一

今
汝カ

身　ミ
即チ

是
也
遁レ
ン二

彼ノ

03
杖ヲ
一

優
婆
塞ハ

我カ

身　ミ
是レ

也
為メ
レ

報カ
二

昔ノ

恩ヲ
一

故ニ

令ム
レ

得
レ

除コ
ト二
ヲ
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04
今ノ

病
苦ヲ
一

佛
告ク
二

諸ノ

比
丘ニ
一

汝
等ラ

同
行ノ

人ノ

受ン
レ

病ヲ

不ン
ハレ

見　ミ

05
レ

是ヲ
一

正ニ

誰カ

扶ケ
ンレ

是
扶ケ
ハレ

是ヲ

者
同ク

出テ
レ

家ヲ

出テ
レ

苦ヲ

沙
門ト

成リ

同ク

06
如ヨ
二

一
姓ノ

兄
弟ノ
一

又
帰シ
テ二

衆
流
海ニ
一

似タ
リ二

一
味ナ
ル
ニ

四
分
律ニ

云ク

07
可シ
レ

見ル
二

師
弟
同
学ノ

病ヲ
一

若シ

無ハ
レ

是
可シ
レ

指ス
二

衆
僧ノ

人ヲ
一

若シ

08
無ハ
レ

是レ

次
第ニ

指シ
テレ

人
可シ
レ

令ム
レ

見
僧
祇
律ニ

云
僧

︿
十
丁
目
裏
﹀

01
中ニ

有ン
二

好ウマ
キ食
一

時
可シ
レ

与フ
二

看
病
人ニ
一
文

02
十ニ

善
知
識
事

03
律
鈔
云
大
徳ノ

行
人ト

与　ト
ヲ

智
人
一

請シ
テ

常ニ

勧メ

可シ
レ

誘ウ
一

04
又
云
有ル

時
経
巻ヲ

令メ
レ

取ラ
レ

手ニ
一

或ハ

佛
像ヲ

當テ
レ

眼ニ

常ニ

語テ
二

05
善
法ヲ
一

勿レ
レ

令ル
コ
ト

聞カ
二

世ノ

事ヲ
一

又
云
常ニ

勧メ
テ二

三
衣ヲ
一

可シ
レ

着ク
サ
ス

06
又
云
正ニ

随テ
二

病
人ノ

志ニ
一

可
レ

勧ム
レ

之ヲ
一

或ハ

持
戒
或
読
誦

07
或ハ

西
方ノ

阿
弥
陀
或ハ

霊
山ノ

釋
迦
等
也
各ヲ
ノ
ヲ
ノ

褒ホ
メ

其ノ

08
行ヲ
一

面
ニ々

挙テ
二

其ノ

徳ヲ
一

可シ
レ

令シム メ
下

病
者ノ

心ヲ

歓
喜
一
上

︿
十
一
丁
目
表
﹀

01
観
念
法
門ニ

云
善
友ヲ

可シ
レ

同ス
二

病
人ニ
一

若ハ

夢メ

若ハ

覚ウツ
ツ
ニ
モ

見ル
二

何ナ
ル

02
境
界カ
一

若シ

語ラ
ハ二

悪
相ヲ
一

共ニ

是ヲ

懺
悔
念
仏ヘ
シ

語ハ
二

善
相ヲ
一

聞
訖テ

可シ
三

03
注シ
二

置ク

之ニ
一

又タ

酒
肉
五
辛ノ

人ハ

努ユ
メ

々
不
レ

可ラ
二

近
来ル
一

悪
鬼

04
得テ
レ

便リ
ヲ

病
人
狂テ

失フ
テ二

正
念ヲ
一

落ル
二

悪
趣ニ
一

故
也
探
玄
記
云

05
依ル
ニ二

西
国ノ

法ニ
一

欲ン
二 ニ
ハ

命
終ト
一

焼キ
レ

香
鳴シ
テレ

磬ヲ

可シ
レ

唱フ
レ

仏
名ヲ
一

06
天
台
大
師ノ

云タ
マ
ハ
ク

臨
終ニ

聞ハ
二

鐘
聲ヲ
一

得ル
二

其ノ

人
正
念ヲ
一

也

07
或
聖
教
云
非ス
二

難キ
ニ二

往
生ノ
一

只
値コ
ト二

善
知
識ニ
一

難シ
文

08
十
一ニ

臨
終ニ

善
悪ノ

相ヲ

知ル

事
断
末
魔ヲ
ハ

死
苦ト

反ス

此ノ

段
一
大
事ノ

習

　
　
　
　
　
　

　

也
　
　
　
　
　

︿
十
一
丁
目
裏
﹀

01
瑜
伽
論
云
善
心ニ

シ
テ

死ル

者ハ

安
楽ニ
シ
テ

終ル

悪
心ニ
シ
テ

死ル

者ノ
ハ

苦
悩シ
テ

02
死ス

大
論ニ

同シ

是ニ

私ニ

是ハ

説ク
二

多
分ヲ
一

也
婆
娑
論ニ

云
或ハ

阿

03
羅
漢ノ

断
末
魔ノ

苦
被ル
ルレ
モ

責
有リ

或ハ

殺
生ノ

者ノ
ノ

遁ル
ル二
モ

断
末

04
魔ニ
一

有リ

是レ

皆
過
去ノ

業
報カ

故
也
私
云
此ノ

悪
人ハ

先
世ノ

善

05
業ハ

受ン
二 ト
ス
ル
ニ

次ノ

生ニ
一

也
今
生ノ

悪
業ヲ
ハ

第
三
生ニ

受ト
ス
ル

也
探
玄
記
云

06
臨
終ニ

色
黒ハ

落ル
二

地
獄ニ
一

也
色
青ハ

畜
生ナ
リ

生ル
二

餓
鬼ニ
一

者ハ

07
出ス
レ

舌ヲ

生ル
ハレ

人ニ

面テ

常ノ

色ロ

也
生ル
ハレ

天ニ

弥
鮮ア
サ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

其
形
可シ
レ

愛ツ

08
抄
枇　ヒ

ニ

云ク

臨
終ニ

色ロ

黄ナ
ル
ハ

堕ツ
二

餓
鬼ニ
一

也
対
法
論
等ニ

云
善

︿
十
二
丁
目
表
﹀

01
行
人ハ

命
終ノ

時
身ミ
ノ

冷ル
コ
ト

下ヨ
リ

上ヘ

昇ル

悪
業ノ

人ハ

上ヨ
リ

下ヘ

下タ
ル

02
諸
経
要
集ニ

云
善
人ノ

自リ
レ

足
臍ホ
ソ
マ
テ

冷テ

終ハ

生ス
レ

人
頭マ
デ

冷
生ス
レ

天ニ

悪

03
人ノ

上ヨ
リ

腰コ
シ
マ
デ

冷テ

終ル
ハ

生ス
二

餓
鬼ニ
一

膝ヒ
サ
マ
デ

冷テ

終ハ

落ツ
二

畜
生ニ
一

足マ
テ

冷テ

終リ

堕ツ
二

04
地
獄ニ
一

阿
羅
漢ノ

入ル
二 ニ
ハ

涅
槃ニ
一

頂マ
デ

冷テ

終ル
ナ
リ

倶
舎ニ

云
生ル
レ

天
者ハ

識コ
コ
ロ

05
胸マ

テ

冷テ

滅ス

私ニ

云
識シ
キ
ト

燸ナ
ン
ハ

ツ
レ
テ
消ル

云
堕ル
二

地
獄
一

也
生ル
レ

人ニ

者ノ
ハ

燸ナ
ン
ノ

消ス
ル

事ヲ

云フ
ニ

06
倶
舎ニ

ハ

胸マ
テ

冷ヘ

昇ツ
テ

終ル
ト

云ヘ
リ

諸
経
要
集ニ
ハ

頂マ
テ

冷ル
ト

云ヘ
リ

案ル
ニレ

是ヲ

07
生ル
レ

天ニ

者ニ

有リ
二

二
類
一

可キ
二

意
得
一

也
例ハ

阿
羅
漢ニ

如シ
レ

有ル
カ二

二

08
類
一

瑜
伽
論ニ

云
悪
業
重キ

者ハ

眼ニ

見ル
カ二

種
ノ々

苦ノ

相ヲ
一

故ニ

或ハ

︿
十
二
丁
目
裏
﹀

コ
ゝ
ロ
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01
白キ

流シ
レ

汗ヲ
一

或ハ

身ノ

毛
弥ヨ

立チ

手
足
乱
騒サ
ワ
ク

漏シ
二

大
小
便ノ

利ヲ

把ニ
キ
リ二

02
虚
空ヲ
一

飜ス
二

目ノ

人ト

見　ミ
ヲ一

守
護
国
界
経ニ

云
堕ル
二

地
獄
一

者ノ
ハ

或ハ

03
挙テ
二

左
右ノ

手ヲ
一

把リ
レ

空ヲ
一

或ハ

不
レ

隨ハ
二

善
知
識ニ
一

或ハ

啼
咽ム
セ
フ

或ハ

不ス

04
知ラ
二

大
小
便ノ

利ヲ
一

或ハ

不
レ

開カ
レ

目ヲ
一

或ハ

常ニ

隠ス
レ

面ヲ

或ハ

覆シ
ニ

臥ス

05
如ク
レ

此ノ

有リ
二

十
五ノ

相
一

餓
鬼ニ

落ル

者ハ

舐ネ
フ
ルレ

唇ル
ヲ

或ハ

身
甚タ

熟
或ハ

06
願フ
二

餓
食ヲ
一

或ハ

張リ
レ

口
或ハ

不ス
レ

漏レ
二

小
便ニ
一

或ハ

右ノ

膝ヒ
サ

先マ
ツ

冷ヘ

或ハ

右ノ

07
手ヲ

把ル

如ク
レ

此ノ

等ノ

八ノ

相ア
リ

堕ル
二

畜
生ニ
一

者ノ
ハ

深ク

戀コ
ヒ

二

妻
子ヲ
一

悲ム

或ハ

鋻カ
カ
ム二

08
手テ

足ア
シ
ノ

指ヲ
一

或ハ

一ヒ

身ニ

汗セ

生
或ハ

口ノ

中ニ

泡ア
ハ
ヲ

噛カ
ミ

如ノ
レ

此
五ノ

相ア
リ

行ク

︿
十
三
丁
目
表
﹀

01
レ

人
者ハ

心ニ

生ス
二

種
ノ々

善ヲ
一

身ニ

苦ク

痛コ
ト

少シ

心ニ

思テ
二

父
母ノ

事ヲ
一

妻
子ニ

02
発ス
二

哀ノ

心ヲ

或ハ

請シ
二

三
寳ヲ
一

唱フ
二

三
寳ノ

名
字ヲ
一

如
レ

此ノ

十
相ア
リ

生ル

03
レ

天ニ

者ノ
ハ

大
体
同シ
レ

人ニ

心
発ス
二

種
ノ々

善ヲ
一

或ハ

仰テ

含ム
レ

咲ヲ

或ハ

04
眼ノ

色
甚タ

清シ

私ニ

問
云
今マ

所ロ
レ

注ス

多ク

是レ

三
界
六

05
道ノ

相ヘ
シ

若シ

爾ラ

者ハ

往
生
浄
土ノ

其ノ

相
如
何
若シ

往
生
浄

06
土ノ

寄
瑞ハ

経
論ニ

云
不
レ

委
諸
伝ノ

中ニ

或
異
香
或
瑞
雲ン

07
或ハ

音
楽
種
ニ々

出リ

之ヲ
一

又タ

往
生
浄
土ノ

相ハ

生ル
レ

天
相ト

大

08
躰
可シ
レ

同タ
ル

彼ノ

入
滅ノ

時キ

留ル
二 モ
ノ
ア
リ

燸
気ヲ
一

如シ
下

生ル
二

夜
摩
天ニ
一

者ノ
ニ

︿
十
三
丁
目
裏
﹀

01
同ル
カ上

但
佛ノ

垂タ
マ二
フ
ニ

應
用ヲ
一

顕
応ハ

及フ
二

他
人ノ

見モ
一

冥
応ハ

不
レ

然ラ
一

02
能
能
可
レ

思フ

之ヲ
一

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
賢
大
願
事
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
者
懺
悔
業
障
　
八
者
常
隨

仏
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
者
敬
礼
諸
佛
　
二
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
者
随
喜
功
徳

03
十
二ニ

死
後
事
　
一
　
二
者
称
讃
如
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
者
恒
順

衆
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
者
請
轉
法
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
者
廣
修
供
養
　
三
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
者
請
仏
住
世
　
十
者
普
皆

回
向

04
律
鈔ニ

云
持テ
レ

衣
覆テ
二

亡
人ニ
一

送ル

但シ

衣ヲ

徒
勿レ
レ

埋コ
ト

又
云
送ル
二

05
亡
僧ヲ
一

輿コ
シ
ヲ
ハ

軽ク

作ヘ
シレ

之ヲ
一

上ヘ
ニ

置キ
二

白
天
蓋ヲ
一

下タ
ニ

可
レ

廻ス
レ

裳　モ
ヲ一

四
人シ
テ

06
可シ
レ

持ツ
レ

之ヲ
一

亡
者
若シ

或ハ

師
匠
或ハ

父
母
有ル
レ

恩
類ナ
ラ
ハ

其ノ

子コ

︿
十
四
丁
目
表
﹀

01
弟
子ハ

等
可レ
持ツ
レ

之
私ニ

云
釈
尊
搔コ
ト二
ハ

大
王ノ

棺ヲ
一

02
増
阿
含
経ニ

出タ
リ

荷
二

姨
ヲ
ハ
キ

　
母ノ

　
轝ヲ
一

見タ
リ二

大
愛ア
イ

道
経ニ
一

遊ユ

聖

03
猶ヲ

爾シ
カ
ナ
リ

凡
類ハ

不
レ

足ラ
レ

云ニ

律
鈔
云
一
人ハ

焼
香シ

一
人ハ

導ヘ
シ

04
一
寺
挙テ

送ル
レ

是ヲ

無
常
経ニ

云
殯ハ
ウ
フ
ル

所
至ラ
ハ

焼
香
散
花シ
テ

05
可シ
レ

誦ム

経ヲ

然シ
テ

後
殯ハ
フ
レレ

是ヲ

律
鈔
云
天
竺ニ

四
葬ア
リ

一ニ
ハ

06
水
葬
二ニ

ハ

火
葬
三ニ
ハ

土
葬
四ニ
ハ

野
葬ナ
リ

律ニ
ハ

多ク

07
明ス
二

火
葬ト

野
葬ト
ヲ一

若
火
葬セ
シ

時ハ

石
ヲ

敷ヘ
シ

勿レ
レ

為ス
ル二
コ
ト

草ノ

08
上

︿
十
四
丁
目
裏
﹀

01
十
三
追
善ノ

事

02
得ル
ハニ

七
分カ

一ヲ
一

限ル
二

悪
人ニ
一

事
也
善
人ハ

全ク

悉
可
レ

得
之ヲ
一

03
随
順
往
生
経
云
若
亡
者ノ

厳ル
レ

身
具
或
屋ヲ
ク

宅　タ
ク

等マ
テ
モ

イ

ウ
ト
ン
ミ
ノ
コ
ト
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04
是ヲ

供
二

養シ
テ

三
寳ヲ
一

令テ
三

喜
二

其
福ヲ
一

回
向レ
ハ

功
徳
力ノ

故ヘ
ニ

悪

05
趣ノ

苦
忽ニ

離
得ウ

レ

生コ
ト二
ヲ

佛
土ニ
一

梵
網
経
云
若シ

父
母
兄

06
弟
師
僧
等ノ

死ラ
ン

乃
至
七
日
七
日ニ
ハ

可シ
レ

読
二

誦
講
讃ス

此レ

07
菩
薩
大
乗
戒ヲ
一

人
師ノ

釋シ
テ

云
依
此ノ

戒
法ニ
一

故ニ

堕ル
二

悪
趣ニ
一

08
者ハ

生シ
二

人
天ニ
一

生ル
二

人
天ニ
一

者ハ

得
レ

見コ
トレ

佛ヲ
一

光
明
真
言ノ

儀

︿
十
五
丁
目
表
﹀

01
軌ニ

云
若シ

有
二

孝
子
一

於テ
二

父
母ノ

墓カ

処ニ
一

安
二

置レ
ハ

卒
塔
婆ヲ
一

其

02
父
母
不ス
レ

堕セ
二

悪
趣ニ
一

化
二

生シ
テ

浄
土ニ
一

又
云
光
明
真
言
満テ
二

一

03
百
遍ヲ
一

加
二

持シ
テ

土
砂ヲ
一

散レ
ハ二

死
骸カ
イ
ニ一

如ノ
レ

上ノ

益ヲ

得ヘ
シ

04
婆
娑
論
云
昔シ

雖モ
下

可キ
レ

生ス
二

善
處ニ
一

造
中

福
業ヲ
上

爲メ
ニ二

余ノ

05
悪
業ノ
一

被レ
テレ

遮サ
サ
ヘ

不ル
ニレ

能
レ

感ル
レ コ
ト

果ヲ
一

今マ

孝
子
等カ

依テ
二

追
善ニ
一

除キ

06
レ

障ヲ

宿
善
忽ニ

来リ

感リ

可シ
レ

得
レ

意
一

07
十
四ニ

似ル
二

功
徳ニ
一

罪ノ

事

08
　
　 

涅
槃
経
第
廿
六ニ

云

︿
十
五
丁
目
裏
﹀

01
似テ
二

善
事ニ
一

而モ

堕ル
二 コ
ト

悪
道ニ
一 ア
リ

一ニ
ハ

爲ニ
レ

勝レ
ンレ
カ

人ニ
一

学ス
ル二

経

02
論ヲ
一

二ニ
ハ

爲ニ
レ

得
二

供
養ヲ
一

持ツ
二

禁
戒ヲ
一

三ニ
ハ

爲メ
ニレ

随ン
カレ

人ヲ
一

施ス
レ

物ヲ

03
等
也
持
犯
要
記ニ

云
若シ

人ト

爲ニ
レ

貴カ
レ

世ニ

毀リ
二

自
身ヲ
一

04
讃ム
二

他
人ヲ
一

或ハ

讃メ
レ

人
人ト

又タ

可シ
レ

讃ム
レ

我ヲ

知テ

讃メ
レ

他
毀リ

05
レ

自ヲ

此ノ

罪
甚タ

深シ

可シ
二

重カ

中ノ

重ナ
ル一

06
十
五ニ

不ル
レ

知
レ

罪ト

罪ノ

事

07
弘
決ノ

第
四ニ

云ク

人
思ク

着ル
レ

香ニ

無
レ

科ト
カ

今マ

謂ク

不
レ

爾ラ

着ル

08
レ

香ニ

人ハ

開キ
二

煩
悩ノ

門ヲ
一

塞ギ
二

佛
法ノ

路ヲ
一

百
年ノ

間タ

持テ
ル

︿
十
六
丁
目
表
﹀

01
禁
戒ノ

功
徳
破テ
二

一
時ニ
一

舎
利
弗
問
経ニ

云
若シ

比
丘
一
日

02
乗レ

ハ二

馬
車ニ
一

失ナ
フ二

五
百ノ

日ノ

持　チ
斎サ
イ
ノ

功
徳ヲ
一

但シ

老フ

比

03
丘ノ

無ラ
ンレ
ヲ
ハ

力
許ス

04
十
六ニ

老
後ノ

懈
怠ノ

事

05
涅
槃
経ノ

第
十
一ニ

云
譬ヘ
ハ

甘カ
ン

蔗シ
ャ
ノシ

ホ
ラ
レ
テ
其
糟ス
ニ

如シ

06
レ

無カ
レ

味ヒ
一

人
為メ
ニレ

老ノ

被テ
レ

犯サ

失フ
二

仏
道ノ

三
昧ヲ
一

一ニ
ハ

不
願ハ
二

07
出
家ヲ
一

二ニ
ハ

読
誦
懶モ
ノ
ウ
シ

三ニ
ハ

坐
禅
無シ
レ

味ヒ

08
増
一
阿
含
経ノ

第
一ニ

云
大
迦
葉
答テ
二

阿
難ニ
一

云
我カ

年シ

︿
十
六
丁
目
裏
﹀

01
老ヒ

朽チ
テ

聞ケ
ル

処ロ

多ク

忘タ
リ

善
導ノ

云ク

各ヲ
ノ
ヲ
ノ

力
有ラ
ン

時

02
励
励ン

デ

求ヨ
二

常
住ヲ
一

遺
教
経ニ

云ク

無シ
テレ

成ス
コ
ト

空ク

死ナ
ハ

03
後ニ

必ス

悔ラ
ン

論ニ

釋テ
二

此ノ

文ヲ
一

後ノ

悔ニ

三
重ア
リ

一ニ
ハ

04
老テ

後ノ

悔ユ

盛シ

時キ

不シ
テレ

勤メ
一

悔ル

也
二ニ
ハ

臨
終ノ

悔イ

05
平
生ノ

時
不シ
ヲレ

修セ
一

悔ユ

三ニ
ハ

死シ
テ
ノ

悔ヒ

閻
王ノ

蒙ル

06
レ

責メ
ヲ

時キ

悔
悔
也
三
重ノ

悔ヒ

次
第ニ

後ハ

増マ
サ

レ リ
テ

前マ
ヘ
ニ

07
悲ミ

徹ト
ホ
ル二
ト

骨
髄ニ
一
文

08
十
七
行
人ノ

鬼
病ノ

事

︿
十
七
丁
目
表
﹀

エ
ヒ
カ
ツ
ラ
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『行者大要鈔』攷

01
止
観ノ

第
八
云ク

雖ト
モレ

防ト
二

道
場
神
怨ア
タ
ヲ一

決
定
業ノ

報ヲ
ハ

留ル
レ コ
ト

之

02
不ス

能ハ
一

譬ヘ
ハ

所ノ
レ

負　ヲ
フ

物ヲ

責ル
レ ヲ
ハ

主シ

如シ
レ

不ル
カレ

得
二

守
護
人ノ

防コ
ト一
ヲ

03
妙
楽ノ

云
守
護
神ノ

防ク
ト

云
ヘ
ト
モ
只タ
タ

横ニ

防ク
レ

悩ヲ

也
文

04
私
云
世ノ

人
思ク

鬼
病ハ

皆
是レ

横
病
也
非
業ト
ス

是レ

則チ

05
愚
癡ノ

事
也
必モ

不
レ

爾ラ

抑
成レ
ハ二

勇
猛
強
盛ノ

行
人ニ
一

06
定
業ト

云
ヘ
ト
モ
可シ
トレ

転ス

見ヘ
タ
リ

07
止
観ニ

云
命ヲ

滅サ
ン二
ト

道
場ニ
一

云
勵
二

決
定ノ

心ヲ
一

不ン
レ

滅セ
二

何レ
ノ

罪カ
一

08
不ン
レ

轉セ
二

何ノ

業カ
一

譬ハ

如シ
三

大
將ノ

心
武タ
ケ
ナ
レ
ハ

成カ
二

衆
兵ノ

勇ヲ
一

行
者ノ

︿
十
七
丁
目
裏
﹀

01
心ロ

武レ
ハ

守
護
神
増ス
レ

力ヲ

也

02
増
一
阿
含
経ノ

五
十ニ

云ク

挙テ
二

悪
鬼
拳ヲ
一

打ツ
二

舎
利
弗ノ

頭ヲ
一

尊

03
者
雖ト
モレ

痛ト

之ヲ
一

不
レ

及ハ
二

大
苦ニ
ハ一

此ノ

鬼ノ

力ハ

若シ

打ン
二 コ
ト

耆　ギ
闍
崛
山ヲ
一

以セ
ハ二

04
一ト

挙ヲ

彼ノ

山
折ク
タ
ケ
ン
コ
ト

可シ
レ

如ナ
ルレ

砂ノ
一

私
云
此ノ

文
一ニ
ハ

得
道ノ

聖ナ
リ
ト

05
云
ヘ
ト
モ
依テ
二

定
業ニ
一

蒙ル
二

悪
鬼ノ

悩ヲ
一

証
拠
也
二ニ
ハ

雖ト
モレ

受ク
ト二

06
定
業ヲ
一

轉シ
テ

軽ク

受ル

証
拠
也
又
イ
ヤ
カ
キ　ニ
然ル
ニ

乞
食ル
ニ

07
六
目マ
テ

得ス
レ

食ヲ

命チ

既ニ

絶ナ
ン
ト
ス

同
学
与ル
ニレ

食ヲ

鳥
来テ

取テ

去ヌ

08
羅
旬
比
丘ノ

事ナ
リ

︿
十
八
丁
目
表
﹀

01
十
八ニ

道
人
貧
報ノ

事

02
抄
枇ニ

云
出
家ノ

人ノ

定
恵ハ

是レ

正ニ

可シ
レ

修ス

法
也
傍ラ
ニ

又
福

03
業ヲ

可
レ

修ス

若
不ハ
レ

修
レ

福ヲ
一

生
ニ々

貧シ

乃
至
得テ
モレ

悟ヲ

乞
食ル
ニ

不ス
レ

得

04
舎
利
弗ニ

弟
子ア
リ

羅
旬
比
丘ト

云
持
戒
精
進
也
然ニ

乞
食ル
ニ

05
六
日マ

テ

食ヲ

不
得
命
既ニ

為ス
レ

絶ン
ト一

同
学
与ル
ニレ

食ヲ

鳥
来テ

取テ

去ヌ

06
目
連
又
励ハ

ケ
二 マ
シ
テ

神
力ヲ
一

施ニ
レ

食ヲ

正ニ

欲ル
レ

入レ
ン二
ト

口ノ

中ニ
一

時キ

変シ
テ

泥ト

成ヌ

07
又
終ニ

以テ
二

佛
力ヲ
一

令タ
マレ
フ

得シ

之
一

乃
至
後ニ
ハ

食フ
テレ

砂ヲ

入ル
ト二

涅
槃ニ
一
文

08
像
法
決
疑ニ

云ク

未
来ノ

悪
比
丘
出
家ノ

人ノ

見テ
ハレ

行ル
ヲ二

布
施ヲ
一

︿
十
八
丁
目
裏
﹀

01
毀リ

可シ
レ

云フ

夫レ

出
家ノ

法ハ

閑カ
ニ

可シ
レ

修ス
ニ

定
恵ヲ
一

何ソ

成ト
二 云
フ

無
益ノ

02
能ワ
サ
ヲ一

成ス
二

此ノ

言ヲ
一

者ハ

可シ
レ

知ル
二

悪
魔ノ

眷
属
也ト
一

堕テ
二

地
獄
餓
鬼ニ
一

03
後ニ
ハ

貧
窮
無
福ニ
シ
テ

一
事モ

不
レ

可ラ
レ

有ル
レ

叶フ
レ コ
ト

心
是レ

則
見テ
二

他ノ

施ヲ
一

04
発セ

シ二

悪
心ヲ
一

故
也
大
論
三
十
二ニ

云ク

舎
利
弗
以テ
二

一
鉢ノ

飯ヲ
一

05
供ス
レ

佛ニ

佛
受テ
レ

是ヲ

施タ
マ二
フ

餓ル

狗ニ
一

佛
問タ
二 マ
ク

舎
利
弗ニ
一

汝カ

供ル
トレ

我ニ
一

06
我カ

施ト
レ

狗
其ノ

功
徳
何カ

多
舎
利
弗ノ

曰
佛ハ

以テ
二

悲
心ヲ
一

07
施タ
マ
フ

故ニ

施タ
マレ
フ

狗ニ
一

功
徳
可シ
レ

多ル

同
論ノ

第
廿
六ニ

云
佛
以テ

08
レ

食ヲ

入レ
二 タ
マ
フ
ニ

御
口ノ

中ニ
一

天
人
請
二

取テ

是ヲ
一

十
方ノ

餓
施ス
二

衆
生ニ
一

︿
十
九
丁
目
表
﹀

01
私
云
故ニ

供
二

本
尊ニ
一

物ヲ
ハ

乞ツ

匃
人
若ハ

可シ
レ

施ス
二

禽
獣
等ニ
一

02
十
九ニ

奉キ
ウ

仕ジ

師
長ノ

事

03
大
論ノ

四
十
九ニ

云
依テ
レ

師ニ

可シ
レ

得
二

無
上
道ヲ
一

何ゾ

不ン
二

恭

04
敬
供
養
一

若シ

師ニ

不レ
ハ二

奉
仕
一

吉キ

井ニ

如シ
レ

無カ
レ

綆ル
一 コ
ト

不
レ

可
得
二

05
功
徳ノ

水ヲ
一

又
云
師ノ

教ヘ

直ク
ハ

不
レ

可
レ

見ル
二

師ノ

科カ
ヲ一

犬ノ

皮ノ

06
嗅キ

袋ニ

入テ
レ

金
人ニ

與ン
ニレ

是ヲ

不
レ

取ラ

人
一

乎
又
暗キ

時キ

行ン
ニ二

嶮キ

路ヲ
一
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07
悪キ

人ト

若シ

捧テ
レ

火ヲ

来ラ
ン
ニ

不
レ

用イ
レ

是ヲ
一

哉
増
一
阿
含ノ

十
九ニ

云

08
舎
利
弗
受テ
レ

痛ヲ

甚タ

苦
痛
有リ
下

最
後ニ
上

天ノ

帝
釈
来テ

︿
十
九
丁
目
裏
﹀

01
摩テ
二

尊
者ノ

足ヲ
一

自
彼
除メ
二 タ
マ
フ

糞
穢ヲ
一

是レ

又タ

敬フ
レ

師ヲ

故
也

02
僧
祇
律
云
若シ

百
﨟ノ

比
丘
也ト
モ

智
無ン
ハ

仕テ
二

十
﨟ノ

比
丘ニ
一

03
可シ
レ

如ス
二

弟
子ノ
一

涅
槃
経
云
知
法ノ

人ヲ
ハ

若ハ

老タ
ル
ト
モ

若シ
ハ

若シ
ト
モ

04
是ヲ

供
養
恭
敬セ
ン
コ
ト

忉
利
天
衆ノ

可
レ

如ス
レ

仕ル
レ

帝
釈ニ
一

05
大
論
云
佛
法ニ

ハ

以テ
二

智
恵ヲ
一

不ト
レ

下ラ
文
　
我
ヨ
リ
モ
少モ

智ア
ル

人
ナ
ラ
ハ

敬
ヘ
シ
ト
ミ
ヘ
タ
リ
云
云
　
　

06
廿ニ

仏ケ

初
心ノ

行
者
隠タ
二 マ
フ

霊
験ヲ
一

事

07
浄
名
経ノ

疏ニ

云
首
楞
厳
経
密
授
記ト

者
若シ

佛

08
対シ

テ二

初
心ノ

菩
薩ニ
一

汝チ

過テ
二

幾ノ

劫ヲ

可シ
レ

成ル

佛ニ
一

其ノ

名ヲ
ハ

某シ
ノ

︿
二
十
丁
目
表
﹀

01
如
来ト
云
ヘ
シ
ナ
ン
ト
ノ
タ
マ
ハ
ハ
此ノ

菩
薩
我レ

既テ
ニ

得タ
リ二
ト

授
記ヲ
一

云テ

発シ
二

慢
心ヲ
一

02
又タ

可シ
二

放
逸ル
一

依
之ニ
一

佛
彼ノ

主シ
ニ
ハ

不シ
テレ

聞
向テ
二

傍
人ニ
一

此ノ

菩
薩ハ

03
作　サ
佛ノ

期　コ
近カ
シ

各ノ

結
縁タ
マ
リ

宣ヘ
リ

文
句ノ

第
八ニ

云
若シ

深ン

山ニ
シ
テ

04
読
二

誦ン
ニ

法
華ヲ
一

釈
迦
如
来
遣シ
テ二

天
龍
等ヲ
一

令ト
二

聴
聞セ
一
文

05
但シ

是モ

初
心ノ

行
者ニ
ハ

不
可
レ

遣ハ
ス二

天
龍
等ヲ
ハ一

彼ノ

人
我レ

既ニ

見
二

　

06
天
龍
等ヲ
一

云テ

発カ
二

慢
心ヲ
一

故ニ

私ニ

云
此レ

等ノ

文
初
心ノ

行

07
者ニ

隠タ
マ二
フ

霊
験ヲ
一

証
拠
也
但シ

若シ

初
心
也ト
モ

本
心ニ

慢
心
少ク

08
不
レ

可
レ

発ス
二

自
高ノ

心ヲ
一

可シ
レ

見ヌ

種
ノ々

奇
瑞ヲ
一

依テ

之
一

経
論ノ

︿
二
十
丁
目
裏
﹀

01
中ニ

見ル
ト二

種
ノ々

好キ

相ヲ
一

説ケ
リ

02
廿
一ニ

仏
像
売ハ
イ

買ハ
イ
ノ

罪ト

不ル
レ

罪ナ
ラ

事

03
梵
網
経ニ

云
佛
菩
薩ノ

形
像
乍ラ
レ

見
レ

賣ヲ
一

不ル
ハレ

買ハ
一

犯ス
二

軽

04
垢ノ

罪ヲ
一

像
法
決
疑
経
云
未
来ノ

悪
人
可シ
レ

賣ル
二

仏
像ヲ
一

05
若シ

此ヲ

買イ

取テ

供
養セ

者
二リ

共
可
レ

得
レ

罪
一

五
百ノ

中ニ

常ニ

06
可シ
レ

得ウ

二

賣ル

報ヲ
一

又
云
賣ン
二

佛
像
経
巻ヲ
一

者ハ

国
王
大
臣
取ヘ
テ二

07
此ノ

人ヲ
一

重ク

可シ
レ

禁ム
一

又
可シ
カレ

追
二

出
国ノ

中ヲ
一
文

08
私ニ

云
二
経ノ

文
其ノ

意ロ

相
違リ

但シ

此ヲ

得ル
ニレ

意ロ

彼レ

賣ル
ト

云ト
モ

︿
二
十
一
丁
目
表
﹀

01
我レ

若シ

不ン
ハレ

買
レ

此ヲ

彼ノ

人ト

不
レ

可
レ

得　ウ
賣コ
ト一
ヲ

知ハ

是ヲ

不
可
レ

買
一

令ナ
リ

02
得
二

彼ノ

人ニ

罪ヲ
一

像
法
決
疑
経ノ

心
是レ

也
若シ

又タ

我カ

03
不ト
モレ

買ハ

必
他
所ニ
テ
モ

可ト
レ

賣ル
一

知ラ
ハ

可
レ

買フ

之ヲ
一

我カ

為メ
レ

得カ
二

功
徳
也

04
梵
網
経ノ

意ロ

是
也
所
詮ハ

只
賣ル

失カ

也
買
徳
也
像
法ハ

05
制シ
レ

失ヲ

梵
網ハ

勧ル
レ

徳ヲ
一

也
　
　

06
　
　

　
　
　
已
上
廿
一
章

07
右
此
書
者
毘
沙
門
堂ノ

法
印
明
遍
僧
都ノ

御
作
也
八
宗ニ

亘リ

08
用
之
一
　

　
　
　
少
納
言
入
道
真
清ノ

御
息
十
一
面ノ

変
作
云
々

︿
二
十
一
丁
目
裏
﹀

01
　
　
　
　
　
　
努
々
不
可
外
聞
少
智ハ

是
菩
提ノ

02
　
　
　
　
　
　
妨ナ
ル

故
但シ

慳
悋リ
ン

機
感
熟ル
コ
ト

不
自
知
而
已

︿
二
十
二
丁
目
表
﹀
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01
于
時
安
永
三
甲
午
秋
八
月
廿
一
日
南
峯
於
起

02
雲
楼
書
写
了
勢
南
松
坂
産
懃ノ

息

03
　
　
　
　
　
　
秀
榮
山
人
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

表紙

﹁
行
者
大
要
抄
　
明
遍
之
御
口
﹂

　
　
↓
　﹁
行
者
大
要
鈔
　
二
十
一
章
﹂

　（
表
紙
右
上
に
︑
小
文
字
で
﹁
真
言
﹂）

一丁目表

﹁
明
遍
之
御
口
　
行
者
大
要
鈔
﹂

　
　
↓
　﹁
明
遍
僧
都
之
御
口
　
寳
光
院
　
入
寺
信
誉
﹂

　（
表
紙
見
返
し
）

二丁目表裏

那
須
所
持
本
で
付
さ
れ
て
い
る
返
り
点
︑
送
り
仮
名
︑
振
り

仮
名
の
う
ち
︑
写
字
台
文
庫
本
で
同
様
に
付
さ
れ
て
い
る
の

は
︑
二
丁
目
表
七
行
目
の
﹁
死
後ノ

事
﹂
の
﹁
ノ
﹂
の
み
︒
そ

の
他
は
全
く
付
さ
れ
て
い
な
い
︒
漢
字
の
相
違
点
は
︑
二
丁

目
表
の
六
行
目
の
﹁
善
知
識
﹂
の
﹁
智
﹂︑
二
丁
目
裏
の
一

行
目
の
﹁
不
知
罪
﹂
の
﹁
知
﹂
が
︑
写
字
台
文
庫
本
で
は

﹁
智
﹂
と
な
っ
て
い
る
点
の
み
︒
そ
の
他
は
同
じ
︒

1

1

一
　
八
精
進
八
懈
怠
事
　
↓
　
一
八
精
進

2

15

不ル
ト
キ
ハ

得エ

食ヲ
一

　
↓
　
不ル
レ ト
キ
ハ

得エ

レ

食ヲ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

三丁目表

3

5

身
　
↓
　
身ミ

3

8

少シ

　
↓
　
少ナ
シ

3

9

堪タ
リレ

宜ヘ クキ
ニ

勤
行ス
一

　
↓
　
堪ヘ
タレ
リ

宜ヘキ
ニ

シ
ク二

勤シ
テ

行ス
一

三丁目表

3

13

第
二ニ
ハ

　
↓
　
第
二ニ

4

2

思ク

　
↓
　
思ハ
ク

4

8

此ノ

時
何
不ン
レ

勵マ

　
↓
　
此ノ

時キ

何ゾ

不ン
レ

勵ハケ マ

4

13

第
三ニ
ハ

依テ

昨ノ

事ニ
一

　
↓
　
第
三
晩キ
ノ
フ
ノ

事ニ

依テ

5

9

為ン
レ

償ツ
ク
ノ
フ
コ
ト
ヲ

　
↓
　
為セ
ン

レ

償ツ
ク
ナ
フ
コ
ト
ヲ

5

11

第
四ニ
ハ

明
日
可シ
レ

有ル
レ

事
　
↓
　
第
四
明
日
可
レ

有
レ

事コ
ト

6

9

非シ
二

懈
怠
一

　
↓
　
非ア
ラ
シレ

懈ヲ
コ
タ
ル
コ
ト

6

12

第
五ニ

ハ

昨
日
　
↓
　
第
五
昨キ
ノ
フ日

7

3

歎ク
レ

不コ
トレ
ヲ

行セ
一

　
↓
　
歎ナ
ケ
クレ

不コ
トレ
ヲ

行セ

7

13

愁ヨ
レ

怠ラ
ン
コ
ト
ヲ

　
↓
　
愁ヘ
ヨレ

怠ラ
ル
コ
ト
ヲ

8

1

第
七ニ
ハ

病ヒ

　
↓
　
第
七
病

8

6

思ク

不ル
レ

重
時ニ

身ヲ

励テ

　
↓
　
思ハ
ク

不ル
レ

重ヲ
モ
フ

時ニ

身ミ
ヲ

励シ
テ

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
那
須
所
持
本
と
写
字
台
文
庫
本
と
の
校
異
表
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

8

13

精
進ス

　
↓
　
精
進ス
一

三丁目裏

1

1

第
八ニ
ハ

病ヒ

　
↓
第
八
病

1

9

忽タ
チ
マ
チ
ニ

　
↓
忽ニ

1

14

近ニ

　
↓
　
近キ
ニ

1

18

無レ
二

須
臾
捨ル
一 コ
ト

　
↓
　
無ラ
ン二

須
臾モ

捨コ
ト一

2

4

具ル
二

　
↓
　
具セ
ル二

3

1

無シ
レ

　
↓
　
無
レ

4

4

疲ツカ
レ

極キハ
マ
ル

リ

　
↓
　
疲ツ
カ
レ

極キ
ハ
マ
ハ

4

10

第
二ニ

得ル
レ

食ヲ

時
思ハ
ク

　
↓
　
第
二
得タ
ルレ

食ヲ

時ハ

思ク

5

6

嬾モノ
ウ
シ

暫ク
ノ

　
↓
　
嬾モ
ノ
ウ
シ

暫ク

5

13

第
三ニ

有ル
二

少シ

事
一

時
　
↓
　
第
三
有ル
二

少ス
コ
シ
キ

事
一

時ハ

6

5

身ミ

苦ク

力
　
↓
　
身
苦シ
ク

力ラ

6

13

可シ
レ

有
　
↓
　
可
レ

有ル

7

2

可シ

安ス
レ

身ヲ
一

　
↓
　
可
安ス
ムレ

身ヲ

7

5

第
五ニ

　
↓
　
第
五

7

11

此ノ

身
　
↓
　
此
身

8

1

第
六ニ

可シ
二

　
↓
　
第
六
可
二

8

10

可シ
レ

怠ル

無
レ

修ル
コ
ト

　
↓
　
可シ
レ

怠タ
ル

無シ
レ

修ス
ル
コ
ト

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

四丁目表

1

1

第
七ニ

　
↓
　
第
七

1

5

成テ
二

　
↓
　
成ジ
テ二

1

10

第
八ニ

　
↓
　
第
八

2

1

畢ツ
テ

　
↓
　
畢

2

3

病ヒ

嗟イ
ヘ
テ

未タス
レ

久ラ

　
↓
　
病
嗟イ
ヘ
テ

未タス
レ

久

2

7

此ノ

身
何ソ

堪タ
ヘ
ンレ

行ス
ル
ニ

　
↓
　
此ノ

身ミ

何ソ

堪ン
レ

行ス
ル
ニ

3

5

修ス
ル

　
↓
　
修

3

9

莫ナ
シ

二

暴ア
ラ

々ア
ラ

一 シ
ク
ス
ル
コ
ト

　
↓
　
莫ナ
レ

暴ア
ラ

々ア
ラ
シ
ク
ス
ル
コ
ト

4

13

暴ア
ラ

々ア
ラ
シ
キ

　
↓
　
暴
シ々
キ

5

1

其ノ

身ミ

疲ル

身
疲ヌ
レ
ハ

　
↓
　
其ノ

身
疲レ

身
疲レ
ヌ
レ
ハ

5

6

生ス
レ

悩ヲ

　
↓
　
生
レ

悩ミ
ヲ

5

12
　
退ヲコ
タ

ス

ル

若シ

行ヲ

退リ
ヌ
レ
ハ

　
↓
　
退ス

若シ

行
退ヲ
コ
タ
リ
ヌ
レ
ハ

6

2

罪ミ

倍マ
ス

々マ
ス

侵ス
ト

　
↓
　
罪ツ
ミ

増マ
ス
マ
ス々

浸ヲ
カ
ス
ト

6

9

卅
　
↓
　
三

6

15

乗ル

車
馬ニ
一

者モ
ノ

　
↓
　
乗
レ

車
者モ
ノ

7

4

早レ
ハ

留メ
レ

之
　
↓
　
早ケ
レ
ハ

留シ
テレ

之

7

7

遅レ
ハ

須ヘ クシ
レ

如
レ

打カ
レ

鞭ム
チ
ヲ一

　
↓
　
遅ヲ
ソ
ケ
レ
ハ

須ヘ クシ
レ

如ク
スレ

打カ
レ

鞭ム
チ
ヲ

8

1

二ニ

　
↓
　
二

ヒ

　
コ
ク
セ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

四丁目裏

1

6

起シ
レ

眠リ

　
↓
　
起ヲ
コ

レ ラ
ン

眠リ

1

10

以テ
二

冷レ
イ

水ヲ
一

　
↓
　
以
二

冷
水ヲ
一

1

14

洗ア
ラ
フ

　
↓
　
洗

2

1

可シ
レ

見ル
二

　
↓
　
可
レ

見
二

2

7

又
爲セ
ン
ニレ

然カ

　
↓
　
又
爲セ
ン
ニレ

然カ

2

9

不ン
ハレ

能
レ

停ヤ
ム
コ
ト

　
↓
　
不ス
ン
ハレ

能ハ

停ヤ
ム
コ
ト

2

12

入テ
レ

室ツ
ニ

　
↓
　
入
レ

室ニ

3

6

仏ノ

光ヲ
一
文
　
↓
　
仏ノ

光ヲ
一

4

1

三ニ

會　ア
フ二

　
↓
　
三
遇　ア
フ二

5

6

云
　
↓
　
云ク

5

12

発コ
ス二

　
↓
　
発ヲ
コ

二 ス

6

1

一ニ
ハ

彼ノ

人ノ

　
↓
　
彼ノ

人ノ

6

6

本ト

無シ
レ

悩ト
レ

人ヲ
一

　
↓
　
本モ
ト

無シ
レ

悩ス
レ コ
ト

人ヲ

6

10

依テ
二

　
↓
　
依
二

7

1

在リ
レ

之レ 

譬ヘ
ハ

　
↓
　
在リ
レ

之
喩ヘ
ハ

7

7

病ノ

　
↓
　
病

7

13

二ニ

　
↓
　
二

8

2

誓チ
カ
ツ
テ

　
↓
　
誓

8

3

可シ
レ

受ク
二

衆
生ノ

大
苦ヲ
一

　
↓
　
可
レ

受
二

衆
生ノ

大
苦ヲ
一 ス
ラ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

8

9

今マ

　
↓
　
今

五丁目表

1

1

三ニ

彼レ

悩ヲ

　
↓
　
三
彼カ
レ

悩ス
ヲ

1

7

可シ
レ

成ス
二

　
↓
　
可
レ

成ス
二

2

1

何ソ

悪マ
ンレ

之ヲ
一

　
↓
　
何ソ

悪ニ
ク

レ マ
ン

之ヲ

2

10

経ニ

　
↓
　
経ニ

云

2

14

佛ノ

　
↓
　
佛ニ

3

1

吾
正ク

可
レ

行ス
レ

忍ヲ

　
↓
　
吾レ

正ク

可
レ

行
レ

忍ヲ

3

7

人ト

　
↓
　
人

3

13

与ヘ
レ

拳ヲ
一

　
↓
　
与
レ

拳ヲ

4

4

蒙ル
レ

拳ヲ
一

　
↓
　
蒙ル
レ

拳ヲ

4

11

可シ
レ

喜フ

　
↓
　
可
レ

喜フ

5

8

可シ
レ

喜フ

　
↓
　
可
レ

喜

6

1

所ノ
レ

厭イ
ト
フ

　
↓
　
所ノ
レ

厭

6

8

捨ン
コ
ト
ヲ

可シ
二

歓
喜ス
一

　
↓
　
捨テ
ン
コ
ト
ヲ

可
二

歓
喜ス
一

7

1

私ニ

云
　
↓
　
私
云

7

11

奪ワ
ルレ

命ヲ

　
↓
　
奪レ
レ

命ヲ

8

1

優ウ

婆ハ

伽カ

吒タ

鬼キ
ニ

　
↓
　
優
婆
伽
吒
鬼ニ

8

9

打ウ
タ

レ ル
ゝ

頭ヘ
ヲ

　
↓
　
打ル
レ

頭ヲ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

五丁目裏

1

5

驚ヲ
ト
ロ一
ク
コ
ト

　
↓
　
驚ク
一 コ
ト

2

2

住
処
　
↓
　
住
処ノ

3

3

止
観ニ

　
↓
　
止
観

3

12

静カ
ニ

撰エ
ラ
フレ

之ヲ
一

　
↓
　
静ニ

撰フ
レ

之ヲ

4

6

云
　
↓
　
云ク

4

15

可シ
レ

如ナ
ル二

　
↓
　
可
レ

如ク
二 ナ
ル

5

3

若
　
↓
　
若シ

5

7

見テ
ハ二

三ミ

月ツ
キ
ニ

一ト

度ヒ

住ル
ヲ一

　
↓
　
見テ
ハ

王
月ニ

一タ
ヒ
ウ
ツ
リ

度ヒ

住ル
ヲ一

5

13

言ヘ
シ

　
↓
　
言フ
ヘ
シ

6

2

心
不
レ

定ラ
二

　
↓
　
心ロ

不ス
レ

定ラ

6

10

成ス
二

　
↓
　
成ナ
ス

二

6

13

者ノ
ハ

得ル
レ コ
ト

罪ヲ
一

　
↓
　
者ノ

得ル
レ コ
ト

罪ヲ

8

2

備ソ
ナ
フ二

　
↓
　
備フ
二

8

7

不
レ
三

貧ト
ン

二

着セ
二

屋ヲ
ク

舎ニ
一

　
↓
　
不
レ

貪
二

着セ

屋
舎ニ
一

六丁目表

1

1

不
レ

求
二

諸ノ

資シ

具ヲ
一

　
↓
　
不
レ

求メ
二

諸ノ

資
具ヲ
一

1

6

三ニ

聚ア
ツ

レ メ
ン
ト

寳ヲ
一

　
↓
　
三ニ
ハ

聚メ
ンレ
ト

寳

2

1

不
レ

着セ
二

諸ノ

伴ハ
ン

侶リ
ョ
ニ一

　
↓
　
四ニ
ハ

不
レ

着
二

諸ノ

伴
侶ニ
一

2

6

五ニ

無シ
二

親シタ
二シ
ム

在
家ヲ
一
文
　
↓
　
五ニ
ハ

無シ
二

親シ
ム二
コ
ト

在
家ヲ
一

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

六丁目表

3

1

止
観
云
　
↓
　
止
観ニ

云ク

3

6

好ヨ
キ

　
↓
　
好キ

3

8

頻シキ
リ
ニ

勿ナ
カ
レレ

移ル
一 コ
ト

　
↓
　
頻リ
ニ

勿レ

移ル
一 コ
ト

4

5

雖ト
モ二

　
↓
　
雖ヘ
二 ト
モ

6

4

何ク
ン一
カ

　
↓
　
何イ
ツ

一 ク
ン
カ

6

7

少ス
コ
シ
キ
ノ

　
↓
　
少キ
ノ

7

3

苦シ

　
↓
　
苦ミ

7

12

非ヒ

時シ

　
↓
　
非
時

8

9

得エ

　
↓
　
得

六丁目裏

1

2

噴ハ
ム

レ レ
ハ

轡ワ
ヲ

一

　
↓
　
　
噴ハ
ム

レ レ
ハ

轡ク
ツ
ワ
ヲ

1

4

無カ
中

求ム
ルレ

食ヲ

心
一

　
↓
　
無カ
中

求ル
レ

食ヲ

心
上

3

1

大
論
云
　
↓
　
大
論ニ

云ク

3

4

會ヘ
リ二
ト

好キ

法ニ
一

　
↓
　
會ア
フ
ト二

好ヨ
キ

法ニ
一

3

12

誤アヤ
マ

リ

リ

多シ

譬ヘ
ハ

　
↓
　
誤リ

多シ

譬

4

4

得ト
モ

吉キ

薬ヲ
一

　
↓
　
得レ
二 ト
モ

苦
楽ヲ
一

4

7

不ル
カ中

求メ

良
醫ヲ
一

　
↓
　
求ル
中

良
醫ヲ
上

6

1

止
観
云
　
↓
　
止
観ニ

云ク

6

13

悪
口シ
テ

弟
子ヲ

　
↓
　
悪
二

口シ
テ

弟
子ヲ
一



150

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

六丁目裏

7

1

瞋イ
カ
ラ
シ
メ

　
↓
　
瞋シ
ム

7

10

争ハ
ン

　
↓
　
争ソ
ハ
ン

8

15

有テ
二

空
中ニ

声コ
エ

一

　
↓
　
有
二

空
中
声ヘ
一

七丁目表

1

3

声コ
エ

一

　
↓
　
　
声ヘ
一

1

4

讃メ
ン二

其ノ

所シ
ョ

得ヲ
一

　
↓
　
讃ン
二

其ノ

所
得ヲ
一

1

8

依テ
レ

之レ
ニ

　
↓
　
依
レ

是

1

13

下タ
ス二

　
↓
　
下ク
タ
ス二

2

14

発ス
レ

慢ヲ
一

　
↓
　
発ス
レ

慢ヲ

3

2

罪ハ

　
↓
　
罪ツ
ミ
ハ

3

7

云ツ
二

　
↓
　
云イ
ツ

二

3

8

天
上
中ノ

大
盗タ
ウ

人ニ
ン
ト一

　
↓
　
天
上
人
中ノ

大
盗
人
一

4

6

云
　
↓
　
云ク

4

10

好ム
二

悪
義ヲ
一

　
↓
　
好
二

悪
義
一

4

14

致ス
二

魔
力ヲ
一

　
↓
　
致ス

魔
力ヲ

5

2

挙コ
ソ
テ

　
↓
　
挙コ
ソ
ツ
テ

5

6

同
経ノ

　
↓
　
同
経

5

13

云ク

修ル
ニ二

　
↓
　
云ク

修ス
ル二
ニ

6

3

時ニ

得エ

二

　
↓
　
時ハ

得
二

6

7

甚タ
シ

可シ
レ

有ル
二

挙ル
レ コ
ト

名ヲ
一

　
↓
　
甚タ

可シ
レ

有
挙ア
ク
ルレ
コ
ト

名ヲ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

七丁目表

7

3

魔
事シ

　
↓
　
魔
事

7

6

依テ
レ

之
汙カ
シ二

　
↓
　
依
レ

之ニ

汙ケ
カ

二 シ

7

12

為ル
レ

損ソ
ン

二 セ
ン
ト

　
↓
　
為ス
ル

レ

損セ
ン二
ト

8

5

厭エ
ン

捨ス
一

　
↓
　
厭
捨ス
一

8

10

云
魔
人ニ

ン
ト
シ
テ

而
　
↓
　
云ク

魔
人ト

而

七丁目裏

1

1

得　エ
　
↓
　
得

1

7

見セ
二

　
↓
　
見
二

2

3

励シ
テ

　
↓
　
励マ
ス

2

5

退キ

永
不
レ

修セ

或ハ

捨テ
二

　
↓
　
退ソ
キ

永ク

不
レ

修
或ハ

捨テ

3

4

成セ
二

彼レ
モ

此レ
モ一

　
↓
　
成
二

彼レ
モ

此モ
一

3

8

止
観
云
魔マ

　
↓
　
止
観ニ

云ク

魔

4

1

欲ル
ニレ

令ン
ト

作サ
レ

悪ヲ
一

　
↓
　
欲ス
ルレ
ニ

令ン
トレ

作サ
レ

悪ヲ

4

8

令メ
レ

　
↓
　
令シ
メ

レ

5

1

閑ツ
カ

　
↓
　
閑ニ

5

6

願ハ

立
塔ヲ
一

造テ
レ

寺ヲ

　
↓
　
願ク
ハ

立テ
レ

塔ヲ

造
レ

寺ヲ

5

11

興
二

隆リ
ウ
セ
ン
ト

　
↓
　
興
二

隆タク
マ
ス
ル

5

15

依テ
レ

是レ
ニ一

　
↓
　
依
レ

是

6

6

遇フ
二

　
↓
　
遇フ
テ二
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『行者大要鈔』攷

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

七丁目裏

6

9

所ロ
レ

修ル

永ク

捨ル

　
↓
　
所ロ
レ

修
永ク

捨

7

7

云
　
↓
　
云ク

7

13

是ヲ

名
二

魔マ
ノ

業ワ
サ
ト一

　
↓
　
是ヲ

魔ノ

業ワ
サ
ト

名ク

8

6

云
内ニ

有リ
二

　
↓
　
云ク

内ニ

有レ
ハ二

8

13

感カ
ン
ス二

　
↓
　
感ス
二

八丁目表

1

3

云
鬼
妄リ
ニ

悩ス
レ

人ヲ
一

　
↓
　
云ク

鬼ニ

妄ニ

悩ス
レ

人ヲ

1

15

邪
憶オ
ク

一 ス
ル
ニ

　
↓
　
邪
憶ス
ル一
ニ

2

5

云
　
↓
　
云ク

2

10

雖モ
レ

多ト

今マ

　
↓
　
雖
レ

多ト

今

3

10

是レ

也
　
↓
　
是
也

3

14

佛ノ
一

　
↓
　
佛ヲ
一

4

4

故
無シ
二

魔
破ヤ
フ
ル一
コ
ト

文
　
↓
　
故ニ

無シ
二

魔
破ル
一 コ
ト

5

1

八ニ

酒
肉
五
辛ヲ

忌ム

事
　
↓
　
八
酒
肉
五
辛
忌
事

6

4

云
　
↓
　
云ク

6

10

不シ
テレ

経
宿ヲ

　
↓
　
不シ
テレ

経ヘ

レ

宿ヲ

6

14

婬イ
ン

　
↓
　
婬

7

2

沐ア
ミ

二

7

11

身ニ
テ

　
↓
　
身ミ
デ

8

7

大ニ
　

理コ
ト
ハ
リ

一

　
↓
　
大
理ニ
一

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

八丁目裏

1

8

嗅
故
也
生ナ
マ
シ
キ
ハ

　
↓
　
嗅キ
カ

故ヘ

也
生シ
キ
ハ

1

4

云
　
↓
　
云ク

2

12

蒜ヲ
一

但シ

居カ
ク
シ二

　
↓
　
蒜ヲ

但シ

居シ
二

3

1

一ツ

少
房ニ
一

不レ
レ

穢サ

　
↓
　
一ツ

少
房ニ
一

不レ
レ

穢サ

3

11

沐ミ
テ二

　
↓
　
沐ヒ
二

3

14

薫シ
テレ

衣ヲ

　
↓
　
薫シ
テレ

衣

4

4

有ル

人
　
↓
　
或ル

人

4

10

云
　
↓
　
云ク

4

12

服ハ
レ

蒜
　
↓
　
服セ
ハレ

蒜ヲ

4

16

食ハ
レ

薤ニ
ラ
ヲ

　
↓
　
食
レ

薤ニ
ラ
ヲ

5

4

服ハ
レ

荵ヲ

　
↓
　
服
レ

荵ヲ

5

8

一
日ヲ
一

已
上
　
↓
　
一
日ヲ
一

也

6

4

云
三ノ

世ノ

　
↓
　
云ク

三
世ノ

6

11

愚グ

癡ヲ
一

　
↓
　
愚
癡ヲ

7

10

僅カ
ニ

　
↓
　
僅ワ
ニ

7

14

不
レ

食セ
二

　
↓
　
不レ
レ

食セ
二

8

10

発テ
二

自
高ノ

心ヲ
一

毀ソ
シ
ル二

　
↓
　
発テ
二

自
高ノ

心ヲ
一

毀リ
二
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

九丁目表

2

2

看
病ノ

　
↓
　
看
病

3

1

行
事
抄
云
　
↓
　
行
事
鈔ニ

云ク

3

5

世ノ

人
盛ル

　
↓
　
世ヨ
ノ

人
盛ナ
ル

3

10

親ミ

　
↓
　
親シ
タ
シ
シ

3

11

奇テ

　
↓
　
奇ス
テ

4

1

賎キ

　
↓
　
賎シ
キ

4

6

云
　
↓
　
云ク

4

10

不
レ

可ラ
レ

違チ
カ
ウ二

　
↓
　
不
レ

可
レ

違
二

5

1

違ハ

発テ
二

　
↓
　
発シ
テ二

5

14

云
　
↓
　
云ク

6

2

看
病
者ノ

ニ

違ヘ
ハ

　
↓
　
看
病ノ

者ノ
ニ

違チ
カ
ヘ
ハ

6

11

云
　
↓
　
云ク

6

15

業ワ
サ
ヲ一

　
↓
　
業サ
ヲ一

7

3

捨ル
コ
ト

　
↓
　
捨ル
二 コ
ト

7

6

又
云
　
↓
　
又タ

云ク

7

8

為ル
ニレ

見ン
ト二

人ヒ
ト

伴
上
佛ヲ

行テ
一

下
一
人ハ

　
　
　
　
↓
　
為ル
レ ト
モ

見ン
ト二

人
伴ト
モ
ナ
ツ
テ

行ヒ
テ

佛ヲ
一

一
人ハ

8

3

道ニ
テ

会テ
二

　
↓
　
道ニ

会ヒ
テ二

8

8

又
　
↓
　
又タ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

8

11

捨テ

病
者ヲ
一

行
見ン
ト
ス
ル
ニ

　
↓
　
捨
二

病
者ヲ
一

行ヒ
テ

見ン
レ ト
ス
ル
ニ

九丁目裏

1

1

大
是ヲ

　
↓
　
大ニ

是レ
ヲ

1

6

追
返テ

　
↓
　
追ヒ

返シ
テ

1

13

云
　
↓
　
云ク

2

13

中ニ
一

見タ
マ
フ

佛
問ハ
ク

　
↓
　
中
一

見タ
マ
フ

佛
問タ
マ
ハ
ク

3

2

為ヤ
レ

食
否ヤ

汝ニ

有ル
ヤ二

　
↓
　
為セ
ルレ
ヤ

食シ
キ

否イ
ナ
ヤ

汝ニ

有ン
ヤ二

3

14

言ク

　
↓
　
言サ
ク

4

7

無シ
二

　
↓
　
無
二

4

12

有ヤ
レ

隣リ

答フ
レ

有リ
ト

而ル
ニ

　
↓
　
有リ
ヤレ

隣
答
有リ

然ル
ニ

而

5

6

移リ
ヌ二

　
↓
　
移
二

5

13

挙ケ
タ
マ
フ

　
↓
　
挙テ

6

13

苦
忽ニ

除ル

　
↓
　
苦ミ

忽ニ

除ノ
ソ
ク
ル

7

1

為
　
↓
　
為メ
ニ

二

7

8

言ク

　
↓
　
言タ
マ
ハ
ク

7

11

有テ
二

優
婆
塞
一

犯テ
レ

罪ヲ
一

　
↓
　
有
二

優
婆
塞
一

犯シ
テレ

罪ヲ

8

1

為ニ
レ

王
被ル
レ

禁セ
一

其ノ

科カ

　
↓
　
為メ
ニ

レ

王ノ

被ラ
ルレ

禁セ

其ノ

科ト
カ

8

10

杖ヘ
ニ一

　
↓
　
杖ツ
ヘ
ニ一

8

14

者
哀テ

　
↓
　
者ノ

哀
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『行者大要鈔』攷

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十丁目表

1

1
レ

之ヲ

打テ
レ

地ヲ

成シ
テレ

声ヲ
一

　
↓
　
レ

之
打
レ

地ヲ

成
レ

声ヲ
一

1

7

不ス
レ

打タ
レ

是ヲ
一

　
↓
　
不
レ

打
レ

之ヲ
一

2

6

受テ
二

　
↓
　
受
二

3

7

是レ

也
為メ
レ

報カ
二

　
↓
　
是
也
為メ
ノレ

報ン
カ二

4

5

告ク
二

　
↓
　
告タ
二 マ
ハ
ク

4

17

見ミ

　
↓
　
見

5

1
レ

是ヲ
一

正ニ

誰カ

扶ケ
ンレ

是
　
↓
　
レ

是ヲ

正ニ

護
扶タ
ス

レ ケ
ン

是

5

12

出テ
レ

　
↓
　
出
レ

6

1

如ヨ
二

一
姓ノ

　
↓
　
如ク
二 セ
ヨ

一
性ノ

6

8

衆
流
海ニ
一

　
↓
　
衆
生
海ニ
一

6

11

似タ
リ二

一
味ナ
ル
ニ

　
↓
　
似リ
二

一
味ナ
ル一
ニ

7

9

無ハ
レ

　
↓
　
無ン
ハレ

7

16

若シ

　
↓
　
若

8

1

無ハ
レ

　
↓
　
無
レ

8

6

人
可シ
レ

　
↓
　
人ヲ

可
レ

十丁目裏

1

3

好ウマ
キ

　
↓
　
好ウ
マ
キ

3

1

律
鈔
云
　
↓
　
律
鈔ニ

云ク

3

6

行
人ト

与ト
ヲ

　
↓
　
行
人
与ト
ヲ

二

3

13

勧メ

可シ
レ

誘ウ
一

　
↓
　
勧ス
ス
メ

可シ
レ

誘サ
ソ
ウ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十丁目裏

4

1

又
云
有ル

時
　
↓
　
又タ

云ク

有ル

時ニ

4

9

手ニ
一

　
↓
　
手ニ

4

13

當テ
レ

眼ニ

　
↓
　
當
レ

眼

5

4

令ル
コ
ト

聞カ
二

世ノ

事ヲ
一

　
↓
　
令ル
レ コ
ト

聞カ
二

世ヨ
ノ

事ヲ
一

5

9

云
　
↓
　
云ク

5

14

可シ
レ

着ク
サ
ス

　
↓
　
可
レ

着ス

6

2

云
　
↓
　
云ク

6

8

可
レ

勧ム
レ

之ヲ
一

　
↓
　
可
二

勧
之ヲ
一

6

12

持
戒
或
　
↓
　
持チ
レ

戒ヲ

或ハ

7

14

各ヲ
ノ
ヲ
ノ

　
↓
　
　
各

8

7

可
レ

令メセ
下シ
ム

病
者ノ

心ヲ

歓
喜
一
上

　
↓
　
可
レ

令シ
メ二

病
者ノ

心ヲ
一

歓
喜
上

十一丁目表

1

5

云
善
友ニ

可シ
レ

　
↓
　
云ク

善
友ノ

可
レ

1

15

若ハ

夢メ

若ハ
　
覚ウツ

ツ
ニ
モ

　
↓
　
若シ
ハ

夢
若ハ

覚ウ
ツ
ツ
ニ
モ

2

1

境
界カ
一

　
↓
　
境
界
一

2

11

念
仏ヘ
シ

語ハ
二

善
相ヲ
一

　
↓
　
念
仏ス
ヘ
シ

語ラ
ハ二

善キ

相ヲ
一

2

16

聞
訖テ

可シ
三

　
↓
　
善
友
聞
訖ヲ
ワ
ツ
テ

可シ
レ

3

4

又タ

　
↓
　
又

3

13

可ラ
二

　
↓
　
可
二

4

1

得テ
レ

　
↓
　
得
レ

セ
シ
ム
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十一丁目表

4

5

狂テ

　
↓
　
狂モ
ノ
ク
ル
ハ
シ
ク
ナ
リ
テ

4

16

記
云
　
↓
　
記ニ

云ク

5

5

欲ン
二 ニ
ハ

命
終ト
一

　
↓
　
欲
二

命
終ン
ト一

5

12

可シ
レ

　
↓
　
可
レ

6

8

聞ハ
二

鐘
聲ヲ
一

　
↓
　
聞ケ
ハ二

鐘ノ

聲ヲ
一

7

5

非ス
二

　
↓
　
非ス
三

7

14

難シ
文
　
↓
　
難シ
文　
文

8

21

習
　
↓
　
習ヒ

十一丁目裏

1

1

瑜
伽
論
云
　
↓
　
瑜
伽
論ニ

云ク

1

5

死ル

者ハ

　
↓
　
死ヌ
ル

者ノ
ハ

2

5

是ニ

　
↓
　
是レ
ニ

2

15

云
　
↓
　
云ク

3

6

苦
被ル
レ ル
モ

責
　
↓
　
苦ニ

被ラ
レ ル
ル
モ

責

3

13

者ノ
ノ

　
↓
　
者モ

4

2

有リ

　
↓
　
有ア
リ

4

4

皆
過
去ノ

業
報カ

故
　
↓
　
皆ナ

過
去ノ

業ニ

報ム
ク
ウ
カ

故ヘ

4

11

私
云
　
↓
　
私ニ

云ク

5

2

受ン
二 ト
ス
ル
ニ

　
↓
　
受ン
二 ト
ス
ル

5

13

受ト
ス
ル

　
↓
　
受ト
ス
ル
ニ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十一丁目裏

5

15

探
玄
記
云
　
↓
　
探
玄
記ニ

云ク

6

3

色
黒ハ

落ル
二

　
↓
　
色イ
ロ

黒キ
ハ

落ツ
ル二

6

10

青ハ

　
↓
　
青キ
ハ

6

13

生ル
二

餓
鬼ニ
一

者ハ

　
↓
　
生ス
ル二

餓
鬼ニ
一

者ノ
ハ

7

1

出ス
レ

舌ヲ

生ル
ハレ

人ニ

　
↓
　
出
レ

舌ヲ

生ス
ルレ
ハ

人ニ

7

5

面テ

常ノ

色ロ

也
　
↓
　
面モ
テ

常ノ

色
也

7

9

生ル
ハレ

天ニ

弥
鮮ア
サ
ヤ
カ
ニ
シ
テ

　
↓
　
生ル
レ

天ニ

弥イ
ヨ
イ
ヨ

鮮ア
サ
ヤ
カ
ニ

7

13

其
形
可シ
レ

愛ツ

　
↓
　
其ノ

形チ

可シ
レ

愛シ
ツ

8

6

色ロ

黄ナ
ル
ハ

堕ツ
二

　
↓
　
色
黄キ
ナ
ル
ハ

堕ツ
ル二

8

16

云
　
↓
　
云ク

十二丁目表

1

1

行
　
↓
　
行ノ

1

7

冷ル
コ
ト

下ヨ
リ

上ヘ

　
↓
　
冷ヒ
ヱ
ル
コ
ト

下シ
モ
ヨ
リ

上ミ
ヘ

1

15

下ヘ

下タ
ル

　
↓
　
下モ
ヘ

下ク
タ
ル

2

5

云
善
人ノ

自リ
レ

　
↓
　
云ク

善
人ノ

自
レ

2

11

冷テ

終ハ

生ス
レ

人
　
↓
　
冷ヘ
テ

終ル
ハ

生ス
レ

人ニ

3

3

腰コ
シ
マ
テ

　
↓
　
腰マ
テ

3

11

終リ

　
↓
　
終ハ

3

17

終リ

　
↓
　
終ハ

4

9

頂マ
テ

冷テ

終ル
ナ
リ

　
↓
　
頂キ
マ
テ

冷テ

終ル

也
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十二丁目表

4

14

云
生ル
レ

天
者ハ

　
↓
　
云ク

生ル
レ

天ニ

者ノ
ハ

5

5

云
　
↓
　
云ク

5

7

煗ナ
ン
ハ

ツ
レ
テ
消ル

　
↓
　
煗ナ
ン
ト

夫ソ
レ
テ

消キ
ユ
ル

5

15

者ノ
ハ

煗ナ
ン
ノ

　
↓
　
者ノ

煗ノ

6

4

冷ヘ

昇ツ
テ

　
↓
　
冷ヘ
テ

昇テ

7

3

者ニ

有リ
二

　
↓
　
者ノ
ニ

有リ
ト二

7

11

例ハ

　
↓
　
例セ
ハ

8

5

云
悪
業
重キ

者ハ

　
↓
　
云
要
業
重キ

者ノ
ハ

十二丁目裏

1

1

白キ

流シ
レ

汗ヲ
一

　
↓
　
流シ
レ

汗ヲ

1

7

弥ヨ

立チ

手
足
乱
騒サ
ワ
ク

　
↓
　
弥イ
ヨ
イ
ヨ

立テ

手
足
乱レ

騒サ
ハ
ク

1

17

利ヲ

　
↓
　
利ヲ
一

2

5

人ト

見ミ
ヲ

一

　
↓
　
人ヒ
ト

見ミ

一

2

12

云
堕ル
二

地
獄
一

　
↓
　
云ク

堕ツ
ル二

地
獄ニ
一

3

6

空ヲ
一

或ハ

不
レ

隨ハ
二

　
↓
　
空ヲ

或ハ

不
レ

隨
二

3

15

啼
咽ム
セ
フ

　
↓
　
啼
咽フ

4

8

開カ
レ

目ヲ
一

　
↓
　
開
レ

目ヲ

4

15

覆シ
ニ

　
↓
　
覆ウ
ツ
フ
シ
ニ

5

2

如ク
レ

此ノ

　
↓
　
如ク
レ

此

5

10

者ハ

舐ネ
フ
ルレ

　
↓
　
者ノ
ハ

舐ナ
ラ
スレ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十二丁目裏

5

16

熟
　
↓
　
熟シ

6

5

張リ
レ

口
　
↓
　
張リ
レ

口ヲ

6

8

不ス
レ

漏レ
二

小
便ニ
一

　
↓
　
不ス
レ

漏
二

小
便ヲ
一

6

14

膝ヒ
サ

先マ
ツ

　
↓
　
膝サ

先ツ

7

3

如ク
レ

此ノ

　
↓
　
如
レ

此ノ

7

13

戀コ
ヒ

二

　
↓
　
戀ヒ
二

8

1

手テ

足ア
シ
ノ

　
↓
　
手
足ノ

8

5

一ヒ

身ニ

汗セ

生
　
↓
　
一
身ヒ
ト
ミ
ニ

汗セ

流ル

8

12

泡ア
ハ

噛カ
ミ

如ノ
レ

此
　
↓
　
泡ア
ハ
ヲ

噛カ
ム

如ノ
レ

此ノ

8

18

行ク

　
↓
　
行ル

十三丁目表

1

2
レ

人
者ハ

　
↓
　
レ

人ヲ

者ノ
ハ

1

8

身ニ

苦ク

痛コ
ト

　
↓
　
身ミ
ニ

苦
痛

2

2

哀ノ

心ヲ

或ハ

請シ
二

　
↓
　
哀
心ヲ
一

或ハ

請ス
二

2

13

如
レ

此ノ

　
↓
　
如キ
レ

此ノ

3

5

同シ
レ

人ニ

心
　
↓
　
同
レ

人
心ニ

4

6

問
云
今マ

所ロ
レ

注ス

　
↓
　
問テ

云ク

今
所ロ
レ

注

5

2

相ヘ
シ

若シ

爾ラ

者ハ

　
↓
　
相
若シ

爾ラ

者

5

12

如
何
　
↓
　
如
何ン

6

6

云
不
レ

委
　
↓
　
云ク

不
レ

委ラ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十三丁目表

6

12

或
異
香
或
瑞
雲ン

　
↓
　
或ハ

異
香
或ハ

瑞
雲

7

6

出リ

之ヲ
一

　
↓
　
出リ
レ

之ヲ

7

13

相ハ

生ル
レ

天
　
↓
　
相
生ル
レ

天ニ

8

2

可シ
レ

同タ
ル

　
↓
　
可
レ

同

8

8

留ル
二 モ
ノ
ア
リ

煗
気ヲ
一

　
↓
　
留マ
ル二
モ

煗
気
一

8

12

生ル
二

夜
摩
天ニ
一

者ノ
ニ

　
↓
　
生ズ
ル二

夜
摩
天ニ
一

者

十三丁目裏

1

1

同ル
カ上

但
　
↓
　
同ズ
ル上
ガ

但シ

1

12

見モ
一

冥
応ハ

不
レ

然ラ
一

　
↓
　
見ニ
モ一

真
応ハ

不ス
レ

然

2

5

思フ

之ヲ
一

　
↓
　
思
レ

之ヲ

3

﹁
普
賢
大
願
事
﹂
以
下
﹁
十
者
普
皆
回
向
﹂
ま
で
の
語
句

　
↓
　
無
し

4

3

云
持テ
レ

衣
　
↓
　
云ク

持テ
レ

衣テ

4

9

送ル

　
↓
　
送レ

4

12

徒
勿レ
レ

埋コ
ト

又
云
　
↓
　
徒ラ
ニ

勿レ
レ

埋ム
コ
ト

又タ

云ク

5

3

輿コ
シ
ヲ
ハ

軽ク

作ヘ
シレ

之ヲ
一

　
↓
　
輿ヲ
ハ

軽ク

作ル
レ ヘ
シ

之ヲ

5

7

上ヘ
ニ

置キ
二

白
　
↓
　
上ニ

置キ
二

白キ

5

14

廻ス
レ

裳モ
ヲ

一

　
↓
　
廻ラ
スレ

裳モ
ヲ

6

3

之ヲ
一

　
↓
　
之ヲ

6

17

子コ

　
↓
　
子

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

1

2

弟
子ハ

　
↓
　
弟

1

5

持ツ
レ

之ヲ
一

私ニ

云
　
↓
　
持
レ

之
私ニ

云ク

十四丁目表

1

11

搔コ
ト二
ハ

大
王ノ

棺ヲ
一

　
↓
　
搔カ
キ

二 タ
マ
フ
ハ

父
大
王ノ

棺ヲ
一

2

1

増
阿
含
経ニ

出タ
リ

　
↓
　
出タ
リ二

増
阿
含
経ニ
一

2

6

荷
二

姨　イ
　母ノ

　
　
轝ヲ
一

　
↓
　
荷ヒ
二 タ
マ
フ
ハ

姨
母ノ

轝
車ヲ
一

2

11

大
愛ア
イ

道
経ニ
一

遊ユ

聖
　
↓
　
大
愛
道
経ニ
一

遊
聖

3

5

猶ヲ

爾シ
カ
ナ
リ

凡
類ハ

不
レ

　
↓
　
猶ヲ

爾カ

也
凡
類ハ

不ズ
レ

3

9

鈔
云
　
↓
　
鈔ニ

云ク

3

17

導ヘ
シ

　
↓
　
導ク
ヘ
シ

4

3

挙テ

　
↓
　
挙コ
ソ
ツ
テ

4

9

云
殯ハ

ウ
フ
ル

所
至ラ
ハ

　
↓
　
云ク

殯ル

所
至

5

1

可シ
レ

誦ム

経ヲ

　
↓
　
可
レ

誦
レ

経ヲ

5

5

後
殯ハ

フ
レレ

是ヲ

律
鈔
云
　
↓
　
後チ

殯ハ
ウ
レレ

是ヲ

律
鈔ニ

云ク

7

8

葬セ
シ

時ハ

石ヲ

敷ベ
シ

　
↓
　
葬ノ

時ハ

敷ク
レ ヘ
シ

石ヲ

十四丁目裏

2

2

悉
可
レ

得
之ヲ
一

　
↓
　
悉ク

可
レ

得
之ヲ

3

5

経
云
若
　
↓
　
経ニ

云ク

若シ

3

13

或
屋ヲ
ク

宅タ
ク

等マ
テ
モ

　
↓
　
或ハ

屋
宅
等モ

4

5

寳ヲ
一

　
↓
　
寳ニ
一

ヲ
ハ
キ
ウ
ト
ン
ミ
ノ
コ
ト
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『行者大要鈔』攷

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十四丁目裏

4

6

令テ
三

喜
二

其
福ヲ
一

　
↓
　
令ム
三

喜
二

其
福
一

4

10

回
向レ

ハ

功
徳
力ノ

故ヘ
ニ

　
↓
　
廻
向レ
ハ

功
徳
力ノ

故ニ

5

4

離
得ウ

レ

　
↓
　
離レ

得
レ

5

11

経
云
　
↓
　
経ニ

云ク

6

12

可シ
レ

　
↓
　
可

6

17

此レ

　
↓
　
此

7

9

云
　
↓
　
云ク

7

15

堕ル
二

　
↓
　
堕
二

8

1

者ハ

生シ
二

　
↓
　
者ノ
ハ

生
二

8

5

生ル
二

人
天ニ
一

者ハ

　
↓
　
生セ
ル二

人
天ニ
一

者ノ
ハ

8

10

見コ
トレ

　
↓
　
見コ
トレ
ヲ

十五丁目表

1

2

云
　
↓
　
云ク

1

7

於テ
二

父
母ノ

墓カ

処ニ
一

　
↓
　
於
二

父
母ノ

墓
処ニ
一

1

12

安
二

置レ
ハ

卒
塔
婆ヲ
一

其
　
↓
　
安
二

置ス
レ
ハ

卒
塔
婆ヲ
一

其ノ

2

3

不ス
レ

　
↓
　
不
レ

2

7

化
二

生シ
テ

　
↓
　
化
二

生ス

2

11

又
云
　
↓
　
又タ

云ク

2

17

満テ
二

　
↓
　
満テ
テ二

3

7

散レ
ハ

二

死
骸カ
イ
ニ一

　
↓
　
散ス
二 レ
ハ

死
骸カ
イ

一

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十五丁目表

3

10

如ノ
レ

上ノ

益ヲ

得ヘ
シ

　
↓
　
如ク
レ

上ミ
ノ

得ウ
ヘ

レ シ

益ヲ

4

3

論
云
　
↓
　
論ニ

云ク

4

6

雖モ
下

可キ
レ

　
↓
　
雖
下

可
レ

4

11

造
中

福
業ヲ
上

爲メ
ニ二

　
↓
　
造ル
ト中

福
業ヲ
上

爲
二

5

3

被レ
テレ

遮サ
サ
ヘ

不ル
ニレ

　
↓
　
遮サ
サ
ヘ
テ

不
レ

5

8

果ヲ
一

　
↓
　
果ヲ

5

12

等カ

依テ
二

追
善ニ
一

除キ

　
↓
　
等
依
二

追
善ニ
一

除

6

6

感リ

可シ
レ

得
レ

意
一

　
↓
　
感ス
ト

可
二

意
得
一

7

2

四ニ

似ル
二

　
↓
　
四ニ

似ル
二

8

3

経
第
廿
六ニ

云
　
↓
　
経ノ

第
廿
六ニ

云ク

十五丁目裏

1

4

而モ

　
↓
　
而

1

7

道ニ
一 ア
リ

　
↓
　
道ニ
一

1

10

勝レ
ンレ
カ

人ニ
一

学ス
ル二

　
↓
　
勝レ
ンレ
カ

人ニ
一

学ス
ル二

2

3

爲ニ
レ

得
二

　
↓
　
爲
レ

得ン
カ二

2

11

爲メ
ニレ

随ン
カレ

人ヲ
一

施ス
レ

　
↓
　
爲
レ

随
レ

人ヲ

施
レ

3

7

云
　
↓
　
云ク

3

10

爲ニ
レ

貴カ
レ

世ニ

　
↓
　
爲メ
ニレ

貴レ
ンレ
カ

世ヨ
ニ

4

5

讃メ
レ

人
　
↓
　
讃シ
テレ
ハ

人ヲ

4

9

可シ
レ

　
↓
　
可シ
トレ



158

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十五丁目裏

4

14

他
　
↓
　
他ヲ

5

3

罪
　
↓
　
罪ミ

5

6

可シ
二

重カ

中ノ

重ナ
ル一

　
↓
　
可
二

重キ
カ

中ノ

重キ
一 ナ
ル

6

2

五ニ

不ル
レ

知
レ

罪ト

罪ノ

　
↓
　
五
不
レ

知
レ

罪ツ
ミ
ト

罪ト
カ
ノ

7

7

思ク

着ル
レ

香ニ

　
↓
　
思ハ
ク

着ス
ルレ

香カ
ニ

7

12

今マ

　
↓
　
今

8

1
レ

香ニ

　
↓
　
レ

香カ
ニ

8

7

塞キ
二

佛
法ノ

路ヲ
一

　
↓
　
塞
佛
法
路

8

12

年ノ

間タ

持テ
ル

　
↓
　
年
間
持

十六丁目表

1

5

破テ
二

一
時ニ
一

　
↓
　
破
一
時

1

12

経ニ

　
↓
　
経

2

4

失ナ
フ二

　
↓
　
失フ
二

2

8

持　チ
斎サ
イ
ノ

　
↓
　
持
斎ノ

2

13

老フ

　
↓
　
老

3

1

丘ノ

無ラ
ンレ
ヲ
ハ

　
↓
　
丘
無ン
レ ヲ
ハ

4

4

後ノ

　
↓
　
後

5

7

云
　
↓
　
云ク

5

9

甘カ
ン

蔗シ
ャ
ノ

　
　
↓
　
甘エ
ヒ

蔗カ
ツ
ラ
ノ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十六丁目表

5

17

糟ス
ニ

　
↓
　
糟カ
ス
ニ

6

1
レ

無カ
レ

味ヒ
一

　
↓
　
レ

無キ
カレ

味ヒ

6

4

為メ
ニレ

老ノ

　
↓
　
為
レ

老

7

4

読
誦
懶モ
ノ
ウ
シ

　
↓
　
読
誦モ

懶シ

7

9

禅
無シ
レ

　
↓
　
禅ノ

無
レ

8

8

云
　
↓
　
云ク

8

15

云
　
↓
　
云ク

十六丁目裏

1

2

朽チ
テ

　
↓
　
朽テ

1

10

各ヲ
ノ
ヲ
ノ

力
有ラ
ン

時
　
↓
　
各ノ

力ラ

有ラ
ン

時キ

2

1

励
励ン
テ

求ヨ
二

常
住ヲ
一

　
↓
　
励ハ
ケ
ミ

励ン
テ

求ム
二

常
住ヲ
一

2

10

無シ
テレ

成ス
コ
ト

　
↓
　
無シ
テレ

成コ
ト

3

3

悔ラ
ン

　
↓
　
悔ク
ヤ
シ
カ
ラ
ン

3

5

釋テ

　
↓
　
釋シ
テ

4

3

悔ユ

盛シ

時キ

　
↓
　
悔ヘ

盛リ
シ

時キ

4

6

不シ
テレ

勤メ
一

悔ル

　
↓
　
不リ
レ シ
ヲ

勤メ

悔ユ
ル

4

13

悔イ

　
↓
　
悔ユ
ル

5

3

時
不シ
ヲレ

修セ
一

　
↓
　
時キ

不シ
ヲレ

修

6

1

責メ
ヲ

時キ

悔
悔
　
↓
　
責メ
ヲ

時キ

悔ヘ

悔ユ

6

8

悔ヒ

　
↓
　
悔エ

エ
ヒ
カ
ツ
ラ

ア
マ
ツ
ラ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

6

12

増サ
レ リ
テ

前マ
ヘ
ニ

　
↓
　
増サ
リレ

前ヘ
ニ

7

2

徹ト
ホ
ル
ト

　
↓
　
徹ル
ト

十七丁目表

1

1

止
観ノ

第
八
　
↓
　
正
観ノ

第
八ニ

1

6

雖ト
モレ

防ト
二

道
場
神
怨ア
タ
ヲ一

　
↓
　
雖
レ

防ク
ト二

道
場ノ

神
怨ヲ
一

1

15

報ヲ
ハ

留ル
レ コ
ト

之
不ス

能ハ
一

　
↓
　
報ヒ
ヲ
ハ

不ス
レ

能ハ
レ

留コ
トレ

之

2

5

主シ

如シ
レ

不ル
カレ

得
二

　
↓
　
主ノ

如
レ

不
レ

得ヘ
二

2

15

防コ
ト一
ヲ

　
↓
　
防フ
セ
ク一
コ
ト
ヲ

3

3

云
　
↓
　
云ク

3

12

只タ
タ

横ニ

防ク
レ

悩ヲ

　
↓
　
横ニ

防ク
レ

悩ス
ヲ

4

1

私
云
世ノ

人
　
↓
　
私ニ

云ク

世ノ

人ノ

5

5

必モ

　
↓
　
必シ
モ

5

8

抑
成レ

ハ二

　
↓
　
柳ソ
モ
ソ
モ

成ス
レ二
ハ

6

7

可シ
トレ

転ス

見ヘ
タ
リ

　
↓
　
可ト
レ

転ス

見タ
リ

7

3

云
命ヲ

　
↓
　
云ク

命チ
ヲ

7

5

滅サ
ン二
ト

　
↓
　

　
滅ホ
ロ
ホ二
サ
ン
ト

7

8

云
勵
二

　
↓
　
云フ

勵サ
ハ二

7

14

滅セ
二

何レ
ノ

罪カ
一

　
↓
　
滅
二

何レ
ノ

罪ミ
カ一

8

1

不ン
レ

轉セ
二

　
↓
　
不
レ

轉
二

8

5

譬ハ

　
↓
　
譬ヘ
ハ

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

8

10

武タ
ケ
ナ
レ
ハ

成カ
二

衆
兵ノ

勇ヲ
一

　
↓
　
武タケ

ン
ハ

成ナ
ス

二 カ

丘
レ

衆
勇イ
サ
ミ一
ヲ

十七丁目裏

2

1

増
一
　
↓
　
雑
一

2

8

挙テ
二

悪
鬼
拳ヲ
一

　
↓
　
挙ケ
テ二

悪
鬼
拳コ
フ
シ一
ヲ

2

17

頭ヲ
一

　
↓
　
頭ヘ
ヲ一

3

3

痛ト

之ヲ
一

　
↓
　
痛ム
トレ

之ヲ
一

3

17

山ヲ
一

以セ
ハ二

　
↓
　
山
以

4

1

一ト

挙ヲ

　
↓
　
一
挙

4

5

折ク
タ
ケ
ン
コ
ト

可シ
レ

如ナ
ルレ

砂ノ
一

　
↓
　
折タ
タ
ナ
ン
コ
ト

可
レ

如
レ

砂ノ

4

9

私
云
　
↓
　
私ニ

云ク

5

11

悩ヲ
一

　
↓
　
悩ミ
ヲ一

5

16

雖ト
モレ

　
↓
　
雖ヘ
レ ト
モ

6

16

食ル
ニ

　
↓
　
食ス
ル
ニ

7

1

六
目マ
テ

得ス
レ

食ヲ

　
↓
　
六
日マ
テ

不
レ

得
レ

食ヲ

7

5

命チ

既ニ

絶ナ
ン
ト
ス

　
↓
　
命
既ニ

為
レ

絶ナ
ン
ト

8

5

事ナ
リ

　
↓
　
事

十八丁目表

2

1

抄
枇ニ

云
出
家ノ

人ノ

　
↓
　
鈔
枇ニ

云ク

出
家ノ

人ハ

2

11

可シ
レ

　
↓
　
可キ
レ

3

4

若
不ハ
レ

修
レ

福ヲ
一

　
↓
　
若シ

不レ
ハレ

修
レ

福ヲ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十八丁目表

3

13

得テ
モレ

悟ヲ

　
↓
　
得ル
レ マ
テ
モ

悟リ
ヲ

3

15

乞
食ル
ニ

不ス
レ

得
　
↓
　
乞
食ス
ル
ニ

不ス
レ

得ヘ

4

4

弟
子ア
リ

　
↓
　
有リ
二

弟
子
一

4

10

云
　
↓
　
云フ

4

16

然ニ

乞
食ル
ニ

　
↓
　
然ル
ニ

乞
食ス
ル
ニ

5

3

食ヲ

不
得
　
↓
　
食
不
レ

得

5

9

絶ン
ト一

　
↓
　
絶ン
ト

5

12

与ル
ニレ

食ヲ

鳥
来テ

取テ

　
↓
　
与
レ

食
鳥
来
取リ

6

4

励ハ
ケ

二 マ
シ
テ

　
↓
　
励
二

6

7

施ニ
レ

　
↓
　
施ス
レ

6

10

欲ル
レ

入レ
ン二
ト

口ノ

中ニ
一

　
↓
　
欲ス
ルレ

入ン
ト二

口
中ニ
一

7

1

又
終ニ

以テ
二

　
↓
　
又タ

終ニ

以
二

7

6

令タ
レ マ
フ

得シ

　
↓
　
令タ
二 マ
フ

得

7

12

食フ
テレ

　
↓
　
食
レ

8

15

行ル
ヲ二

　
↓
　
行ス
ル二
ヲ

十八丁目裏

1

9

可シ
レ

修ス
ニ

定
恵ヲ
一

　
↓
　
可
レ

修
ニ

定ト

恵ヲ
一

2

1

能ワ
サ
ヲ一

成ズ
二

　
↓
　
熊ワ
サ
ヲ一

成
二

2

5

者ハ

可シ
レ

知ル
二

　
↓
　
者ノ
ハ

可
レ

知ル

2

12

也ト
一

堕テ
二

地
獄
餓
鬼ニ
一

　
↓
　
也
堕テ
二

地
獄ト

餓
鬼ト
ニ一

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十八丁目裏

3

6

一
事モ

　
↓
　
事モ

3

8

不
レ

可ラ
レ

有ル
レ

叶フ
レ コ
ト

心
　
↓
　
不
レ

可
レ

有
レ

叶フ
レ

心ニ

3

14

則
見テ
二

　
↓
　
則チ

見
二

4

4

故
也
大
論
　
↓
　
故ヘ

也
大
論ノ

4

15

以テ
二

一
鉢ノ

飯ヲ
一

　
↓
　
以
二

一
飯ヲ
一

5

4

受テ
レ

　
↓
　
受
レ

5

7

餓ル

狗ニ
一

　
↓
　
餓タ
ル

狗ヌ
ニ一

5

16

我ニ
一

　
↓
　
我ニ

6

2

施ト
レ

狗
　
↓
　
施ス
トレ

狗ニ

6

7

何カ

多
　
↓
　
何レ
カ

多キ

6

12

曰
　
↓
　
曰ク

7

4

狗ニ
一

功
徳
可シ
レ

多ル

　
↓
　
狗ニ

功
徳
可
多カ
ル

7

12

廿
六ニ

云
佛
以テ

　
↓
　
二
十
六ニ

云ク

佛
以

8

2

入レ
二 タ
マ
フ
ニ

　
↓
　
入タ
二 マ
フ
ニ

8

13

餓
　
↓
　
餓タ
ル

十九丁目表

1

2

云
故ニ

供
二

　
↓
　
云ク

故ニ

供ン
二

1

8

乞ツ

　
↓
　
乞

1

12

可シ
レ

施ス
二

　
↓
　
可
レ

施
二

2

1

十
九ニ

奉キ
ウ

仕ジ

　
↓
　
十
九
奉
仕
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十九丁目表

3

6

云
依テ
レ

師ニ

可シ
レ

　
↓
　
云
依
レ

師
可
レ

4

11

如シ
レ

無カ
レ

綆ル
一 コ
ト

　
↓
　
如
レ

無
レ
　
綆ツ
ル
ヘ一

4

15

可
得
二

　
↓
　
可
レ

得
二

5

4

又
　
↓
　
又タ

5

13

科カ
ヲ一

　
↓
　
科ト
カ
ヲ一

6

3

入テ
レ

金
人ニ

與ン
ニレ

　
↓
　
入
レ

金ヲ

人ニ

與ヘ
ンレ
ニ

6

8

不
レ

取ラ

人
一

乎
　
↓
　
不ン
レ

取ラ
レ

人
乎ヤ

6

12

又
暗キ

時キ

行ン
ニ二

嶮キ

　
↓
　
又タ

暗ク
ラ
キ

時キ

行ユ
カ
ン二
ニ

嶮ケ
ハ
シ
キ

7

1

悪キ

　
↓
　
悪ニ
ク
キ

7

6

来ラ
ン
ニ

不
レ

用イ
レ

是ヲ
一

　
↓
　
来ン
ニ

不ン
レ

用
レ

之ヲ

7

17

云
　
↓
　
云ク

8

4

受テ
レ

　
↓
　
受
レ

8

9

有リ
下

最
後ニ
上

　
↓
　
有リ

最
後ニ

十九丁目裏

1

7

除メ
二 タ
マ
フ

　
↓
　
除
二

1

14

故
　
↓
　
故ヘ

2

1

僧
祇
律
云
　
↓
　
僧
祇
律ニ

云ク

2

6

百
﨟ノ

　
↓
　
百
﨟

3

1

可シ
レ

如ス
二

弟
子ノ
一

　
↓
　
可
レ

如
二

弟
子

3

7

経
云
　
↓
　
経ニ

云ク

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

十九丁目裏

3

13

老タ
ル
ト
モ

若シ
ハ

　
↓
　
老タ
リ
ト
モ

若ハ

4

5

敬セ
ン
コ
ト

　
↓
　
敬サ
ン
コ
ト

4

10

可
レ

如ス
レ

仕ル
レ

帝
釈ニ
一

　
↓
　
可シ
レ

如ス
二
レ

仕ル
二

帝
釈ニ
一

5

1

大
論
云
　
↓
　
大
論ニ

云ク

5

9

不ト
レ

下ラ

　
↓
　
不ス
ト

レ

下サ
カ
ラ

5

16

少
モ
　
↓
　
少
シ
モ

5

26

ミ
ヘ
タ
リ
　
↓
　
見
タ
リ
ト

6

1

廿ニ

　
↓
　
二
十ニ

6

6

者
隠タ
二 マ
フ

　
↓
　
者ニ

隠シ
二 タ
マ
フ

7

5

云
　
↓
　
云ク

7

9

経
　
↓
　
経ノ

7

15

佛
　
↓
　
佛ケ

8

9

劫ヲ

可シ
レ

成ル

佛ニ
一

　
↓
　
劫ヲ
一

可シ
レ

成ル
レ

佛ニ

8

15

某シ
ノ

　
↓
　
某ナ
ニ
ソ
レ
ノ

二十丁目表

1

9

ノ
タ
マ
ハ
ハ
　
↓
　
云
ハ
ハ

1

18

既テ
ニ

得タ
リ二
ト

　
↓
　
既ニ

得リ
ト二

1

22

云テ

　
↓
　
云

2

4

逸ル
一

依
之ニ
一

　
↓
　
逸ナ
ル一

依
レ

之

2

7

佛
彼ノ

主シ
ニ
ハ

　
↓
　
佛ケ

彼ノ

主ニ
ハ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

二十丁目表

2

13

傍
　
↓
　
傍ラ
ノ

3

1

作サ

佛ノ

期コ

近カ
シ

　
↓
　
作
佛ノ

期
近シ

3

7

縁タ
マ
リ

宣ヘ
リ

　
↓
　
縁シ
タ
マ
フ
ヘ
シ

宣ア
リ

3

13

云
若シ

深ン

　
↓
　
云ク

若シ

深

4

1

誦ン
ニ

　
↓
　
誦セ
ン
ニ

4

9

遣シ
テ二

　
↓
　

　
遣ツ
カ
ハ二 シ
テ

5

2

是モ

　
↓
　
是レ
モ

5

7

不
可
レ

遣ハ
ス二

　
↓
　
不
レ

可
レ

遣
二

5

13

彼ノ

　
↓
　
彼

5

17

見
二

　
↓
　
見ル
ト二

6

5

発カ
二

　
↓
　
発
二

6

10

云
此レ

等ノ

文
　
↓
　
云ク

此
等ノ

文ノ

7

1

隠タ
二 マ
フ

　
↓
　
隠
二

7

17

少ク

　
↓
　
少ナ
ク

8

7

可シ
レ

見フ

種
ノ々

奇
瑞ヲ
一

　
↓
　
可
レ

見
二

種
ノ々

寄
瑞ヲ
一

8

13

依テ

之
一

　
↓
　
依
レ

之

二十丁目裏

1

5

好キ

相ヲ
一

説ケ
リ

　
↓
　
好
相ヲ
一

説

2

1

廿
一ニ

　
↓
　
二
十
一

2

5

売ハ
イ
ハ
イ買
ノ

罪ト

不ル
レ

罪ナ
ラ

　
↓
　
売
買ノ

罪ト
カ
ト

不
レ

罪

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

二十丁目裏

3

4

云
　
↓
　
云ク

3

12

賣ヲ
一

不ル
ハレ

買ハ
一

　
↓
　
賣ル
ヲ一

不ル
ハレ

買カ
ハ

4

7

経
云
　
↓
　
経ニ

云ク

4

13

可シ
レ

　
↓
　
可
レ

5

9

共
　
↓
　
共ニ

5

12

罪
一

五
百ノ

　
↓
　
罪ヲ

五
百
世ノ

6

1

可シ
レ

得ウ

二

賣ル

報ヲ
一

　
↓
　
可
レ

得
二

賣
報ヲ
一

6

5

又
云
　
↓
　
又タ

云ク

6

12

者ハ

　
↓
　
者ヲ
バ

6

17

取ヘ
テ二

　
↓
　
取ト
ラ

二 ヘ
テ

7

1

此ノ

人ヲ
一

重ク

可シ
レ

禁ム
一

　
↓
　
此
人ヲ
一

重ク

可
レ

禁ム

7

7

可シ
カレ

追
二

出
国ノ

中ヲ
一

　
↓
　
可シ
トレ

追
二

出ス

国
中
一

8

2

云
　
↓
　
云ク

8

9

違リ

　
↓
　
違セ
ハ

8

15

意ロ

彼レ

賣ル
ト

　
↓
　
意ロ
ヲ

彼レ

賣ト

二十一丁目表

1

4

買
レ

此ヲ

　
↓
　
買カ
ハ

レ

此レ
ヲ

1

7

人
不
レ

可
レ

得ウ

賣
一

　
↓
　
人ト

不
レ

可
レ

得
レ

賣コ
ト
ヲ

1

12

知ハ

　
↓
　
知シ
カ
ラ
ハ

1

14

不
可
レ

買
一

令ナ
リ

　
↓
　
不ス
レ

可
レ

買フ

令ム
ルレ
ナ
リ
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

二十一丁目表

2

10

心
　
↓
　
心ロ

3

3

必
他
所マ
テ
モ

　
↓
　
必ス

他
所ニ
テ
モ

3

6

可ト
レ

賣ル
一

　
↓
　
可
レ

賣ル

3

9

可
レ

買フ

之ヲ
一

　
↓
　
可シ
レ

買フ
レ

之ヲ

3

14

得カ
二

功
徳
　
↓
　
得ン
カ二

功
徳ヲ
一

4

13

買
　
↓
　
買ハ

5

2

失ヲ

　
↓
　
失カ
ヲ

5

6

徳ヲ
一

　
↓
　
徳ヲ

7

2

此
書
　
↓
　
此ノ

書ハ

7

14

都ノ

　
↓
　
都

8

1

用
之
一

　
↓
　
用
レ

之

8

9

清ノ

　
↓
　
清

8

14

面ノ

　
↓
　
面

二十一丁目裏

1

8

智ハ

　
↓
　
智

1

11

提ノ

　
↓
　
提

2

1

妨ナ
ル

　
↓
　
妨

2

3

但シ

　
↓
　
但

2

5

悋リ
ン

　
↓
　
悋

2

8

熟ル
コ
ト

　
↓
　
熟

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
写
字
台
文
庫
本

二十二丁目表

1

1

那
須
所
持
本
に
は
︑
末
尾
に
﹁
于
時
安
永
三
甲
午
秋
八
月
廿

一
日
於
南
峯
起
雲
楼
書
写
了
勢
南
松
坂
産
懃
息
秀
榮
山
人
﹂

と
い
う
記
載
あ
り
︒

写
字
台
文
庫
本
の
﹁
毎
月
地
藏
参
記
之
日
記
﹂
以
下
の
記
述
︑

那
須
所
持
本
に
は
無
し
︒
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
河
野
本

表紙

明
遍
之
御
口
　
↓
　
無
し

一丁目表

明
遍
之
御
口
　
↓
　
無
し

無
し
　
　
　
　
↓
　
浄
厳

行
者
大
要
鈔
　
↓
　
行
者
大
要
抄

二丁目表

左
脇
机
　
　
　
↓
　
左
脇
軌

※ 

那
須
所
持
本
で
は
︑
一
か
ら
二
十
ま
で
の
項
目
は
上
下
二

段
に
書
か
れ
て
い
る
が
︑
河
野
本
で
は
一
段
に
書
か
れ
て

い
る
︒

二丁目裏

1

1

十
五
　
不
知
罪
罪
事
　
十
六
　
老
後
懈
怠
事

　
↓
　
十
五
　
老
後
懈
怠
事
　
十
六
　
不
知
罪
罪
事

三丁目表

1

1

一
　
八
精
進
　
八
懈
怠
事

　
↓
　 

△
一
　
八
精
進
　
八
懈
怠
（
項
目
番
号
の
上
に
△
が

記
さ
れ
て
い
る
︒
　
以
下
︑
廿
一
ま
で
同
じ
）　

2

5

云
　
↓
　
曰

6

10

懈
怠
　
↓
　
懈
分

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
河
野
本

四丁目表

6

3

倍
々
　
↓
　
憎
々

6

9

卅
　
　
↓
　
三
十

五丁目裏

8

8

貧
着
　
↓
　
貪
着

六丁目表

2

1

不
着
諸
伴
侶
　
↓
　
四
不
着
諸
伴
侶

七丁目表

1

9

之
　
↓
　
是

3

8

天
井
　
↓
　
天
上

7

7

之
　
↓
　
是

七丁目裏

6

11

永
捨
　
↓
　
永
捨
文

九丁目表

3

1

行
事
抄
　
↓
　
行
事
鈔

6

13

自
行
業
　
↓
　
行
業

﹃
行
者
大
要
鈔
﹄
那
須
所
持
本
と
河
野
美
術
館
本
と
の
校
異
表
（
漢
字
部
分
の
み
）
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
河
野
本

九丁目裏

4

16

而
　
↓
　
然
而

十丁目表

3

5

我
身
是
也
　
↓
　
我
是
也

十一丁目表

2

14

善
相
　
↓
　
善
友

8

15

反
　
　
↓
　
翻

十二丁目表

7

1

生
天
者
　
↓
　
生
天

十二丁目裏

8

6

身
汗
生
　
↓
　
身
汗
流

十三丁目表

1

12

心
思
父
母
　
↓
　
心
心
思
父
母

6

2

寄
瑞
　
↓
　
奇
瑞

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
河
野
本

十三丁目裏

1

1

但
仏
垂
　
↓
　
但
垂

十四丁目表

1

11

掻
大
王
棺
　
↓
　
掻
父
大
王
棺

十五丁目表

3

10

如
上
　
↓
　
上
如

十七丁目表

5

8

抑
　
↓
　
柳

十七丁目裏

2

1

増
一
阿
含
経
　
↓
　
雑
阿
含
経

7

1

六
目
　
↓
　
六
日

8

5

事
　
↓
　
事
也

十八丁目表

2

1

抄
枇
　
↓
　
鈔
枇
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丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
河
野
本

十九丁目表

7

1

悪
人
　
↓
　
要
人

十九丁目裏

4

6

忉
利
天
衆
　
↓
　
法
忉
利
衆

二十丁目裏

5

13

五
百
中
　
↓
　
五
百
世
中

二十二丁目表

1

1

于
時
安
永
三
甲
午
秋
八
月
廿
一
日
南
峯
於
起
　
↓
無
し

2

1

雲
楼
書
写
了
勢
南
松
坂
産
懃ノ

息
　
　
　
　
　
　
↓
無
し

3

1

秀
榮
山
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
無
し

※ 

﹁
河
野
本
﹂
に
は
︑﹁
右
此
書
者
毘
沙
門
堂ノ

法
印
　
明
遍
僧

都ノ

御
作
也
︙
︙
努
々
不
可
外
聞
少
智ハ

是
菩
提ノ

妨ナ
ル

故
但シ

慳

悋リ
ン

機
感
熟ル
コ
ト

不
自
知
而
已
﹂
と
い
う
奥
書
の
後
に
︑﹁
写

字
台
文
庫
本
﹂
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
﹁
毎
月
地
蔵
参
記

之
日
記
﹂
か
ら
﹁
同
碑
文
於
南
海
中
有
一
浄
土
名
金
剛
山

法
起
菩
薩
常
在
説
法
文
﹂
ま
で
の
書
き
付
け
が
記
載
さ
れ

て
い
る
︒
さ
ら
に
﹁
河
野
本
﹂
で
は
︑﹁
発
心
祈
誠
表
白
﹂

丁
数
行
数
字
数

那
須
所
持
本
　
↓
　
河
野
本

　 

と
い
う
長
文
の
表
白
文
が
記
さ
れ
︑
そ
の
後
に
︑
以
下
の

よ
う
な
記
載
が
あ
る
︒

　
　
　﹁
私
頌
曰

　
　 

三
寳
威
力
自
他
和
合
互
為
助
縁
善
願
成
就
順
次
決
定
値

遇
大
聖
二
利
行
願
速
至
不
退
南
無
法
相
擁
権
慈
悲
万
行

菩
薩
今
生
必
得
発
菩
提
心
生
々
世
々
親
近
奉
仕
文

　
　
　
　
　
　
　
上
人
御
道
心
祈
誠
壮

　
　
　
元
亀
三
年
壬
申
極
月
九
日
書
写
畢

　
　
　
于
時
寛
永
拾
九
暦
陽
復
三
日
書
写
畢

　
　
　
　
河
州
錦
部
郡
鬼
住
村
　
道
雲

　
　
　
　
　
　
　
　

　

已
上
墨
付
三
十

　
　
　
　
　
願
以
此
功
徳
　
普
及
於
一
切

　
　
　
　
　
我
等
与
衆
生
　
皆
共
成
仏
道

　
　
　
　
　
　
　

　

鐘
之
頌
文

　
　
　
　
　
　
願
諸
賢
聖

　
　
　
　
　
　
同
入
道
場

　
　
　
　
　
　
願
諸
悪
趣

　
　
　
　
　
　
倶
時
離
苦
　

﹂
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写
字
台
文
庫
本
の
﹁
毎
月
地
蔵
参
記
之
日
記
﹂
以
降
の
翻
刻

︻
16
／
21
︼

05
　
　
毎
日
地
蔵
参
記
之
日
記
　
　
　
　
　
　
　
　

06
正
月
十
六
日
死
出
山
苦
患
遁
　
　
　
　
二
月
八
日
釼
山ノ

苦
遁

07
三
月
十
五
日
三
途
大
河
苦
遁
　
　
　
　
四
月
廿
五
日
地
獄
不
堕

08
五
月
廿
四
日
畜
生
道
苦
遁
　
　
　
　
　
六
月
三
日
阿
修
羅
道ノ

苦
遁

09
七
月
十
四
日
餓
鬼
道
苦
遁
　
　
　
　
　
八
月
十
八
日
合
戦
道
苦
遁

10
九
月
十
一
日
業
秤ハ
カ
リ

苦
遁
　

　
　
　
　
　
十
月
九
日
鑯
丸
苦
遁

11
十
一
月
十
九
日
無
間
地
獄
苦
遁
　
　
　
十
二
月
廿
四
日
佛
成
事
無
疑
文
　

12
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
南
岳
大
師ノ

云ク

朝ニ
ハ

普
賢ノ

願
海ニ

懸ケ
レ

心
懺
悔ノ

船ニ

流シ
レ

泪ヲ

夕
弥
陀ノ

本
願ニ

14
寄テ
レ

憑ヲ

菩
提ノ

岸ニ

結ヘ
レ

縁ヲ

空ク

暮レ

虚ク

明ハ

終リ

何ン
ノ

有ン
レ

益カ

呼
々
宿
業
由テ
レ

重キ
ニ

15
聞ケ
二 ト
モ

佛
法ヲ
一

無シ
二

信
楽ノ

心ロ
一

今
生ニ

不ル
ハレ

学
無キ
二

宿
因
一

故
現
生ヲ

空ク

過ル
ハ

當
来

16
亦
悲シ
シ

如
何カ
セ
ン

文
又タ

云ク

一
心
三
観ノ

窓ノ

前ニ
ハ

開ケ
二

円
融
無
㝵ノ

花
一

坐
禅
入

17
定ノ

床ノ

上ニ
ハ

結フ
ト二

色
香
中
道ノ

果ヲ
一
文
又タ

云ク

三
諦
相
続ノ

挑ケ
二 テ
ハ

恵
光ヲ
一

照シ
二

生
死

18
苦
海ノ

迷
暗ヲ
一

以テ
ニ

三
因
仏
性ノ

利
劔ヲ
一

一
切
衆
生
邪
　
見ノ

荊
典ヲ
一
文
又タ

云ク

月

︻
17
／
21
︼

01
出ル
二 ヲ
ハ

東
岱ニ
一

思
二

生ノ

始ト
一

日ノ

傾ヲ
ハ二

西
岱ニ
一

思ヘ
二

死
終ト
一
文
又
云
雲ノ

上ニ

立テ

見ル
ニ二

雲

02
下ヲ
一

莫レ
レ

不ト
レ 云
コ
ト

目
開レ
ハ二

一
花
一

天
下
皆ナ

春ナ
リ

文
伝
教
大
師ノ

云ク

一
日ノ

学
道ハ

03
勝レ
リ二

千
佛ヲ

供
養ス
ル一
ヨ
リ
モ

云
々
金
剛
経ニ

云ク

曰ク

三
時ニ

以テ
二

恒
沙ノ

身ヲ
一

布
施ス
ル
ト
モ

04
不
レ

如
三

受
二

持ス
ル
ニ
ハ

一
句
一
文ヲ
一
文
釋シ
テ

云ク

月
徹ト
モ二

湛
底ニ
一

水ニ

無レ
路
竹
影
拂ト
モレ

橋ヲ

05
塵
不
レ

動
文
恵
心ノ

云ク

剃リ
レ

髪ヲ

染レ
レ ト
モ

衣ヲ

不レ
ハレ

聞カ
二

佛
法ヲ
一

従ヨ
リ

二 モ

畜
生
一

劣レ
リ

06
豈ニ

假テ
二

沙
門ノ

名ヲ
一

誑
二

惑ス

世
間ノ

人ヲ
一

適ニ

雖ヘ
レ ト
モ

剃ル
トレ

髪
不
レ

切
二

煩
悩
業
苦ノ

07
根ヲ
一

雖
レ

染ト
レ

衣ヲ

心ヲ

不
染
真
如
法
性ノ

水ニ
一

綾
羅
錦
潚ノ

衣ノ

色ハ

更ニ

不
レ

隠
二

08
三
途ノ

耻ヲ
一

忍
辱
懺
悔ノ

衣ノ
ミ

隠
二

三
身
佛
果ノ

處ヲ
一

美
酒
肉
食ノ

深キ

味ハ

不ス

09
養
二

三
途ノ

飢ヲ
一

坐
禅
観
法ノ

味ノ
ミ

養
妙
覚
朗
然ノ

飢ヲ
一
文
又タ

云ク

昨
日ハ

10
乗シ

テ二

名
聞ノ

車ニ
一

度
二

榮
樂ノ

大
道ヲ
一

今
日ハ

載テ
二

火
車ニ
一

趣リ
二

阿
鼻ノ

大
城
一
文

11
又タ

云ク

一
乗ヲ

染レ
ハレ

肝ニ

不シ
テレ

久
成
佛ト

鵕
鳥
入レ
ハレ

海
魚
虫
悉
死ス
ト

文

12
釋シ

テ

云ク

発
心ノ

春ノ

花ハ

苟
二

修
行ノ

風ニ
一

菩
提ノ

秋ノ

月ハ

隠ル
ト二

涅
槃ノ

山ニ
一
文

13
又
云
紅
粉
翠
黛ハ

春ノ

夜ノ

夢メ

芳
談
低
語ハ

似リ
二

谷
響ニ
一
文

14
覚
大
師ノ

云ク

憍
慢ト

名
聞ト
ハ

堕ツ
二

天
狗
道ニ
一

貪
欲ト

利
養ト
ハ

堕ツ
二

地
獄

15
道ニ
一

交
衆ト

飲
酒ト
ハ

為リ
二

犯
戒ノ

基ヒ
一

止
観ト

慈
悲ハ

為シ
テ二

往
生ノ

業ト
一
文

16
止
観ノ

第
二ニ

云ク

若シ

唱レ
ハ二

弥
陀ヲ
一

即チ

是レ

唱ル
二 ナ
リ

十
方ノ

佛ノ

功
徳ヲ
一

但
専ラ

以テ
二

弥

17
陀ヲ
一

為ス
二

法
門ノ

主ト
一

挙ケ
レ

要ヲ

言ハ
ハレ

之ヲ

歩ノ

聲
々
念
々
唯タ
タ

有リ
二

阿
弥
陀
佛ニ
一
文

18
大
論ニ

云ク

無
道
心ノ

頭ヲ

剃ハ

者
犬ノ

尾ヲ
ヲ

如シ
レ

剃カ

無
道
心ノ

込コ
モ

二 ル
ハ

山
林ニ
一

如シ
二

猿
狐

︻
18
／
21
︼

01
狼ノ
一

無
道
心ノ

念
誦ハ

者
伏ル

牛ノ

如シ
二

腐ニ
レ

噛カ
ム

一

無
道
心ノ

行
道ハ

緤ツ
ナ
ケ
ル

犬ノ

如シ
レ

廻カ
レ

柱ヲ

02
無
道
心ノ

坐
禅ハ

如
二

木
石ノ
一

無
道
心ノ

着
衣ハ

株ク
イ
ニ

如シ
レ

着ル
カレ

衣ヲ
文
神
主
上
云
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03
財
施ノ

七
弥リ
モ

法
施ノ

一
味
猶
是
重
寳ナ
リ
ト

文
又タ

云ク

満
海ノ

財
寳モ

不

04
レ

如カ
二

一
句ノ

法ニ
一

恒
沙ノ

身
命モ

不
レ

比ハ
二

四
句ノ

偈ニ
ハ二

文
又タ

云ク

雖ヘ
レ ト
モ

有リ
ト二

梅ニ

苟ヒ
一

不

05
レ

折ラ

不
レ

薫
雖
レ

満ト
二

功
徳
法
界ニ
一

不ハ
レ

言ハ

不ス
レ

顕レ
文
千
両ノ

金ハ

助
二

一
世ノ

身ヲ
一

06
一
句ノ

法ハ

養フ
二

億
劫ノ

魂ヲ
一
文

07
金
剛
山
禮
文
　
従
是
東
方
金
剛
山 

法
起
菩
薩
作
佛
事

08
　
　
　
　
　

　

彼
處
々
化
常
勇
猛 

極
楽
變
相
自
顕
然
文

09
同
碑
文
　
於
南
海
中
　
有
一
浄
土
名
金
剛
山
　
法
起
菩
薩 

常
在
説
法
文

10
　
　
　
　
道
範

11
南
無
大
師
　
遍
照
金
剛
　
普
賢
行
願
　
皆
令
満
足
　
我
今
一
心

12
発
願
廻
向
　
生
々
世
々
　
隨
遂
奉
事
　
在
々
處
々
　
値
遇
密
教

13
今
生
薫
修
　
三
密
妙
業
　
所
生
之
處
　
憶
持
不
忘
　
開
発
衆
生

14
本
有
善
根
　
発
心
修
行
　
菩
提
涅
槃
　
浄
佛
国
土
　
成
就
衆
生

15
　
　
　
隕ム

ツ
キ

婮キ
サ
ラ
キ

霜ヤ
ヨ
イ

余ウ
ツ
キ

皐サ
ツ
キ

且ミ
ナ
ツ
キ

相フ
ミ
ツ
キ

袖ハ
ツ
キ

玄ナ
ガ
ツ
キ

陽カ
ミ
ナ
ツ
キ

事シ
モ
ツ
キ

除シ
ハ
ス

　
　

16
　
　
雖ヘ
二 ト
モ

悪
筆
憚
多
一

稱
為
二

上
求
菩
提
下
化
衆
生
一

別シ
テ
ハ

　
　

17
　
　
現
當
二
世
所
願
圓
満
祈
處
而
已

18
天
正
六
年
卯
月
吉
日
　
書
写
畢
　
頼
圓

︻
19
／
21
︼

10
今
此ノ

一
巻ノ

右
書ハ

城
州
大
山
崎
寳
寺
塔
頭
極
楽
房

11
彦
誉
庫
藏ノ

秘
本
也
予
慇
懃ニ

所
望ス
ル
コ
ト

年
淹シ

然ル
ニ

而
元
文

12
第
五
庚
申
初
秋
於テ
二

京
師
木
屋
町
房
屋ノ

旅
亭ニ
一

彦
誉

13
有リ
レ

養フ
レ コ
ト

病ヲ

予
看
二

病ス

之ヲ
一

與ヘ
テ二

其ノ

福
田ニ
一

得タ
リレ

求コ
トレ
ヲ

之
矣
率
爾ニ

雖

14
レ

欲ス
トレ

書
二

写セ
ン
ト

之ヲ
一

衰
老
懶レ
レ

把ル
ニレ

筆ヲ

也
幸ニ

三
二

請シ
テ

同
寺
仙
涼
坊

15
住
侶
宜
純ニ
一

写
二

求ス

焉ヲ
一

随
喜
有リ
レ

余
云
爾

16
　
　 

唱
曰

17
貪
瞋
痴ノ

三
毒ハ

諸
煩
悩ノ

骨
髄
一
切ノ

障
碍
神ナ
リ

常
恒ニ

能ク

忍
持ス
レ
ハ

︻
20
／
21
︼

01
表シ
二

冨
樂ト

慈
悲ト

智
恵ト
ノ

之
三
徳ヲ
一

忽
為
二

如
意
寶ト
一

諸ノ

希
願
悉ク

満ス

02
大
師ノ

釋ニ

云ノ
タ
マ
ハ
ク

一
尊
一
契ハ

證
道ノ

径
路
一
字
一
句ハ

入
佛
之
父

03
母ナ
ル

者
也ト
文

040506
　
　
　
　
　

　

南
紀
沙
門
釋
秀
雄
老
翁
謹
記
焉

※ 

︻
　
　
︼
内
の
数
字
は
︑
龍
谷
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
﹁
貴
重
資
料
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
﹂
の
﹁
写
字
台
文
庫
﹂
の
項
に
公
開
さ
れ
て
い
る
﹃
行
者
大
要
抄
﹄
写
字
台

文
庫
本
の
21
の
画
像
の
中
の
第
何
番
目
の
画
像
で
あ
る
か
を
表
す
︒
ま
た
︑
01
︑
02
等

の
数
字
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
に
お
け
る
行
数
を
表
す
︒

正
　
　
二
　
　
　
三
　
　
四
　
　
五
　
　
六
　
　
　
七
　
　
　
八
　
　
九
　
　
　
十
　
　
　
十
一
　
　
十
二
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﹃
行
者
大
要
抄
﹄
正
教
蔵
文
庫
本
の
翻
刻

︻
表
紙
︼

︻
本
文
︼

︿
一
丁
目
表
﹀

　
　
　
　
　（
表
紙
見
返
し
）

︿
一
丁
目
裏
﹀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

舜
奥
蔵

︿
二
丁
目
表
﹀

01 

一
　
八
精
進
事
　
　
　
　
　 

十
一
　
臨
終
善
悪
相
事

02 

二
　
八
懈
怠
事
　
　
　
　
　 

十
二
　
死
後
事

03 

三
　
睡
眠
事
　
　
　
　
　
　 

十
三
　
追
善
事

04 

四
　
悪
人
値
時ノ

用
心
事
　
　 

十
四
　
功
徳ニ

似テ

罪ナ
ル

事

05 

五
　
住
処
事
　
　
　
　
　
　 

十
五
　
罪ト
モ

不
知
罪
事

06 

六
　
衣
食
事
　
　
　
　
　
　 

十
六
　
老
後
懈
怠
事

07 

七
　
用
師
事
　
　
　
　
　
　 

十
七
　
行
人
鬼
病
事

08 

八
　
魔
事
事
　
　
　
　
　
　 

十
八
　
道
人
貧
報
事

09 

九
　
酒
肉
五
辛ヲ

忌ン

事
　
　
　 

十
九
　
師
奉
仕
事

10 

十
　
看
病
事
　
　
　
　
　
　 

卄
　
　
仏
初
心ノ

行
人ニ

隠
霊
験ヲ
一

事

11
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卄
一
　
仏
像
経
巻
買
可シ
ヤ

取
否
耶
事
　
已
上

︿
二
丁
目
裏
﹀

︿
三
丁
目
表
﹀

01
行
者
大
要
鈔
　
亦
名
取
意
鈔

02
　
八
精
進
者

03
長
阿
含
経
云
　
八
精
進
者
︑
㐧
一ニ
ハ

若
比
丘
食
不
得
時ハ

04
　
思
我
今
身
軽
眠
少
宜
可
勤
行二

足
㐧
二ニ
ハ

食
得
思ク

05
　
此
身
力
具
足リ

此
時
何ゾ

不
勵
一

㐧
三ニ
ハ

依
昨
日ノ

事ニ
一

退

06
　
行
業ヲ
一

今
是ヲ

修シ
テ

ツ
ク
ノ
ウ
事ヲ

セ
ン
㐧
四ニ
ハ

明
日
事
可

07
　
有
須
今
日
精
進シ
テ

怠ル

事
無ン

㐧
五ニ
ハ

昨
日
遊
行シ
テ

不ル
二

08
　
行
一

事ヲ

可
歎
一

第
六ニ
ハ

明
日
依
遊
行ニ
一

懈ラ
ン

事ヲ

憂フ

09
　
㐧
七ニ

ハ

病ノ

軽
時ハ

思ヘ
リ

不ル

重
時
身ヲ

ハ
ケ
マ
シ
テ
可

10
　
精
進
一

㐧
八ニ
ハ

病
重
時ハ

思ヘ
リ

無
常
忽ニ

望ミ

命
終
近ニ

︿
三
丁
目
裏
﹀
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01
　
有
心ニ

道ヲ

念シ
テ

須
臾モ

棄ル

事
無
无ケ
ン

若
此
時
具
精
進ヲ
一

者
行ト
シ
テ

02 
　
不ト

成
一

云
事
无シ

03
　
　
　
八
懈
怠
者

04
第
一ニ

若
比
丘
食ヲ

不
得
一

時ハ

思ク

我
今
疲
極セ
リ

勤メ

可キ
ニレ

行
不

05
　
堪
㐧
二
食ヲ

得タ
ル

時ハ

思ク

身
重ク

心
嬾シ

暫ク

休
息ン

㐧
三ニ
ハ

06
　
少キ

事ア
ル

時ハ

思ク

我
今
身
苦ク

力
付キ
セ
リ

㐧
四ニ
ハ

明
日
事
可
有

07
　
今
日ハ

身
可
易ク
ス一

㐧
五ニ
ハ

昨
日
遊
行シ
テ

此
身
ツ
カ
レ
リ

08
　
㐧
六
明
日
遊
行ス
ヘ
シ

今
日
可
怠ル

㐧
七ニ
ハ

病ニ

付テ

軽
病ヲ

09
　
重キ

病ニ

思
成テ

無
修コ
ト一

㐧
八ニ
ハ

病
巻
畢リ

ヌ
レ
ハ
思ク

病
巻テ

未

10
　
久シ

此
身
何
行ル
ニ

堪ン

此
八
懈
怠ヲ

具ル

者ハ

修ル

所
永
無

︿
四
丁
目
表
﹀

01
　
成コ
ト

　 

四
十
二
章
経
云
道ヲ

行ル

無シ

暴
々
シ
ク
ス
ル

02
　
事
若
暴
々
シ
キ
時ハ

其
身
ツ
カ
ル
身
疲レ

ヌ
レ
ハ
心
悩ヲ

03
　
生ス

悩ハ

行
即
退ス

行
若
退ス
レ
ハ

倍
々
ヲ
カ
ス
大
論

04
　
卄
五
云
行ン

事ハ

譬ハ

馬ニ

乗ル

者
速ハ
ヤ
ケ
レ
ハ

是ヲ

留メ

遅ケ
レ
ハ

鞭ヲ

打カ

05
　
可
レ

如ク
ニ

06
　
　
睡
眠
事

07
中
阿
含
経
云
眠リ

起ラ
ン

時ハ

正ニ

冷
水ヲ

持テ

面ヲ

可
洗
又
四

08
　
方ニ

星
可
見
一

如ク
レ セ
ン
ニ

此
止
事
不ス
ハ

能
室ニ

入テ

眠レ

右ノ

脇ヲ

敷テ

臥テ

09
　
心ニ

仏ノ

光ヲ

思ヘ

10 

　
　
悪
人ニ

値
時ノ

用
心
事

︿
四
丁
目
裏
﹀

01
梵
網
古
迹
云
悪
人ニ

値ン

時ハ

三ノ

念ヲ

可
発
一

一ニ
ハ

彼
人ノ

心

02
　
性ハ

本ト

人ヲ

悩
事
无シ

依テ

煩
悩ノ

病ニ
一

此
心
有リ

譬ハ

悪
鬼

03
　
入
其
心ニ
一

醫ヲ

ノ
カ
ル
カ
如シ

二ハ

我
誓
二

衆
生ヲ
一

大
苦ヲ

ス
ラ

04
　
可ト

受
一

今
此
少
苦
何ソ

不ン
ヤ

忍
一

三ハ

彼
悩ヲ

我レ

忍カ

故ニ

我

05
　
忍
辱ノ

行ヲ

可
成
一

彼
我ニ

忍
有リ

何ゾ

是ヲ

ニ
ク
マ
ム

06
増
一
阿
含
経ニ

冨
楼
那
佛ニ

言ク

吾
正ク

忍ヲ

可
行ス

若
人

07
　
来テ

我
罵ラ
ン

時ハ

拳ヲ

不サ
ラ
ン

與
事ヲ

可
喜
若
拳ヲ

蒙ラ
ン

時ハ

杖
木ニ

08
　
不
及
一

事ヲ

可
喜
若
杖
木ニ

及ハ
ン

時ハ

刀
劒
不
蒙
一

事ヲ

可

09
　
喜
一

若
刀
劒ヲ

蒙ラ
ン

時ハ

厭フ

処ノ

五
蘊ノ

毒ノ

身
忽ニ

捨ル

事ヲ

可

10
　
喜
︒
私
云
神
通ノ

目
連
尚
竹
杖
外
道
命ヲ

被
奪
一

︿
五
丁
目
表
﹀

01
　
大
智ノ

舎
利
弗ハ

優
婆
伽
吒
鬼ニ

頭ヲ

被レ
キ

打
凡ソ

穢

02
　
土ノ

修
行
如
此
行
者
︑
勿
驚ク

事

03 
　
　
住
處
事

04
止
観
云
住
處ハ

是
道ノ

縁タ
リ

須ク

静ニ

是ヲ

可
簡
云
云

05
像
法
決
疑
経
云
末
世ノ

比
丘
住
處
執
着ス
ル

事
世
俗
可

06
　
如
一

若
善
比
丘ノ

三
月ニ

一
度
移リ

住ス
ル
ヲ

見テ
ハ

可
言
此
比
丘
其
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07
　
心
不
定
狂
乱シ
テ

移
住ス
ト

此
失ヲ

成ス

者ハ

罪ヲ

得ル

事
可
無
量
一

08
増
一
阿
含
経
云
佛
言ク

一
處ニ

不ル
レ ニ
ハ

住
五ノ

功
徳ヲ

備フ

一ニ
ハ

屋

09
　
舎ニ

不
貪
着
一

二ハ

諸ノ

不
資
具
求
一

三
宝
集ン
ト

不
思
四
諸ノ

10
　
伴
侶ニ

五ハ

在
家ニ

シ
タ
シ
ム
事
ナナ
カシ
レカ

︿
五
丁
目
裏
﹀

01
止
観
云
若
好
處ヲ

得ハ

頻ニ

勿
移ル

事
文

02
　
私
云
好
處
者
佛
法
修
行
有
便
處
事
也
云
々

03
　
　
衣
食
事

04
止
観
云
雖
是
少
縁
也ト

能
大
事ヲ

弁ス

程ワ
ツ
カ
ニ

餧ウ
エ
タ
リ

不ト

易
一

道

05
　
法
何ク
ニ
カ

有ン

若
少ノ

事
有ハ

足ヌ
ト

知リ
テ

多ク

勿
求ル

事
一

多ク

求レ
ハ

自モ

苦シ
ム

06
　
又
檀
那ヲ

モ

悩ス

食
非
時
食
事ヲ

可
レ

制ス

不レ
ハレ

然
種
ノ々

飲
食ヲ

07
　
求テ

一
心ヲ

明ム
ル

事ヲ

難
得
譬ハ

馬ヲ

カ
ウ
ニ
ク
ツ
ハ
ミ
ヲ
ハ
ケ
ツ
レ
ハ

08
　
食ヲ

求ル

心
无カ

如シ

09
　
　
用
師
事

10
大
論
云
好
法ニ

雖
値リ
ト一

無レ
ハ

教ル

者ノ
一

行ス
ル
ニ

多シ
レ

誤
譬ハ

病
人
苦キ

︿
六
丁
目
表
﹀

01
　
薬ヲ

得タ
レ
ト
モ

如
下

良
醫ヲ

不ル
カ中

求
上

02
　
　
魔
事
事

03
止
観
云
行
者
能
可
知
或
時ハ

師
僧
悪
口シ
テ

弟
子ヲ

瞋シ
メ

或

04
　
時ハ

弟
子
悪
口シ
テ

師
僧ト

諍ハ
ム

同
行
亦
可
然
也

05
持
犯
要
記
云
或
比
丘
深
山ニ

居シ
テ

静ニ

勤
行ル
ニ

空
中
声
有テ

06
　
讃ム

其
所
行ヲ
一

是ニ

依テ

発シ
テ

憍
慢
一

下ス

余ノ

道
人ヲ
一

是
魔
事
也

07
大
般
若
三
百
三
十
三
云
魔
被テ

讃メ
一

発
慢ヲ
一

者ノ

罪ハ

過タ
リ

五

08
　
逆ニ
モ一

人ノ

中ノ

大
盗
人ト

可
云
也

09
同
経
四
百
五
十
五
云
魔ニ

依テ

可
好
悪
義ヲ
一

致ス

所
魔ノ

力
一

10
　
挙テ

人
一

可
信
用
一

︿
六
丁
目
裏
﹀

01
同
経
五
百
四
十
六
云
菩
薩
道
修ル
ニ

或
時ハ

大ニ

得
財ヲ

甚

02
　
名
挙ル

事
可
有
一

正
可
知
一

是
則
魔
事
也
依
之
清
浄

03
　
心ヲ

汙シ

損
自
行ヲ
一

也
速ニ

可
厭
捨
也
︒

04
起
信
論
云
令
魔
人
令メ

神
通ヲ

得
一

或
令
佛
菩
薩ノ

身ヲ

見

05
　
或
俄
精
進
ハ
ケ
シ
ク
シ
テ
速ニ

退シ
テ

不
修
一

或
捨
本
行
更

06
　
余
行ヲ

令
修
一

彼モ

令ム

不
成
一

07
止
観
云
魔
始ニ
ハ

勧テ

行
人ヲ
一

悪ヲ

令ン
ト

作ラ
一

ス
ル
ニ
不レ
ハ

隋
巧ニ

事ヲ

善ニ

令ム

08
　
隨
一

所
謂
行
人
閑ニ

修ル

時
思ク

我
願ハ

立テ

塔
造
寺
一

仏
法ヲ

09
　
興
隆セ

ン
ト

依
之ニ
一

世
財ヲ

求メ

或ハ

遇テ

悪
縁ニ
一

修ル

處
永
廃レ
ヌ

10
大
集
経
十
二
云
菩
薩
若
憍
慢ヲ

発シ

是
名
魔
業ト

︿
七
丁
目
表
﹀
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01
群
疑
論
四
云
内ニ

有
邪
毒
一

外ニ

感ス

神
鬼
魔
一

02
止
観
云
鬼
妄リ
ニ

悩ス

人ヲ
一

実ニ

行
人
種
ノ々

事ヲ

依
二

邪
憶ス
ル一
ニ

03
往
生
要
集
云
雖
魔ヲ

対
治ス
ル

事
多ト
一

一ノ

明ス

治ル

方ヲ
一

所
謂ニ

一

04
　
心
念
仏ノ

一
門
是
也
仏ノ

護
念シ
タ
マ
フ
カ

故ニ

法ノ

威
力ノ

故ニ

05
　
魔
破ル

事
无シ

06
　
　
酒
肉
五
辛ヲ

忌マ
ン

事

07
明
眼
論
云
酒
肉
五
辛ヲ

食シ
テ

宿
不
経
一

行シ
テ

揺
欲
一

浄
水ヲ

ア

08
　
ミ
サ
ル
此
等ハ

不
浄
也
此
不
浄ノ

身ニ
テ

着キ

法
衣ヲ
一

入
道

09
　
場
一

背
大ニ

理ニ
一

四
分
律
比
丘
鈔
云
五
辛ノ

中ニ
ハ

ヒ
ル
ヲ
重ト
ス

10
　
至テ

ク
サ
キ
故
也
ナ
マ
シ
キ
ハ
失
重ク

煎ル
ハ

失
軽シ

︿
七
丁
目
裏
﹀

01
又
云
諸
律ノ

中ニ

病
者ニ
ハ

ヒ
ル
ヲ
食ス
ル

事
許ス

但
一ノ

小
坊ニ

居シ
テ

僧

02
　
座ヲ

不レ

汚カ
一

七
日ノ

後
浄
水ヲ

ア
ミ
衣ヲ

薫シ
テ

僧
中ニ

可
交ル

03
有
人
引テ

毗
那
耶
律ヲ
一

云
若
蒜ヲ

服ハ

七
日
薤カ
イ

食ハ

三
日
荵ヲ

04
　
服ハ

一
日
是
可
忌

05
明
眼
論
云
三
諸
仏
皆
愚
癡ヲ

以テ

為
大
不
浄
矣
然ヲ

一

06
　
文ノ

義
理ヲ
モ

不
知
愚
癡ノ

僧
纔ニ

一
食ヲ

行ト
シ

酒
肉
五
辛ヲ

不

07
　
食
一

不
犯
婬
欲
一

以テ

発シ
テ二

自
高ノ

心ヲ
一

諸ノ

有
智ノ

人ヲ

ソ
シ
ル
其
過

08
　
五
逆ニ

過タ
リ

09
　
私
云
此
文ニ

付テ
ハ

能
々
可
分
別
事
也
是ハ

深
位ノ

菩
薩
何レ
ト
ノ

慈

10 

　
悲ヲ

専ト
シ
テ

偏ニ

他ヲ

本ト
シ

不
顧
自ヲ
一

制
戒ノ

法
式ニ
モ

カ
カ
ハ
ラ
ス
逆
即

︿
八
丁
目
表
﹀

01 

　
是
順ノ

利
益ヲ

施シ

或ハ

末
代
学
者
也ト
モ

定
恵ノ

門ノ

行
躰

02 

　
深シ
テ

衆
罪
如
霜
露ノ

観
解モ

有ン

人ハ

縦ヒ

戒
門ノ

行
儀ハ

不

03 

　
足ナ
リ
ト
モ

無
智
愚
鈍ノ

身ニ
シ
テ

僅ニ

一
食ヲ

行シ

肉
食
等ヲ

禁シ

名ヲ

04 

　
随
分ト

思テ

智
者ヲ

不
可
令
軽ム
一
云
々
而ヲ

末
代ノ

学
者

05 

　
誤テ

見
此
等ノ

文ヲ
一

愚
癡コ
ソ

不
浄ヨ

肉
食
妻
帯ハ

非ス
ト二

不
浄ニ
一

06 

　
思テ

極テ

其
身ハ

無
智
不
善ヲ

遣リ

観
法ニ

住シ
テ

犯
戒ナ
ル

者

07 

　
無
間ニ

多ク

出
来レ
リ

文ハ

学
者ノ

依ト

狐
見ニ
一

云フ

事
也
可
悲

08 

　
可
悲
堕
獄
因
也
堕
獄
因
也

09 

　
　
看
病
事

10
行
事
鈔
云
世
人
盛ナ
ル

時ハ

ム
ツ
ヒ
シ
タ
シ
ミ
病ノ

時ハ

棄
捨ツ

是

︿
八
丁
目
裏
﹀

01
　
甚
賎
心
也
　
又
云
看
病ノ

人
病
者ノ

心ニ

違フ

ヘ
カ
ラ
ス

02
　
違ヘ
ハ

病
人
発シ
二

妄
心ヲ
一

失
正
念ヲ
一

也

03
毗
尼
母
論
云
病
人ノ

看
病ノ

者
心ニ

違モ

過
也
看
病ノ

人
病

04
　
者ノ

心ニ

違ル
モ

過
也
僧
祇
律
云
自
行
業
ス
タ
レ
ン
事ヲ

惜テ

05
　
勿
捨ル
一 コ
ト

又
云
人
伴テ

行テ

佛ヲ

見
奉ン
ト
ス
ル

三
人ハ

道ニ

病
者ニ

値テ

06
　
留リ

ヌ

又
捨テ
テ

病
者ヲ
一

行テ

佛ヲ

奉ル

見
一

佛
大ニ

是ヲ

ハ
チ
シ
メ
テ
終ニ
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07
　
返テ

追
一

令
看
病
一

給フ

同
性
云
佛
阿
難ノ

一ノ

坊
舎ニ

行キ

給ニ

08
　
病
比
丘
糞
穢ノ

中ニ

有ヲ

見フ

佛
問ハ

汝
不ヤ

食
一

否
耶

09
　
汝
同
学ノ

師
僧
有リ

耶
病
人
言
不シ
テ

食
一

今
日マ
デ

七
日ヲ

経タ
リ

10
　
我
伴
侶
无シ

佛
問ク

汝
隣
有
耶
答
有リ

而
糞
穢
太シ
キ

︿
九
丁
目
表
﹀

01
　
故ニ

忽ニ

他
所ニ

移リ
ヌ

佛
哀テ

自ラ

水ヲ

カ
ケ
タ
マ
フ
阿
難
是ヲ

洗フ

佛

02
　
又
御
手ヲ

舒テ

病
者テ

額ヲ

摩タ
マ
フ

病
者ノ

苦
忽
除レ

佛

03
　
爲
昔ノ

因
縁ヲ

説テ

言ク

過
去ニ

優
婆
塞
有キ

罪
犯シ
テ

04
　
王ノ

爲ニ

被ル

誡メ
一

其
科
四
十
シ
モ
ト
ニ
當レ
リ

此コ
ニ

杖ヲ

取ル

者ノ

是ヲ

05
　
哀テ

地ヲ

打テ

作テ

音ヲ
一

実ニ
ハ

是ヲ

不
打
一

彼ノ

杖ヲ

取
者ノ

多ノ

罪

06
　
人ヲ

打シ

故ニ

生
々
受テ

重
病ヲ
一

汝カ

身
即チ

是
也
彼ノ

打ヲ

遁シ

07
　
優
婆
塞ハ

我
身
是
也
昔ノ

恩ヲ

報ス
ル
カ

故ニ

令
得
二

今ノ

08
　
病
苦ヲ

除
事ヲ
一

佛
諸
比
丘ニ

告ク

汝
等
同
行ノ

人ノ

病ヲ

受ケ
シ

09
　
是ヲ

不
見
者
正ニ

誰カ

是ヲ

助ケ
ン

其
同ク

家ヲ

出テ

共ニ

沙
門ト

成リ

10
　
同ク

仏ヲ

為
傍
一

同
法ヲ

所
学ト
ス

譬ハ

同
一
姓ノ

兄
弟ノ

如シ

又
衆

︿
九
丁
目
裏
﹀

01
　
流
海ニ

帰シ
テ

一
味ナ
ル
ニ

似タ
リ

四
分
律
云
師
弟
同
学ノ

病
可
見

02
　
若
是
无ク
ハ

衆
僧
人
可
指
一

若
是
无ク
ハ

次
第
人ヲ

指テ

可
令

03
　
見
一

観
念
法
門
云
善
友
病
人ニ

可
同
一

若ハ

夢
若ハ

覚ツ
ツ
ニ

04 

　
何ナ
ル

境
界カ

見ル

若
悪
相ヲ

語ラ
バ

善
友
聞キ

終ニ

是ヲ

除
可
置ク
一

05 

　
又
酒
肉
五
辛ノ

人ニ
ハ

努
力
不
可
近ク

悪
鬼
便ヲ

得テ

病
人

06 

　
物
ク
ル
ハ
シ
ク
失テ

正
念ヲ
一

悪
趣
堕ス
ル
カ

故
也
探
玄
記
云

07 

　
西
国ノ

法ニ

依ル
ニ

命
終ラ
ン

時ハ

香ヲ

焼キ

磬ヲ

鳴シ
テ

佛ノ

名ヲ

可
唱
一

天
台

08 

　
大
師
云
臨
終ニ

聞ハ
二

鐘ノ

聲ヲ
一

其
人
得
正
念ナ
リ

09 

　
　
臨
終
善
悪
相
事

10
瑜
伽
論
云
善
心ニ
シ
テ

死ル

者ハ

安
楽ニ
シ
テ

終ル

悪
心ニ
シ
テ

死
者ハ

苦
悩シ
テ

死ル

︿
十
丁
目
表
﹀

01
　
大
論
是ニ

同シ

私
云
是ハ

多
分ヲ

説
也
婆
娑
論
云

02
　
或ハ

阿
羅
漢ノ

断
末
魔ノ

苦ニ

被コ
ト

責
一

有リ

或ハ

殺
生ノ

者ノ

断
抹

03
　
魔ニ

被
遁
一

ア
リ
是
皆
過
去ノ

業ニ

報カ

故
也
私
云
此ノ

04
　
悪
人ハ

先
世ノ

悪
業ヲ

次
生ニ

受ン
ト
ス
ル

也
今
生ノ

悪
業ヲ
ハ

㐧
三

05
　
生
驚
受ン
ト
ス
ル

也
今
生ノ

業カ

今
生ニ

報ハ

順
現
業
也
今

06
　
生ノ

業カ

次
生ニ

報ハ

順
生
業
也
今
生ノ

業カ

第
三
生
已
後ニ

07
　
報ハ

順
後
業
也
何ノ

時ニ
テ
モ

時
分
久シ
テ
モ

報ハ

不
定
業
也

08
　
是ヲ

四
業ト

云
也
業ト

者
善
業
悪
業
世
間
出
世ノ

因
果ノ

09
　
道
理
同
事
也
断
抹
魔
者
梵
語
此ニ

ハ

云
枝
節ト
一

探

10
　
玄
記
云
臨
終ニ

色
黒キ
ハ

地
獄ニ

堕ル

也
青キ
ハ

畜
生
也
餓

︿
十
丁
目
裏
﹀
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01
　
鬼ニ

生ル

者
舌ヲ

出
人ニ

生ル

者ハ

面
常ノ

色
也
天ニ

生ル
ニ
ハ

色
弥
鮮ニ
シ
テ

02
　
其
形
可
愛
檳
枇
云
色
麁ナ
ル
ハ

堕
餓
鬼ニ

也
対
法

03
　
論
云
善
行
人ハ

命
終ノ

時
身ノ

冷
下ヨ
リ

上ヘ

登ル

悪
業ノ

人ハ

04
　
上ヨ

リ

下ル

下ヘ
一

也

05
諸
経
要
集
云
善
人ノ

足ヨ
リ

ホ
ソ
マ
テ
冷テ

終ル
ハ

人ニ

生ス

頭マ
テ

冷テ

終ハ

06
　
天ニ

生
悪
人ヨ
リ

腰マ
テ

冷テ

終ハ

生
餓
鬼ニ
一

膝マ
テ

冷ル
ハ

堕
畜
生ニ
一

07
　
足マ
テ

冷テ

終ハ

堕
地
獄
一

阿
羅
漢ノ

涅
槃ニ

入ニ
ハ

頂マ
テ

冷テ

終ル

或ハ

ム

08
　
子
マ
テ
冷テ

涅
槃
ス
ル
モ
ア
リ
倶
舎
云
生ル

天ニ
一

者ノ

識ハ

ム

09
　
子
マ
テ
滅
ス
文
私
云
識ト

燸ト
ハ

ツ
レ
テ
キ
ユ
ル
也
生ル

天
者
燸ノ

10
　
キ
ユ
ル
事ヲ

云ニ

倶
舎ニ
ハ

ム
ネ
マ
テ
冷
ノ
ホ
ル
ト
文

︿
十
一
丁
目
表
﹀

01
諸
経
要
集ニ
ハ

頂マ
テ

冷テ

終ル
ト

見タ
ル

是ヲ

案ル
ニ

天
生ル

者ニ
ハ

有ト
二

二
類
可
心

02
　
得
也
例ハ

如
阿
羅
漢ニ

二
類
有ル
カ

一

瑜
伽
論
云
悪
業
者ノ
ハ

03
　
眼ニ

種
ノ々

苦ノ

相ヒ

見ル
カ

故ニ

或ハ

自
汗ヲ

流シ

或
身
毛
ヨ
タ
チ

04
　
手ヲ

乱レ

サ
ワ
キ
大
小
便
利ヲ

モ
ラ
シ
虚
空ヲ

ミ
目ノ

ヒ
ト

05
　
ミ
ヲ
ヒ
ル
カ
ヘ
ス
　
守
護
国
界
経
云
堕
地
獄ニ
一

者ハ

或
左

06
　
右ノ

手ヲ

ア
ケ
テ
空ヲ

ニ
キ
リ
或ハ

善
知
識ニ

不
随
或
ナ
キ

07
　
ム
セ
シ
或ハ

大
小
便ノ

モ
ル
ゝ
ヲ
不
知
　
或ハ

目
ヲ
ヒ
ラ
カ
ズ
或ハ

08
　
常ニ

面ヲ

カ
ク
ス
或ハ

覆ウ
ツ
フ
シ
ニ

臥
如
此
十
五
相ノ

相
有
餓
鬼ニ

09
　
堕ン

者ハ

常ニ

脣ヲ

子
フ
ル
或
身
甚
ア
ツ
シ
或
餓テ

食ヲ

暴チ
カ
ラ

或ハ

10
　
口ヲ

ハ
ル
或ハ

小
便
モ
レ
或
左ノ

ヒ
サ
先ツ

冷ル

或
右
手ヲ

ニ
キ
ル

︿
十
一
丁
目
裏
﹀

01
　
如
此
等ノ

八ノ

相ア
リ

畜
生
堕ル

者ハ

深ク

妻
子ヲ

戀
悲ム

或ハ

手
足ノ

02
　
指ヲ

カ
カ
ム
或
身ニ

汗ヲ

流シ

或ハ

口ノ

中ニ

泡ヲ

カ
ム
如
此
一

五

03
　
相ア
リ

人
道ニ

生ル

者ハ

心ニ

種
ノ々

善ヲ

生ス

身ニ

苦
痛

04
　
ス
ク
ナ
シ
心ニ

父
母ノ

事ヲ

思フ

妻
子ニ

哀ノ

心ヲ

発ス

或ハ

三
宝ヲ

05
　
請シ

三
宝
名
字ヲ

唱
如
十
ノ
相ア
リ

天ニ

生ル

者ノ
ハ

大
躰

06
　
人ニ

同シ

心ニ

種
ヲ々

善ヲ

発ス

或
仰テ

咲ヲ

含
或ハ

眼ノ

色
是
清
也

07
　
私
云
問
云
今
所
注
多ハ

是
三
界
六
道ノ

可
相
若
爾ハ

浄

08
　
土
往
生ス
ル

其
相
如
何
答
往
生
浄
土
奇
瑞ハ

経
論ニ
ハ

不

09
　
委カ
ラ一

諸
伝ノ

中ニ

或
異
香
或
瑞
雲
或
音
楽
種
ニ々

具ニ

出セ
リ

10
　
又
往
生
浄
土
相ハ

天
生
相ト

大
躰
可
同
彼
御
仏
入

︿
十
二
丁
目
表
﹀

01
　
滅
時
燸
気
留ル

有
様
天ニ

生ル

者ニ

同ス
ル
カ

如シ

但
仏
応
用ヲ

垂レ

02
　
玉
フ
ニ
顕
応ヘ
リ

冥
応ヘ
リ

顕
応ハ

他
人ノ

見
聞ニ
モ

及フ

冥
応ハ

不

03
　
然
能
能
可
思
之
可
思
之
一

04
　
　
死
後
事

05
律
鈔
云
衣ヲ

持テ

云
妄
人ニ

覆テ

ヲ
ク
ル
但シ

衣ヲ

徒
埋ム

事
勿レ

06
　
亡
僧ヲ

送ル

輿ヲ
ハ

軽ク

是ヲ

作ル

上ニ

白キ

天
蓋ヲ

置ヲ
ケ

下ニ

裳ヲ

可
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07
　
廻ラ
ス

四
人シ
テ

是ヲ

可
持
一

亡
者
若
或ハ

師
長
或ハ

父
母
恩
有

08
　
類ナ
ラ
ハ

其
子
弟
子
等
是ヲ

可
持
一

私
云
釈
尊
父
王ノ

棺ヲ

カ
キ

09
　
玉フ

事ハ

増
一
阿
含
経ニ

出タ
リ

姨
母ノ

輿ヲ

荷ヒ

玉
フ
事ハ

大

10
　
愛
道
経ニ

見タ
リ

遊
聖
尚
爾リ

凡
類
不
足
云
律

︿
十
二
丁
目
裏
﹀

01
　
鈔
云
一
人
焼
香シ

一
人
道
引シ

一
寺
一
寺
挙テ

送
之ヲ
一

02
　
又
云
天
竺ニ
ハ

四
葬ア
リ

一ニ
ハ

水
葬
二ニ
ハ

火
葬
三ニ
ハ

土
葬
四

03
　
野
葬
也
無
常
経
云
殯
所ニ

至ラ
ハ

焼
香
散
花
可
誦

04
　
経ス
一

然ル
ヲ

然シ
テ

後ニ

是ヲ

ハ
フ
レ
律ニ
ハ

多ク

火
葬ト

野
葬ト
ヲ

明ス

若

05
　
火
葬
セ
ン
時ハ

石ノ

上ニ

可
置ク
一

草ノ

上ニ

ス
ル
事
ナ
カ
レ

06
　
　
追
善
事

07
　
七
分ノ

一ヲ

得ハ

悪
人ナ
ル

事
也
善
人ハ

全ク

得
是
也

08
随
順
往
生
経
云
若
亡
者ノ

身ヲ

厳リ
シ

具
或ハ

屋
宅
等ニ
テ
モ

是ヲ

09
　
供
養シ

テ

三
寳
其
福ヲ
シ
テ

廻
向ス
レ
ハ

功
徳
力ノ

有
故ニ

悪
趣ノ

苦

10
　
忽ニ

被
遁
佛
土ニ

生ル

事ヲ

得
事

︿
十
三
丁
目
表
﹀

01
梵
網
経
云
若
父
母
兄
弟
師
僧
等ノ

死セ
ラ
ン

日
乃
至
七
七

02
　
日ニ
ハ

是
菩
薩
大
乗
戒ヲ

可
読
誦
講
讃ス
一

人
師
釋
云
此
戒

03
　
法
依カ

故ニ

悪
趣ニ

落ル

者ノ
ハ

生
人
天ニ
一

生
人
天
者ハ

得
見ル
コ
ト
ヲ

佛

04
　
矣
光
明
真
言
儀
軌
云
若
孝
子
有テ

父
母ノ

於
墓
處ニ
一

05
　
安
置シ

卒
塔
婆ヲ
一

ツ
レ
ハ
其
父
母
不
堕
悪
趣ニ
一

化
生ス

浄

06
　
土ニ
一

矣
光
明
真
言
一
百
遍
満テ

土
砂ヲ

加
持シ
テ

死
骸ニ

散ス
レ
ハ

07
　
如ク

上
一

可
得
益ヲ
一

事

08
婆
娑
論
云
昔
善
處ニ

可
生ス
一

雖
造ト

福
業ヲ
一

余ノ

悪
業ノ

09
　
爲ニ

被レ
テ

障
一

果ヲ

感ス
ル

事
不
能
今
孝
子
等カ

依テ
一

追
善ニ
一

除ク

障ヲ
一

10
　
宿
善
忽ニ

来リ

感ス
ト

可
得
意
一

事

︿
十
三
丁
目
裏
﹀

01
　
　
功
徳ニ

似テ

罪ナ
ル

事

02
涅
槃
経
卅
六
云
善
事ニ

似テ

而モ

堕ル

悪
道ニ
一

事ア
リ

一ニ
ハ

為
勝レ
ン
ガ

学

03
　
経
論ヲ
一

二ニ
ハ

為
得
供
養ヲ
一

持ル

禁
戒
一

三ニ
ハ

人ヲ

随
爲
物
施
等

04
　
也
持
犯
要
記
云
若
人
世ニ

爲
被
貴レ
ン一
カ

自
身ヲ

ソ
シ
リ

05
　
他
人ヲ

讃ル

或
人ヲ

讃シ
テ
ハ

又
我ヲ

可
讃ム

知テ

讃
他ヲ
一

自ヲ

ソ
シ
ル

06
　
此
罪
甚
深シ

重ノ

中
可
重ナ
ル一

事

07
　
　
罪ト
モ

不
知
罪
事

08
弘
決
の
四
云
人
思ク

香ニ

着ス
ル
ハ

過カ

无ト

今
謂ク

不
爾
香ニ

著ル

人ハ

09
　
煩
悩ノ

門ヲ

開キ

佛
法ノ

跡ヲ

閉フ
サ
ク

百
年ノ

間
持テ
ル

禁
戒ヲ
一

功
徳
一

10
　
時ニ

破レ

又
舎
利
弗
問
経
云
若
比
丘
一
日
馬
車ニ

乗レ
ハ

︿
十
四
丁
目
表
﹀
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01
　
五
百
日ノ

持
斎ノ

功
徳ヲ

失
但
老
比
丘
無
力ナ
ラ
ン
ハ

可
許
事

02
　
　
老
後
懈
怠
事

03
炎
経
㐧
十
一
云
甘
蔗
シ
ホ
ラ
レ
テ
其
カ
ス
ニ
味ミ
也
ノ

ナ
キ
カ

04
　
如シ

人
老ノ

爲ニ

ヲ
カ
サ
レ
テ
佛
道ノ

三
昧ヲ

失ス

出
離ヲ

不
欣

05
　
二ニ
ハ

読
誦
モ
ノ
ウ
シ
三ニ
ハ

坐
禅
无
味
事

06
増
一
阿
含
㐧
一ニ
ハ

大
迦
葉
阿
難
答
言ク

我
年
老
朽テ

聞シ

07
　
處ニ

多ク

忘タ
リ

事

08
善
導
云
各
聞テ

力
有ラ
ン

時
励テ

常
住ヲ

可
求ム
一

事

09
遺
教
経
云
徒ニ

成
事
无ク
シ
テ

空ク

死テ
ハ

後ニ

必ス

ク
ヤ
シ
カ
ラ
ン
事

10
　
論ニ

此
文ヲ

釋
云ク

彼ノ

悔ニ

三
重ア
リ

一ニ
ハ

老
後ノ

悔
盛ナ
リ
シ

時
不リ
シ
ヲ

勤
一

悔

︿
十
四
丁
目
裏
﹀

01
　
也
二ニ
ハ

臨
終ノ

悔
平
生
不リ
シレ
ヲ

修
悔
三ニ
ハ

死ノ

悔
閻
王ノ

責ヲ

蒙ル

02
　
時ノ

悔
也
三
重ノ

悔
次
第ニ

後ニ
ハ

前ニ

増シ
テ

悲
骨
髄ニ

ト
ホ
ル
文

03
　
　
行
人
鬼
病
事

04
止
観
八
云
道
場
神
怨ヲ

フ
セ
ク
ト
云ヘ
ト
モ

決
定
業ノ

報
是ヲ

05
　
留ル

コ
ト

不
能
一

喩ハ

所
負
主ノ

物ヲ

責ヲ
ハ

守
護
人ノ

フ
セ
ク
事ヲ

不カ

06
　
得
一

如シ

妙
楽
云
守
護
神ノ

フ
セ
ク
ト
云
ヘ
ル
ハ
但
是
横ニ

07
　
悩ス
ヲ

フ
セ
ク
也
　
私
云
世
人
思ク

鬼
病ハ

皆
是
横
病

08
　
也
非
業
也ト

云
是
則
愚
人ノ

云
事
也
必モ

不
爾
　
抑
勇

09
　
猛
強
盛ノ

行
人ニ

成
タ
レ
ハ
定
業ト

云
ヘ
ト
モ
尚ヲ

転ト

見リ

10
　
況
余
哉
云
々

︿
十
五
丁
目
表
﹀

01
止
観
云
命ヲ

道
場ニ
シ
テ

身ヲ

ホ
ロ
ホ
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